
研究業績説明書
21 法人名 千葉大学 1 学部・研究科等名 専任教員数 45 　〔人〕 9 　〔件〕　

9 0

著者・発表者等 タイトル・表題等
発表雑誌・出版

社
・会合等

巻・号 頁 発行・発表年等

(1) 神里達博
科学と公共
(公共(1))

思想 1139 101-121 2019

(2) 神里達博

ブロック
チェーンとい
う世界革命:価
値観を根本か
ら変えるテク
ノロジーの正
体とは

河出書房新社 全216頁 2019

(3) 神里達博
日本型リスク
社会

社会技術レ
ポート/国立
研究開発法人
科学技術振興
機構社会技術
研究開発セン
ター

56 全21頁 2017

(1)

土肥充，与那
覇信恵，岩崎
洋一，竹蓋順
子，高橋 秀夫

自由筆記によ
るCALLシステ
ムの評価結果
の分析

千葉大学国際
教養学研究

2 95-118  2018

(2)

桑原 市郎,中
村 亮太,高橋
秀夫

スマートフォ
ン用英語語彙
学習アプリ
Lantern の開
発および高校
英語中級学習
者への指導

千葉大学国際
教養学研究

1 79-90  2017

(3)

野崎 章子, 髙
橋 秀夫,
Suzanne
Prevost, 岩﨑
弥生

アラバマ大学
Capstone
College of
Nursingと千葉
大学看護学部
の学生交換プ
ログラム「異
文化看護演
習」の総括と
展望

千葉大学大学
院看護学研究
科紀要

40 61-66 2017

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

　本学部は、学部創設の理念の第一に、総合大学としての千葉大学の研究・教育資源を活用した文理混合の研究・教育を行うことを掲げている。そのため、研究面では人文社会科学・自然科学・生命科学のいずれか一つに特化するのではなく、それらを越境したり、
境界領域として問題析出的な分析を試みることを目指している。以下の研究業績は、そうした文理混合という観点から選定した。本学部の創設理念の第二は、グローバルな課題（グローバル・イシュー）の解決を目指す実践的な研究・教育を展開することである。こ
れまでの学問領域・学問分野（ディシプリン）を中心に学問を把握する方向性とは異なり、まず課題解決という主題があり、それに必要な学問分野は何か、という発想を研究面でも生かすことが目的となっている。以下の研究業績はそうした課題解決型の実践的な研
究という観点からも選出した。
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【学術的意義】
　本研究領域については、分散型ネットワークである「ブロッ
クチェーン」に関わる単著が発表されており、この根幹技術が
社会の仕組みや価値観を変えていく可能性が論じられている。
そこでは、科学史研究という歴史的アプローチも採用されてお
り、単なる技術解説ではなく、ブロックチェーン技術の社会的
な意義が検討されている。また、公共研究や公共概念に関する
研究の中で、科学と公共という主題への取組みが行われてお
り、雑誌『思想』への招待論文という形で、その理論的な検討
が高く評価されている。本研究は、科学研究費補助金基盤研究
(C)「情報技術と生命科学の境界領域におけるELSI的検討のた
めのフレームワーク構築」として、ピアレビューの対象となっ
ており、同研究が科学社会学・科学技術史の領域で学界からも
高く評価されていることが分かる。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究は、Society 5.0に向かう社会において、科学技術と
社会との往還を対象とする研究であり、社会の基本構造、経済
的背景等の変化を把握し、日本社会の発展方向を模索しようと
いう実践的意義を有している。また、科学技術社会論は、本学
の新大学院構想の中でも教育・研究上の三本の柱の一つとして
位置付けられており、本学において発展が強く期待される分野
となっている。

２．選定した研究業績

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

提出できる研究業績数
の上限

国際教養学部

科学技術社会論に関する研究

　本研究は、科学Science、 技術
Technology、 社会Societyの相互関係
を探究する科学技術社会論STSに関連
するものである。ここでは特に、生命
倫理、食と安全、原発と安全、情報技
術と倫理などリスク管理に関わる多様
な論点が表出しており、科学のための
科学Science for Scienceという議論
のみでは処理することができない社会
的論点となっている。社会課題とその
解決を志向する科学自体が抱え込まざ
るをえない矛盾の解決を探究すること
が目的である。

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】
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2 02080
英語学関

連

CALL学習理論に関する研究

　本研究は、英語教育学の中で、コン
ピュータによる学修支援の可能性を切
り開いたCALL（Computer Assisted
Language Learning）研究に関連す
る。CALLについては、理論や方法につ
いて検討する段階から、具体的な教材
開発を行った上での理論や方法への
フィードバックが重視される段階へと
進んでいるが、本研究は、一環して教
材開発を推進してきた経験をベースに
した実証的研究となっている。

Ｓ

　千葉大学におけるCALL授業は長年の歴史を有しており、すで
に、名古屋外国語大学、文京学院大学、長崎大学など複数の大
学で千葉大学のシステムを基礎としたCALL授業が行われてい
る。本研究では、異文化理解、専門英語、グローバル社会の多
様な言語など、英語教育の様々なトピックに合わせて、独自の
CALL英語教材を開発しようという意欲的なもので、特に聴解力
の養成に重点を置いている点に特徴がある。本研究が4回連続
して科学研究費補助金基盤研究(B)の対象となっていること
は、この分野におけるフロントランナーの役割を果たしている
ことの証左である。最新の研究課題である「グローバル社会の
多様な英語に対応する聴解力を養成するためのCALL教材の開
発」においては、英語の多様性を前提としたCALL教材の開発に
注目しており、本学のENGINEプログラムの展開にとっても有用
な研究であると評価することができる。

10.20776/S24326291-2-P95

10.20776/S24326291-1-P79
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(1)
佐藤尚子,
佐々木仁子

留学生のため
の漢字の教科
書中級700 改
訂版

国書刊行会 全248頁 2017

(2) 見城悌治
留学生は近代
日本で何を学
んだのか

日本経済評論
社

全296頁 2018

(3) 吉野文

グローバル社
会を思索する
アクティブ
ラーニングと
協働 : 対等を
志向する実践
を目指して

異文化間教育 46 1-15 2017

(1)
Satoko Shao-
Kobayashi

“Who's
Pitiful
Now?”:Otheri
ng and
Identity
Shifts of
Japanese
Youth From
California to
Tokyo

Diaspora,
Indigenous,
and Minority
Education

13 13-25 2018

(2) 佐々木綾子

日本における
「外国人」介
護福祉士の就
労と生活

地域ケアリン
グ

 20
（9）

19-23 2018

(3) 崎山 直樹

アメリカに
渡った日本人
留学生のアイ
ルランド移民
との接触

歴史と地理 714 58-61 2018

3 02090
日本語教
育関連

日本語教育・留学生教育に関する研究

　本研究は、日本語教育学や留学生教
育に関わる分野であり、研究面と教育
面の境界領域に位置する重要な主題で
ある。日本語教育学では、日本語の多
様性についての研究に取り組むと同時
に、留学生と日本人学生の協働学修を
実践と理論の双方で検討する作業に従
事している。また、留学生そのものの
歴史的存在を日本近代に位置付ける研
究も行い、本学において、実践を超え
た理論的な研究領域となっている。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　日本語の多様性に関しては、科学研究費補助金基盤研究
（B）「八丈語の保存・継承のための総合研究－辞書・教科
書・映像資料を作成する－」が行われており、言語の多様性と
そのダイバーシティの保存という社会的意義を有している。ま
た、留学生と日本人学生の協働学修では、初級会話にとどまら
ず、専門研究に接続する学術語彙をどう獲得させるかという研
究が行われている。また、日本語を専攻する中国からの留学生
に対する対面調査も進められており、留学生教育の多様化とい
う現実に取り組む本学の実践に照応した研究となっている。

【社会、経済、文化的意義】
　主として中国から日本に来た中国人留学生については『留学
生は近代日本で何を学んだのか：医療・園芸・デザイン・師
範』が書かれ、日本思想史のみならず、医史学の分野からも書
評が行われるなど、本学の大学史にとどまらず、広く社会的意
義を有する研究として受容されている。

4 04030

文化人類
学および
民俗学関

連

グローバル・スタディーズに関する研
究

　本研究は、本学部における研究の柱
のひとつであるグローバル・スタ
ディーズ、なかでも移民・難民研究に
関わる領域に属する。ここでは、移
民・難民・人身売買対象者等の多様な
姿が研究されると同時に、その生活の
質の向上をめざす実践的性格をもつ。
地域的にもアジア、ヨーロッパ、大洋
州、中東、ラテンアメリカ等を包含
し、日本の実態との比較研究を行うと
いう本学部ならではの特質を有する。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　本研究は、科学研究費補助金基盤研究（B）「国際移動の実
践科学-ソーシャルキャピタルと移住者の就労、生活、健康」
を中心として行われている。この研究の過程で、本学部主催の
研究シンポジウム「流動化する社会と移民たちの戦略」を学内
外の研究者を招いて開催するなど、対外発信にも熱心に取り組
んでいる。日本のパキスタン移民、ラテンアメリカの中国系移
民、アイルランドのアメリカ移民、オーストリアのアフリカ系
移民など多様な比較の軸をもちつつ、日本における移民につい
て質問票に基づく分析を進めている。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究は、最終的には実践的な政策提言に至ることを目標と
している。こうした研究は、現代世界や現代日本における移
民・難民の現実に立脚していると同時に、問題解決を目指す学
生の高い関心に応える研究内容となっている。新大学院構想の
中でも教育・研究上の柱の一つとして位置付けられている。

10.1080/15595692.2018.143
8391
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(1)

Toyoki Kozai,
Genhua Niu,
Michiko
Takagaki

Plant factory
: an indoor
vertical
farming
system for
efficient
quality food
production
,2nd ed.

Academic
Press, an
imprint of
Elsevier

全450頁 2019

(2) 高光佳絵

「太平洋問題
調査会」ソ連
支部の設立と
米ソ関係

渋沢研究 29 3-20 2017

(3) 高光佳絵

戦間期カナダ
外交における
「太平洋問題
調査会」につ
いての予備的
考察:満洲国バ
ンフ会議参加
問題を中心に

アジア太平洋
討究

35 3-13 2019

(1) 前田早苗

アメリカのア
クレディテー
ションをめぐ
る近年の状況
: 高等教育法
改正案を中心
に

大学評価研究 17 17-24 2018

(2) 白川優治

日本学生支援
機構の奨学金
制度と金融市
場-奨学金財源
の変化とその
意義

高等教育研究 22 49-70 2019

(3)

ガイタニディ
ス ヤニス,小
林聡子,西住奏
子,和田健,吉
野文

「日本」を題
材とした協働
学習の仕掛け
: 教養教育に
おける実践か
ら考える

国際教育 9 1-73 2016

6 09050
高等教育
学関連

高等教育・大学教育に関する研究

　18歳人口の減少やグローバル化の
中、大学は教育の質保証や教育改革が
求められるなど、大きな転換期にあ
る。このことを前提に、本研究は、政
策的・制度的課題の分析、大学とは何
かという理念的側面、他国や国際動向
の高等教育動向の把握、実際の教育実
践の効果検証などから、高等教育の現
状を多角的に分析し、変化する大学教
育を把握し、新たな大学像を提起する
ことを目指して、高等教育・大学教育
研究に取り組むものである。

Ｓ

　本研究は、社会の変化の中で大学教育やそれを取り巻く制
度・政策がどのように影響を受け、大学のあり方がどのように
変わっているのかに取り組むものである。「アメリカのアクレ
ディテーションシステムにおけるセルフスタディの定着と展
開」（科学研究費補助金基盤研究C）などによって実施されて
おり、同補助金は複数教員が連続して採択されていることか
ら、研究課題の学術的側面と現代的な側面が評価されている。
これらの研究を進めている研究者は、中央教育審議会の関係部
会や大学改革支援・学位授与機構、大学基準協会、日本高等教
育評価機構等の大学関係団体で委員として実践的課題にも参画
しており、学内でも認証評価や教育改革に関与するなど、研究
と実践が連結して進められている。このような大学教育という
対象に実践性・応用性、社会的有用性を重視したプラグマ
ティックな研究が、持続的に進められていることは高く評価で
きる。

10.20776/S18819451-9-P1

5 04030

文化人類
学および
民俗学関

連

グローバル関係に関する複合的研究

　本研究は、2017年４月に発足したグ
ローバル関係融合研究センターに立脚
しており、全学研究センターとして、
関係性中心の融合型人文社会科学の展
開と位置付けられている。本学部では
４名の教員が研究者として参加してお
り、熱帯農学、国際社会学、国際政治
史、国際社会福祉等の観点から、全学
的研究の中核的部分を担っている。国
際ワークショップ、講演会等の開催を
通じて、研究面でもグローバルな関係
性の構築を進めている。

Ｓ

　本研究は、人文社会科学を中心とするものの、グローバルな
開発に関わる論点として植物工場の建設をはじめ、農学・園芸
学の領域からのアプローチも必要であり、本学教員がその一翼
を担っている。また、移民・難民研究においても、科学研究費
補助金基盤研究（B）（特設分野：グローバル・スタディー
ズ）と連携しながら、主としてシリア等からの難民の動態につ
いて研究を進めている。さらに、グローバルな社会と国家との
関係は、NGO等の発展を前提としてもなお重要な意味を有して
おり、国家間の国際政治を歴史的に位置付けるというアプロー
チは、グローバル関係融合研究センターの活動にも大きく寄与
している。
　科研費新学術領域研究（研究領域提案型）に関わるアジア・
太平洋地域の広域ネットワークの研究は、人文社会科学のあり
方の再検討にもつながるものであり、日本におけるグローバル
関係研究にとって重要な位置を占めている。
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(1)

Yoichi W. S.
Sakaguchi, S.
Ueno, N.
Tomaru K.
Uehara

Development
and
characterizat
ion of EST-
SSR markers
for the
genus
Rhododendron
section
Brachycalyx
(Ericaceae)

Plant
Species
Biology

32 455-459 2016

(2)

Yoichi W. S.
Sakaguchi, S.
Ueno, N.
Tomaru K.
Uehara

Development
and
characterizat
ion of 14
microsatellit
e markers
for
Indigofera
pseudotinctor
ia
(Fabaceae)

Applications
in plant
sciences

4 1500110 2016

(3)

Watanabe
Yoichi, Izumi
Kawamata, Yu
Matsuki,
Yoshihisa
Suyama,
Koichi
Uehara &
Motomi Ito

Phylogeograph
ic analysis
suggests two
origins for
the riparian
azalea
Rhododendron
indicum (L.)
Sweet

Heredity 121 594-604  2018

(1) 永瀬 彩子

造園材料 : 都
市生態学によ
る自生種の屋
上緑化研究

journal of
the Japanese
Institute of
Landscape
Architecture

82
（1）

42-45 2018

(2)

Ayako Nagase,
Mayuko
Kurashina,
Masashi
Nomura, J.
Scott Macivor

Patterns in
urban
butterflies
and
spontaneous
plants across
a University
campus in
Japan

THE PAN-
PACIFIC
ENTOMOLOGIST
 

94 195 2019

(3)

Nagase, A.,
Choi,M.,Dunne
tt, N.

Investigation
of plant
growth and
flower
performance
on a semi-
extensive
green roof

Urban
forestry and
Urban
Greening 

23 61-73 2017

10.1111/1442-1984.12155

10.3732/apps.1500110

10.1038/s41437-018-0064-3

8 39070
ランドス
ケープ科
学関連

都市環境整備に関する研究

　本研究は、都市環境整備の一環とし
て屋上緑化に取り組むものであり、屋
上緑化の環境改善効果、心理的効果の
双方を分析し、最終的には環境教育と
いう実践に接続することを目的として
いる。本研究は都市養蜂の研究という
形でも展開しており、これは本学にお
ける環境保全と独自収益の確保、地域
連携の推進という多様な要素を包含す
る研究となっている。

SS Ｓ

【学術的意義】
　本研究は、都市環境整備という工学的要素と同時に、屋上緑
化という庭園学・ランドスケープ学という農学・園芸学的要素
を備え、環境と社会との関係という公共学的要素ももってい
る。さらに、都市養蜂の研究は、花粉の遺伝学という観点から
植物学との接点を有すると同時に地域社会の経済との結合とい
う都市社会学・経営学という他所ももっている。つまり、テー
マそれ自体がハイブリッドな性格を有するという文理混合の本
学部の研究主題に相応わしいタイプの研究である。すでに科学
研究費若手研究費（B）、基盤研究（C）、国際共同研究加速基
金等の支援も受けており、論文も高インパクトファクターの雑
誌に多数掲載されている。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究は同時に、環境教育という教育学や教育実践に関わる
側面を合わせもっているため、多くの学生の関心を引き付けて
いる。本学の新大学院構想においても教育・研究の柱の一つと
して、環境科学を据えようとしており、本研究はそのような新
しい教育・研究体制にとって果たす役割も大きい。

10.3956/2018-94.4.195

10.1016/j.ufug.2017.01.01
3

7 39010
遺伝育種
科学関連

植物環境保全に関する研究

　本研究は、生態遺伝学、環境保全
学、植物分子系統学に属するものであ
る。ここでは、希少植物、絶滅危惧植
物の保全侵略的外来種の抑制、侵略性
獲得の解析植物の系統と進化等が研究
されており、遺伝学や植物学の基礎研
究をこえて、環境保全に至る社会的意
義を有する研究となっている。生物多
様性は、国際条約の対象ともなり、グ
ローバル社会において解決を求められ
る実践的主題となっており、社会性を
有した研究という意義をもつ。

Ｓ

　本研究は、科学研究費補助金基盤研究（C）「日本産アザミ
属植物の系統解析と分類学的再検討」、同基盤研究（B）「南
アメリカのナス科ペチュニア属植物における自家和合性進化の
遺伝的背景に関する研究」によって支えられているだけでな
く、環境省の研究費による「希少植物の自生地復元に向けた問
題解決と基盤整備」という研究課題として、問題解決型、課題
解決型の教育・研究の遂行という本学部の理念に適合的な研究
となっている。その観点からは、これも環境保全を生物学の観
点から取り組む広い意味での環境科学の一環であると同時に、
この研究成果を千葉県等地元自治体の生物多様性保全という形
で地域連携の枠組みの中で行うという性格を有している。都市
や里山・里海の保全は小地域から世界規模での多様な連携のも
とで進められるべき課題であり、新大学院においても教育・研
究の柱のひとつとして位置付けたい。
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(1)
堀内 隆彦, 田
中 緑

物体表面の質
感強調アルゴ
リズムPuRet

Journal of
the Imaging
Society of
Japan

58 212-218 2019

(2)
M. Tanaka, T.
Horiuchi and
K. Otani

Relationship
between
faithfulness
and
preference of
stars in a
planetarium

Journal of
Perceptual
Imaging

2019
10402-1-
10402-11

2019

(3)

Kuriki I,
Lange R, Muto
Y, Brown AM,
Fukuda K,
Tokunaga R,
Lindsey
DT, Uchikawa
K, Shioiri S

The modern
Japanese
color lexicon

Journal of
Vision March
2017

17 1 2017

10.11370/isj.58.212

10.2352/J.Percept.Imaging
.2019.2.1.010402

10.1167/17.3.1

9 61010
知覚情報
処理関連

視覚情報・色彩情報に関する研究

　本研究は、視覚情報処理、色彩工
学、人間情報学、イメージング科学、
視覚情報工学に関わる分野である。研
究の中心は、色彩画像の計測、処理、
解析、再現、評価質感の知覚メカニズ
ムの解明と画像再現、白磁の色みの定
量化と絵柄による色のみの変化につい
て、影が人の空間認知に与える影響に
ついて等にある。これらの研究主題
は、人間を取り巻く環境と視覚情報と
の関係を解明しようとするものであ
る。

Ｓ

　本研究は、人間がある環境の中で、環境を知覚する際に必要
な情報のうち、主として視覚情報と色彩情報を扱う研究であ
る。これらも広い意味での環境科学に属するものであるととも
に、情報処理のあり方はデータサイエンスの研究と教育に関連
する。また、データサイエンスの研究は、教育面ではPythonや
R等のプログラミング言語の修得や、デザインに関わるアプリ
ケーションソフトウェアの修得など、教育面にも大いに関わっ
ており、本学の教育においても主としてスキル形成という観点
から重視しているところである。これらの研究は科学研究費補
助金基盤研究（C）「初期視覚情報の変化に伴う色知覚変化の
色恒常性等価知覚に関する研究」、また、企業からの受託研究
として評価されている。さらに、色彩情報については、本学部
棟の内装・サイネージ等に利用され実践的な成果をもたらして
おり、基礎研究のみならず応用面でも成果をあげている。
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21 法人名 千葉大学 2 学部・研究科等名 専任教員数 59 　〔人〕 12 　〔件〕　

11.8 0
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発表雑誌・出版

社
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巻・号 頁 発行・発表年等

(1) 兼岡理恵 契沖と風土記 国語と国文学
93
（1）

38-54 2016

(2)
小峯和明監
修・柴佳世乃
分担執筆

シリーズ「日
本文学の展望
を拓く」第五
巻『資料学の
現在』

笠間書院 200-214 2017

(3) 大原祐治

所有と欲望─
「歴史小説」
としての「桜
の森の満開の
下」

昭和文学研究 76 47-61 2018

(1) 土田知則
ポール・ド・
マンの戦争

彩流社 全228頁 2018

(2) Tachi,M.

Country Music
and
Presidential
Politics in
the
Contemporary
United States

Proceedings
of the 17th
Hawaii
Internationa
l Conference
on Arts and
Humanities

451-472 2019

(3) 鴻野わか菜

ロシア現代美
術における
フェミニズム
とLGBT
(SPECIAL
FEATURE :
GENDER IS
OVER!? : 性を
めぐるアート
と想像力) --
(歴史と理論を
より深く知る
フェミニズム+
クィア・アー
ト史入門 :
1960-2017)

美術手帖
69(10
61) 

110-113 2017

2 02050
文学一般

関連

ヨーロッパ・アメリカ思想・文化研
究、英米現代文化・文学に関する研究

　本研究は、アメリカ、イギリスの現
代文化・文学を対象とするものである
が、従来ともすれば軽視されてきたア
メリカのポピュラー文化と、これに対
するトランスナショナルな視座、ある
いは文学批評の対象として取りあげら
れることの少なかったファンタジー文
学の意義を論じたものである。

SS Ｓ

【学術的意義】
　（１）週刊読書人（2018年６月22日）の第１面において大き
く取り上げられたほか、『図書新聞』（2018年11月10日）にお
いても「戦争と愛国、国家や福祉の諸問題を問う５冊」に選定
されている。
　（２）はアメリカのポピュラー文化に関する研究であり、米
国における国際学会で研究成果が報告されている。

【社会、経済、文化的意義】
　（１）が取り上げられている２紙は、いずれも代表的な書評
紙であり、社会的に広い講読層を持っている。（３）は、ロシ
ア現代美術をわかりやすく解説しており、専門知を広く社会に
発信する貢献である。

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

本学部・研究院は、長い歴史と共に蓄えられてきた人文知の遺産を闡明し、伝統を現代的な視点から再解釈した上で、確実に未来世代に継承していくという目的を有している。人文科学とは人間と人間の文化について多面的に探究する基礎学であり、さらにその知を
応用的に現代社会に架橋していく方途を探究しようとする点に特色がある。したがってそれぞれの領域における深い専門性の追究という点が学術的にはもっとも重要である。加えて学際的・融合的研究の推進、グローバル化する現代社会の課題解決を視野に含むとい
う点を重視している。それらを踏まえ、（１）学術コミュニティーにおける評価を得て査読や招聘により公開された成果、（２）外国語による研究成果、国際共同研究や国際的研究ネットワークにおける成果、（３）国際社会・地域社会・社会各界との連携、一般社
会に向けた多方面への成果発信、という判断基準から研究業績を選定している。
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　（１）と（３）は、日本文学における専門学会の機関誌に掲
載された論文であり、それぞれ古代風土記、現代小説を対象と
するものである。（２）は、日本文学に関するシリーズの一巻
を分担執筆したもので、当該領域における著者の専門性の高さ
を示すものである

２．選定した研究業績

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

提出できる研究業績数
の上限

文学部、人文科学研究院

日本文学資料論に関する研究

　本研究は、日本文学におけるテクス
トとその板本について、生成・流通・
受容という側面から考察を加えたもの
である。取り上げられたテクストは、
古代の風土記から近世の絵入り読本、
近現代小説と多様な対象に及んでいる
が、資料・文献に密着した着実な実証
研究に基づくものである。

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
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日本文学
関連
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(1) 中川裕

アイヌ文化で
読み解く
「ゴールデン
カムイ」

集英社 全254頁 2019

(2) 中川裕監修

アイヌ文化の
大研究　歴
史、暮らし、
言葉を知ろう

PHP研究所 全64頁 2018

(3) 中川裕

基調講演「ア
イヌ語を現代
に広げていく
可能性

文化庁主催
平成29年度危
機的な状況に
ある言語・方
言サミット

2017

(1) 山田俊輔
鹿角製刀剣装
具の系列

日本考古学 42号 21-33 2016

(2) 池田忍
手仕事の帝国
日本

岩波書店 全296頁 2019

(3) 阿部昭典
縄文時代にお
ける鐸形土製
品の用途研究

日本考古学 41号 1-15 2016

4 03020
日本史関

連

日本におけるモノと技術に関する歴史
学的研究

　本研究は、日本の歴史的事象を、道
具や作品といったモノとそれを生み出
し用いる技術、生業という視座から、
当該社会の権力構造や経済状況、生産
体系等との相互連関において考察する
研究である。考古学や美術史、ジェン
ダー的研究も内包する点が特徴であ
る。

SS

　（１）と（３）は会員数約4,200名の日本考古学協会の機関
誌に掲載された論文である。特に（1）は第８回日本考古学協
会賞優秀論文賞（2018年５月受賞）を受賞した。「緻密な分析
の上にたった結論は、これまでにない見通しを提示しており、
今後の研究にとって必ず通過すべき論文である」と受賞の推薦
文（協会webサイト）において高く評価されている。（２）
は、著者がこれまで執筆してきた近代日本の技術や作品に関す
る論考が評価され、岩波書店の日本の中の世界史シリーズとし
て刊行された単著である。『産経新聞』『北海道新聞』『農業
共済新聞』等の複数の新聞や美術の窓（2019年９月号No.432）
に書評が掲載されていることかも、社会的関心も高く、学術的
評価も高い図書であることがわかる。

3 02060
言語学関

連

ユーラシアにおける言語・文化的研究

　ユーラシアの言語文化、特にアイヌ
語と文化に関する言語学的研究であ
る。専門研究を進めながら、研究成果
を広く市民に発信し、啓蒙活動、復興
支援活動に従事している。

SS

　（１）は著者自身が監修している人気コミックスを題材に、
アイヌ文化のエッセンスを解説した一般向けの入門書である。
刊行１か月で３刷４万６千部を達成する。
　（２）は、小学生を対象として図版を中心に解説した、アイ
ヌ文化の入門概説書である。最新の研究成果を取り入れて全面
的に中川が監修している。いずれの成果も同教授のアイヌ文化
に関する啓蒙活動、社会的発信に大きく貢献するものであっ
た。同教授はこうした活動が評価され「アイヌ語復興への寄
与」などにより、2018年９月に文化庁50周年記念表彰を受けて
いる。
　（３）は、文化庁主催の講演会の招待講演である。
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(1) Iwaki,T.

Burmese
Subordinate
Officials and
British
Colonial Rule
in the Late
Nineteenth
Century:
Significance
of Petitions
Submitted by
a Circle
Headman of
the Thongwa
District

Journal of
Asian
History

52 287-309 2018

(2) Akiba,J.

Sharia Judges
in the
Ottoman
Nizamiye
Courts, 1864–
1908

Osmanlı Araş
tırmaları /
The Journal
of Ottoman
Studies

51 209-237 2018

(3) 山田賢
江戸の漢籍輸
入から見る中
日文化交流史

浙江工商大学
東語学講座招
待講演（中
国）

2017

10.13173/jasiahist.52.2.0
287

5 03030

アジア史
およびア
フリカ史

関連

アジア史研究

　本研究は、中国・ミャンマー、トル
コなどのアジア地域を対象としなが
ら、近代から現代までを視野に収めつ
つ、各地域における歴史的な変動を考
察したものである。いずれも、政治的
な変動を、表層的な変化としてではな
く、文化や権力構造などの基層から問
い直す試みである。

SS

　（１）と（２）はいずれもアジア史、オスマン史に関する代
表的な国際ジャーナルに掲載された英語論文である。（３）は
講演者が中国の浙江工商大学に招聘されて行った招待講演であ
り、中日文化交流に関する歴史的研究である。当該領域におけ
るに日中間の国際交流に資する取り組みである。いずれの業績
も、世界史的視野から、地域史を論じた成果であり、当該領域
における国際的舞台における成果である。国際的発信力の強化
に資するものである。
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(1) 高橋絵里香

ひとりで暮ら
す、ひとりを
支える——フィ
ンランド高齢
者ケアのエス
ノグラフィ

青土社 全256頁 2019

(2)

В. Сара
нгэрэл,
児玉香菜子,
Г. Алта
нцэцэг

Эзнээ д
эx аав н
арын ам
ан tүүx. У
лаанба
атар（エ
ジネーの父た
ちの口述史）

Улаанб
аатар

全204頁 2018

(3)

T. Hiyama, H.
Takakura
(eds),A.Yoshid
a et.al.,

Global
Warming and
Human-Nature
Dimension in
Northern
Eurasia

Springer 145-160 2017

(1)

Tomone
Komiya,Aug
Nishizaka,Kot
aro Sambe,
Sachie
Tsuruta

Accomplishing
the
Intelligibili
ty of the
Distinctivene
ss of
Activity

114th ASA
Annual
Meeting

2019

(2) 吉岡洋介

大卒就職機会
における学校
歴仮説とコ
ミュニケー
ション能力－
インターネッ
ト･パネル調査
による計量分
析の試み－

第68回関西社
会学会大会龍
谷大学

2017

(3)

藤崎宏子・池
岡義孝編著、
米村千代分担
執筆

現代日本の家
族社会学を問
う　多様化の
なかの対話

ミネルヴァ書
房

213-235 2017

7 08010
社会学関

連

日本の社会変動に関する社会学的研究

　本研究は、日本における社会変動を
いかに分析するのか、方法の妥当性に
ついて検討を行った上で、それぞれの
方法に基づいて社会を分析、解釈した
研究である。特に、会話分析、歴史社
会学、パネル分析というそれぞれユ
ニークな方法論の持つ可能性が検討さ
れている。

Ｓ

　（１）は、千葉県における有機農業運動の歴史と現代的展開
（科研費基盤B:代表者米村千代）について、会話分析により調
査分析した共同研究を国際会議（American　Sociological
Association）で発表したものである。
　（２）は、第68回関西社会学会大会において大会奨励賞を受
賞した発表であり、大卒就職者の就職においてコミュニケー
ション能力の効果をパネルデータを用いて検証した報告であ
る。
　（３）は、家族社会学における方法の多様性についてまとめ
た論文集であり、日本家族社会学会の学会誌『家族社会学研
究』（30巻１号）の文献紹介で「この領域における貴重な財産
となる」と評された。いずれの研究も、日本の社会変動論であ
り、かつ社会学的方法論の再検討を行った研究成果である。
　これらの研究は、社会学的方法論の再検討を行った研究成果
であると同時に、上記の科研費による共同研究として実証研究
に応用されている。

6 04030

文化人類
学および
民俗学関

連

ユーラシアにおける民族誌的研究

ユーラシアにおける綿密な現地調査に
基づく人類学的研究であり、ケアとい
う人間の生を支える基盤がいかに形成
され変容しているか、生態学的変化が
人間の生業にもたらす影響について、
グローバルな社会・環境変動のもとで
のローカルな地域の個別性を捉える研
究である。

Ｓ

　（１）はフィンランド、（２）はモンゴル、（３）はロシア
連邦における現地調査に基づくエスノグラフィである。（１）
はフィンランドの高齢者ケアを取り上げたもので、高福祉社会
として知られるフィンランドの高齢者ケアの実態に迫るエスノ
グラフィであり、日本との比較においても大きな関心を集めて
いる研究である。朝日新聞（2019年７月13日）、読売新聞
（2019年７月21日）に書評が掲載されていることからも社会的
関心が高く、専門研究を広く社会に発信することに貢献してい
る。（２）は、国際共同研究の成果として口述史をまとめたも
のでウランバートルにおいてモンゴル語で出版されている。
（３）は、トナカイの牧畜についてロシア連邦サハ共和国とヤ
マロネネツ自治管区を比較対照した研究で、スプリンガー社か
ら刊行されている論文集の分担執筆である。いずれも国際調査
に基づき刊行された図書であり、（２）と（３）は国外で出版
された国際共同研究の成果である。
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(1)

Honda, H.,
Shirasuna,
M., Matsuka,
T., & Ueda,
K.

Do People
Explicitly
Make a Frame
Choice Based
on the
Reference
Point?

Frontiers in
Psychology 9

2552(電子
ジャーナルの
ため通し頁な
し)

2018

(2)

Katsuo
Sekiguchi,Tom
okazu
Ushitani,Kosu
ke Sawa

Use of
redundant
sets of
landmark
information
by humans
(Homo
sapiens) in a
goal-
searching
task in an
open field
and on a
computer
screen.

Journal of
Comparative
Psychology

132 178-188 2018

(3)

Arii
Watanabe,Maik
o
Fujimoto,Keit
a
Hirai,Tomokaz
u Ushitani

Pigeons
discriminate
shapes based
on
topological
features

Vision
Research

158 120-125 2019

(1) Kimura,E.

Averaging
colors of
multicolor
mosaics

Journal of
the Optical
Society of
America A 

 35
（4）

B43-B54 2018

(2)

Carruthers S,
Kinnaird E,
Rudra A,
Smith P,
Allison C,
Auyeung B,
Chakrabarti
B,
Wakabayashi
A, Baron-
Cohen S,
Bakolis I,
Hoekstra RA

A cross-
cultural
study of
autistic
traits across
India, Japan
and the UK.

Molecular
autism

9

52（電子
ジャーナルの
ため通し頁な
し。論文総頁
10頁）

2018

(3)
相馬敏彦・礒
部智加衣

社会的動機は
個人を超えて
影響をもつ
か？ダイアド
関係における
社会的接近動
機の収束プロ
セス

実験社会心理
学研究

56 165-174 2017

10.1364/JOSAA.35.000B43

10.1186/s13229-018-0235-3

10.2130/jjesp.si3-5

9 10040
実験心理
学関連

心理学・精神科学領域における分野横
断的研究

　心理学・精神科学は、対象とする事
情に重なりはあるにもかかわらず、個
別の専門分野が独立に研究を進めてい
るのが実情である。本研究は、こうし
た学問・学派による分断状況を超えて
連携していくことを目的とする文理融
合的共同研究である。

SS

　心理学と精神科学及び心理学内の方法論の違いを架橋する分
野横断的研究である。（１）は視覚心理学の学会誌に掲載され
た論文、（２）はケンブリッジ大学の精神医学・実験心理学部
およびその附属自閉症研究センターと共同研究の成果である。
（３）は社会心理学領域の専門誌に掲載された論文である。

8 10040
実験心理
学関連

ヒトと動物の比較心理学的研究

　ヒトの認知機能がどのような適応の
ために進化してきたのか、行動を指標
とする心理学実験をおこない、ヒト以
外の動物とヒトの比較、ヒト以外の動
物同士の比較を通して、認知機能の多
様性や類似性について考察する研究で
ある。

Ｓ SS

　【学術的意義】
(1),(2),(3)いずれの論文も、比較認知にかかわる専門領域の
学会誌である国際ジャーナルに掲載されている国際共著論文で
ある。(3)は視覚認識にかかわる代表的な国際ジャーナルに、
人文科学研究院の渡辺助教が筆頭著者でとなり、自然科学の研
究者との共同研究に基づいて執筆された文理融合的研究の成果
である。
【社会、経済、文化的意義】
(3)の研究に関連して、『The Big Issue Japan』（Vol.377
2020年2月15日号）において、「特集　考える動物たち」と題
した特集が組まれ、7頁にわたって人文科学研究院の牛谷智一
准教授、渡辺安里依助教の研究が紹介されている。国際的、文
理融合的な専門研究を、広く一般社会にわかりやすく発信する
ことに貢献している。

10.3389/fpsyg.2018.02552

10.1037/com0000097

10.1016/j.visres.2019.02.
012
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(1) 岡部嘉幸

洒落本の江戸
語と人情本の
江戸語－指定
表現の否定形
態を例として
－

国語と国文学
96
（5）

117-130 2019

(2)

田中 弥生, 柏
野 和佳子, 角
田 ゆかり, 伝
康晴, 小磯 花
絵

『日本語日常
会話コーパ
ス』の構築 :
会話収録法に
着目して

国立国語研究
所論集

14 275-292 2018

(3)

Chihiro
KUNIMOTO, Mao
TSUNEKAWA and
Hiroya
TAKEUCHI

Users’
Context Based
“Research
Data
Management
Teaching
Materials” 
for Junior,
Senior and
Graduate
Students in
Chiba
University

10th Asia
Library and
Information
Research
Group
(ALIRG)
Workshop

2018

10 90020

図書館情
報学およ
び人文社
会情報学

関連

　人文科学におけるデータ構築に関す
る研究

人文科学領域におけるデータ・サイエ
ンス研究である。国立国語研究所の
コーパス・データ構築およびその利用
に関する研究や図書館情報学における
データマネージメントに関する研究か
ら、人文科学におけるデータの構築、
共有、解析の可能性を探る。

SS

　（１）と（２）はいずれも国立国語研究所における共同研究
に基づく論文である。（１）は「日本語資料と日本語学史の研
究」という特集号の依頼論文であり、国立国語研究所の『日本
語歴史コーパス』を資料として用いている。（２）は『日本語
日常会話コーパス』の構築に関する一連の共著論文の一編であ
る。（３）は図書館情報学における国際会議でのワークショッ
プにおける成果である。いずれの研究も、人文科学における
データ構築にかかわる国内外の主要な雑誌、会議における成果
であり、人文科学領域におけるデータ・サイエンスの進展に貢
献する成果である。
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(1)
 Ichikawa,
M., &
Masakura, Y.

Motion
Capture
Depends Upon
the Common
Fate Factor
Among
Elements

Perception
46
（12
）

1371-1385 2017

(2)
 Toshihiko
Matsuka

Special
Session:
Advances in
Cognitive
Information
Processing:
Methods for
conducting
behavioral
experiments
in realistic
environment
and their
applications

Asia-Pacific
Signal and
Information
Processing
Association
Annual
Summit and
Conference
2018,
Hawaii

2018

(3) 一川誠
「時間の使い
方」を科学す
る

PHP研究所 全221頁 2016

(1)
諏訪 正樹, 坂
井田 瑠衣, 伝
康晴

間合いと身体
知

人工知能学会
誌

32
（2）

255-262 2017

(2)
Abe,A. (Guest
editer)

Special Issue
on Designing
a Market of
Data to
Enable Chance
Discoveries

Internationa
l Journal of
Computationa
l
Linguistics
Research

Volum
e 8,
Issue
3

223-233 2016

(3) Matsuka,T
概念の流動性
について

人工知能
31
（1）

67-73 2016

10.1177/0301006617720123

12 90030
認知科学

関連

認知科学認知情報科学およびAIに関す
る研究
　
　本研究は、人や動物の認知や行動の
背後に隠されている複雑な認知情報処
理過程を究明するものである。会話と
いった言語行動における非言語行動
（視線）の影響や、情報受容過程にお
ける、情報との事前接触の影響を明ら
かにした。

Ｓ

　（１）は産学連携の学会組織である人工知能学会の学会誌の
特集論文として掲載されたものである。（２）は国際ジャーナ
ルのゲストエディターとして招聘され特集を企画した。（３）
は共同研究の成果を国際ジャーナルに掲載したものである。い
ずれも認知科学の学会誌に掲載された研究成果であり、文理融
合的であると同時に（１）と（２）においては人文社会科学領
域の産学連携の研究の進展にも寄与するものである。

10.3233/IDT-150253

11 90030
認知科学

関連

多元的認知行動解析に関する研究

　視覚や聴覚に対して与えられた刺激
の時空間的特性が、知覚認知過程にお
よぼす効果や、体験される時空間の特
性に影響を及ぼす要因に関する実験心
理学的研究である。工学系、理学系の
研究者との共同研究による分野横断
的、融合的研究である。

SS SS

【学術的意義】
　（１）画像中の静止した部分が周囲の運動につられて動いて
見える仕組みについて、動きに関する周辺との共通性の有無に
よって、動いて見える向きが決められることを見出した研究で
ある。SAGE社から発行されている国際誌Perceptionに掲載され
た。
　（２）はハワイで開催された国際会議において、松香敏彦教
授が国際セッションを企画しchairを務めたもので、自身も２
件の共同報告をしている。

【社会、経済、文化的意義】
　（１）ウェブ記事（マイナビニュース, 2017年８月３日）で
紹介された。同一著者の他の共著論文も、千葉日報（2016年５
月30日）、読売新聞（同年８月19日）やウェブ記事（PR
TIMES、同年５月24日）で紹介された。加えて単著も雑誌『プ
レジデント』（2016年10月17日号）に書評が掲載されるなど、
研究としての評価のみならず広く社会に研究を発信するという
点においても貢献が見られた。（３）は（１）に基づいて一般
社会に向けて執筆された単著であり、雑誌『プレジデント』
（2016年10月17日号）に書評が掲載されるなど、研究としての
評価のみならず広く社会に研究を発信するという点においても
貢献が見られた。
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(1) 佐伯昌彦
『犯罪被害者
の司法参加と
量刑』

東京大学出版
会

全370頁 2016

(2) 佐伯昌彦
手続二分と量
刑

上石圭一・大
塚浩・武蔵勝
宏・平山真理
編『宮澤節生
先生古稀 現
代日本の法過
程（下）』
信山社

259-277 2017

(3)

Masahiko
Saeki,
Eiichiro
Watamura

The Impact of
Previous
Sentencing
Trends on Lay
Judges'
Sentencing
Decisions

J. Liu, & S.
Miyazawa
(eds.)
"Crime and
Justice in
Contemporary
Japan"
Springer

275-290 2017
10.1007/978-3-319-69359-
0_15
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１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

　本学部・研究院は、社会科学系諸学の深化と協働を通じて現代社会の諸問題を分析し、その解決に向けた視座を見出すことを通じて社会に貢献することを研究目的としている。この目的を踏まえて、国内外の学術コミュニティにおける成果発信と当該業績の学会に
おける評価（受賞、IF、引用・書評等）、研究成果の社会実装状況とそのポテンシャル、並びに地域社会への貢献を重視して業績を選定した。
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050101

【学術的意義】
　本研究は科学研究費補助金「新学術領域研究」（「法と人間
科学」代表者・仲真紀子・北海道大学文学研究科教授（当
時））内の公募に複数回採択された研究成果をさらに発展させ
たものであり、「法と心理学」の実証研究として大きな学術的
意義を有する。従来typicalであった、心理学者が法的な場面
を素材に研究するタイプの「法と心理学」と異なり、法的な問
題関心、問題状況から出発してこれに即した心理実験を行うと
いう意味で新規性を有し、「法学と心理学の実質的融合」を図
るものである。（１）は日本法社会学会2017年度学会奨励賞
（著書部門）を受賞したほか、刑事法学（本庄武・刑事法
ジャーナル51号）、心理学（板山昂・法と心理17巻１号）サイ
ドからも高く評価されている。（２）は（１）で得られた知見
を裁判員裁判における「手続二分」に即して発展させたもの、
（３）は（１）（２）に最新の知見を付加して国際的に発信し
たものである。

【社会、経済、文化的意義】
　社会的意義としては、裁判員制度のあり方や運用上の諸問題
について、法律家の素朴な理解に基づくだけの議論ではなく、
人間行動科学の知見に基づいた議論をする基盤を提供している
という点を挙げることができる。机上の学術的議論に止まら
ず、近時さまざまな問題が指摘される裁判員制度について実践
的な議論を発展させる上でも出発点に据えられるべき業績群で
ある。

２．選定した研究業績

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

提出できる研究業績数
の上限

法政経学部、社会科学研究院

裁判員制度の実験心理学研究

　本研究は、2009年より裁判員制度が
施行されたことを踏まえ、裁判員の心
理的反応、思考過程を実験心理学の手
法を用いて解明しようとするものであ
る。個別に扱う研究素材は複数ある
が、特に、被害者の司法参加形態につ
いては法律上も議論があったところ、
本研究は、被害者参加が裁判員の量刑
判断に具体的にどのように影響するか
を実証的に検討し、法的議論の基盤と
なる知見の提供を試みている。また、
審理や評議の手続的側面が実体判断で
ある量刑判断にどのように影響するか
についても実験的に検討し、裁判員裁
判を巡る議論に際して参照されるべき
知見を提供している。

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
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(1) 川瀬　貴之
臨床研究にお
ける被験者の
自律尊重原理

千葉大学法学
論集

31 71-130 2016

(2)

クリストフ
リュトゲ,川瀬
貴之,中井　良
太

自動運転車の
ための倫理 :
ドイツの事例
から

千葉大学法学
会

32 28-8 2018

(3) 川瀬　貴之

臨床研究にお
けるリスク・
ベネフィット
評価

千葉大学法学
会

33 163-202 2018

2 05010
基礎法学

関連

リスク社会における自由と協働の可能
性に関する研究

 
 本研究は、リスク社会における個人
像として、リベラリズムが想定する自
律的な個人像ではない非自律的個人像
を想定した社会理論の可能性を探求す
るものである。具体的に、未知の帰結
を孕む臨床研究の規律問題に関し、米
国における議論（ベルモントレポー
ト）および生殖細胞に手を加える生殖
補助技術の実践・利用への規律に対す
る正当化問題の検討を皮切りに、自動
車の自動運転における倫理問題等への
展開を通じて、リバタリアン・パター
ナリズムが取り組む制度的アーキテク
チャーによる規律のあり方とその理論
構築の可能性を検討している。

SS Ｓ

【学術的意義】
　（１）は、臨床研究をめぐる倫理的な問題について、米国に
おける「ベルモントレポート」における被験者の人格尊重を素
材とし、法哲学の分野における幅広い研究蓄積を参照しなが
ら、自己決定と自律が何故に意義を有するのかを理論的に詳細
に検討している。（２）は、本研究者が中心となって開催した
千葉大学リーディング研究育成プログラム「未来型公正社会研
究」の国際シンポジウム（2017年10月）におけるC・リュトゲ
教授による報告を紹介するもので、自動運転に関する国際的に
最先端の倫理学研究の動向を示すものであり、この領域での倫
理的研究が進展していないわが国の議論に貴重な示唆をもたら
すものである。（３）は臨床研究における被験者の福利を最先
端の倫理学・法哲学の研究水準から検討するものである。

【社会、経済、文化的意義】
　（１）および（３）は、現実の医療における臨床研究と治験
を題材に、治験からもたらされる多様な福利をいかに評価し、
臨床研究における被験者の人格尊重と社会的な利益の両立可能
性をいかに図るかを問うもので、医学分野をはじめとする社会
的実践における倫理問題を考察する上で不可欠の視座を提供し
ている。本研究者は2018年から千葉大学大学院理学研究院生命
倫理審査委員会委員を務めるなど、実際の研究倫理審査の場で
本研究の成果が活かされている。（２）は、今後、わが国でも
喫緊の問題となる自動車の自動運転が生じさせる事故等のリス
クをいかに評価し、それを包摂する社会秩序の新たな枠組みを
検討するための貴重な視座を提供するものであり、今後の自動
運転の実現に伴う社会的影響の議論にとって示唆するところが
大きい。

10.20776/S09127208-31-1-
P130

10.20776/S09127208-32-3-
P28

10.20776/S09127208-33-1-
P163
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(1) 横田明美
『義務付け訴
訟の機能』

弘文堂 全361頁 2017

(2) 横田明美

個人情報の性
質に応じた保
護と本人によ
る「関与」

現代消費者法 35号 39-46 2017

(3) 横田明美

AI・ロボット
社会の進展に
伴うリスクに
対する環境法
政策の応用可
能性

環境法研究 7号 71-88 2017

3 05020
公法学関

連

集合的利益・拡散的利益をめぐる法制
度設計　─　消費者・環境・情報法制
の架橋

　本研究は、日本における行政処分の
義務付け訴訟の機能に関する研究を通
じて獲得された司法判断による行政と
の協働の方向性・可能性を発展させ、
集合的利益・拡散的利益を考慮する観
点から新たな法制度を構築するための
理論的基盤を探求するものであり、具
体的な対象として消費者法・環境法・
情報法制を題材に、将来的な法制度設
計のあり方や集団的訴訟制度の意義・
機能について探求するものである。

SS Ｓ

【学術的意義】
　（１）は、2013年から公表した一連の義務付け訴訟に関する
論考をまとめ単著としたものである。日本における行政処分の
義務付け訴訟の意義についてドイツ法との比較法研究を通じて
その意義と課題を明らかにした研究であり、2018年日本公共政
策学会学会賞（奨励賞）を受賞した。義務付け訴訟の理論的研
究に関する日本での最初の本格的研究書であり、この問題を論
ずる際の基本的研究文献として他の多くの論文で参照されてい
る。（２）は、（１）の研究成果を踏まえ、新たな課題として
未知のリスクを孕む社会における集合的利益・拡散的利益の考
慮を適切に組み入れた法制度設計のあり方を探求するため、題
材として個人情報保護法制の制度設計の理論的基盤の探求を試
みた研究である。（３）は（２）)と共通する視座からAI・ロ
ボット社会の進展に伴うリスクを適切に考慮した環境法制のあ
り方を探求するものである。（２）および（３）はいずれも現
在、未解明の法的課題に取り組む野心的な研究であり、今後、
法理論全般にわたる展開可能性を有する。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究者は行政法学者として、千葉県情報公開・個人情報保
護委員会委員、総務省情報通信政策研究所・AIネットワーク社
会推進会議影響評価分科会構成員、厚生労働省・薬事・食品衛
生審議会食品衛生分科会臨時委員などの委員を務め、本研究に
より得られた知見を情報・環境法制の具体的運用に活かしてお
り、本研究の社会的、経済的意義は高く評価されている。
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(1) 後藤弘子

性犯罪規定の
改正が意味す
るもの (特集
性暴力=セクハ
ラ : フェミニ
ズムとMeToo)

現代思想
2018
年7月
号

80-86 2018

(2) 後藤弘子
性刑法改正と
ジェンダー平
等

ジェンダー法
研究

4号 163-169 2017

(3) 後藤弘子
性犯罪規定改
正が意味する
もの

日韓刑事法研
究会（於：漢
陽大学・大韓
民国ソウル
市）

2018

4 05050
刑事法学

関連

性犯罪に関する研究

刑法の性犯罪に関する規定は、2017年
に改正された。性刑法については、改
正の必要性がかなり以前から指摘され
ていたが、今回ようやくジェンダー
ニュートラルな形での構成要件が導入
され、児童性虐待をカバーする監護者
性交等罪の導入が実現した。しかし、
不同意性交罪としてはまだ十分ではな
いことを指摘する。

S SS

【学術的意義】
　本研究は、性犯罪の研究に関するこれまでの業績が認められ
たことで、2014年から2015年に開催された法務省における「性
犯罪の罰則に関する検討会」において、参考人として意見を述
べるほか、積極的に性刑法の改正に対して発言を行ってきた。
その延長線上に位置する論文（１）では、2017年の性刑法改正
で残された問題点だけではなく、刑事司法に存在するジェン
ダーバイアスについても指摘した。この点が評価され、朝日新
聞の2018年７月29日付の「論×論×論」で首都大学東京の木村
草太教授によって取り上げられるなどの影響を与えた。論文
（２）は、日本学術会議シンポジウム「ジェンダー平等政策の
今を問う」（2017年９月、於　学習院大学）で行った同名の講
演の講演録である。（３）は韓国で行われた国際研究会で日本
における性刑法改正とその意味について報告したものであり、
その報告原稿は韓国語にも翻訳され、参加者に配布された。

【社会、経済、文化的意義】
　2017年の性刑法改正は、明治40年の刑法制定以来110年ぶり
の大幅改正であるが、本研究は上記の通り、この法改正の内容
に、立法過程を通じて直接の強い影響を与えた。社会の基本法
である刑法の重要規定改正をリードした本研究の社会的意義は
極めて大きい。さらに本研究の成果の一端は、国内外の一般社
会に向けても強力に発信されている。具体的には国内はもちろ
ん全世界に強い影響力を及ぼすメディア（BBC、Al Jazeera、
NHK World、国内主要放送局、全国紙など）にこの問題の第一
人者として精力的に出演し、専門家として解説・コメント等を
行っている。このことを通じた一般社会における議論喚起と世
論形成へのインパクトは計り知れない。
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(1) 田中宏治
『代償請求権
と履行不能』

信山社 全535頁 2018

(2) 田中宏治 代償請求権

潮見佳男・千
葉惠美子・片
山直也・山野
目章夫編『詳
解 改正民
法』商事法務

140-147 2018

(3) 田中宏治
ドイツ新債務
法の2017年瑕
疵担保法改正

河上正二・大
澤彩編『廣瀬
久和先生古稀
記念　人間の
尊厳と法の役
割ー民法・消
費者法を超え
てー』信山社

113-132 2018

5 05060
民事法学

関連

代償請求権と履行不能に関する包括的
研究

　本研究は、わが国初の（そして現時
点で唯一の）代償請求権制度とその前
提たる履行不能制度に関する包括的研
究である。わが国の民法にはこれまで
代償請求権に関する明文規定がなく、
昭和41年の最高裁判決によって判例上
認められた権利であった。本研究はこ
の最高裁判例を批判し、平成29年民法
改正でこれを覆して履行不能規定と代
償請求権規定を新設に導いた点で、学
術的にはもちろん社会的にとりわけ大
きな意義を有する。

S SS

【学術的意義】
　本研究は、従来わが国でほとんど議論がなく民法上も明文規
定がなかった「履行不能」とそのサブカテゴリーとして判例上
認められてきた「代償請求権」について、①ドイツ法を中心に
沿革を深く追究した点、②その結果得られた知見からわが国に
おける「履行不能」と「代償請求権」のあり方を包括的に論じ
た点で、現在唯一の研究として高い学術的意義を有する。著書
（１）はこのテーマに関する20年以上にわたる研究の集大成と
して、科学研究費補助金（研究成果公開促進費）の助成を受け
て出版された点からも客観的評価の高さは明らかである。論文
（２）は取引法領域で強い影響力を持つ法律専門出版社の依頼
で代償請求権に関する今回の立法を解説したものである。論文
（３）は、本研究を瑕疵担保法に即して更に展開させるための
新たな基礎作業として、ドイツ民法の最新改正とその背景を論
じたものである。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究の出発点となった論文（田中宏治「民法536条２項但
書類推適用論の批判的検討 − 代償請求権に関する一考察」阪
大法学48巻１号169頁（1998））は、明文規定なき代償請求権
を迂遠な構成で認めた当時の指導的最高裁判例を痛烈に批判し
たものである。この批判は本研究の進展を通じて学説に受け容
れられ、2017年民法改正において履行不能規定（改正民法412
条の２）と代償請求権規定（同422条の２）の新設として結実
した。上記98年論文を大きく発展させた本研究は、市民生活の
基本法である民法に重要な新規定を付加した点で極めて大きな
社会的意義を有する。また改正法施行（2020年４月）以降は、
取引実務への影響を通じて経済的にも影響大きな影響を与える
ことが予想される。本研究が立法に直接したことは、上記98年
論文が「債権法改正の基本方針」において、この論点に関し唯
一引用された論文であることにはっきりと示されている。
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(1) 水島治郎

『ポピュリズ
ムとは何か
－民主主義の
敵か、改革の
希望か』

中央公論新社
総ページ数
256ページ

2016

(2) 水島治郎
ポピュリズム
政党と右翼政
党

『外交』 43巻 128-135 2017

(3) 水島治郎

『反転する福
祉国家　－オ
ランダモデル
の光と影』

岩波書店
総ページ数
304ページ

2019

6 06010
政治学関

連

現代政治におけるポピュリズムに関す
る比較政治研究

　米大統領選挙におけるトランプ当
選、イギリスEU離脱をめぐる国民投票
における離脱派勝利をはじめとして、
世界各国で反既成政治・反グローバリ
ゼーション・反移民などを基調とする
ポピュリズムが2010年代に一気に拡大
したが、本研究ではヨーロッパを中心
にその歴史的文脈・理論的分析・各国
における展開比較などを包括的に行
い、その現代デモクラシーにおける位
置づけを行っている。

SS SS

【学術的意義】
　（１）および（２）は、ポピュリズムに揺れる現代世界の現
状を明らかにするとともに、その歴史的背景、ポピュリズム政
党の言説、各国における相違などを分析し、現代デモクラシー
の「内なる敵」としてのポピュリズムの動態を示すものとして
現代政治研究に大きく貢献し、研究書・論文における引用・参
照は極めて多い。特に（１）は、「石橋湛山の自由主義・民主
主義・国際平和主義の思想の継承・発展に、最も貢献したと考
えられる著作」に送られる石橋湛山賞の第38回受賞作となった
が、選評には「著者は、ヨーロッパ、ラテンアメリカでのポ
ピュリズムの誕生と発展を精緻に分析」し、「日本でも既存政
治への不信が募る中、ポピュリズム的現象と直面しつつあり、
本書のもつ価値は極めて高いものがある」とある。中国語訳も
刊行された。また（３）は、オランダを題材に「寛容な福祉国
家」におけるポピュリズム的排外主義の逆説を分析した研究書
であり、現代の名著が収録される「岩波現代文庫」として刊行
された。

【社会、経済、文化的意義】
　現代のポピュリズム現象を解明する（１）は、政治社会に関
心を持つ一般読者に幅広く読まれており、すでに10刷５万部を
数え、研究書としては異例の刊行数となっている。（１）はま
た新聞はじめ各種メディアでも強い注目を受け、書評・論評の
掲載は朝日新聞・毎日新聞・読売新聞・日本経済新聞・産経新
聞・東京新聞・北海道新聞・週刊東洋経済・週刊読書人・週刊
文春・中央公論・生活経済政策など極めて多数に及び、その社
会的影響は極めて大きい。2018年「新書大賞」では第4位に選
定された。（１）から（３）の内容にかかる取材・インタ
ビューも多数に及び、ヨーロッパやアメリカ、ラテンアメリ
カ、日本におけるポピュリズム現象をめぐって、テレビ・ラジ
オ・新聞・雑誌等における出演・掲載は2017年以降約40件に及
んでいる。学術的知見を社会に積極的に発信し、現代政治にか
かる理解と議論を促すという点で、大きな社会・文化的意義を
持つ研究成果と言える。
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(1)
Sakai, Keiko
and Suechika
Kota

“Sectarian
fault lines
in the Middle
East: sources
of conflicts
or of
communal
bonds?” in
Larbi Sadiki
ed.,
Routledge
Handbook on
the Middle
East Politics

Routledge 2020

(2) 酒井啓子
『9.11後の現
代史』

講談社 全224頁 2018

(3) 酒井啓子

「戦後のイラ
クで何が対立
しているか :
関係性の結果
としての宗派
(地域研究と国
際政治の間)」

『国際政治』 189号 17-32 2017

7 06020
国際関係
論関連

グローバル秩序の溶解と新しい危機を
超えて：関係性中心の融合型人文社会
科学の確立（グローバル関係学）

　本研究は、科学研究費補助金「新学
術領域研究」に採択されており、世界
各地での紛争や対立が、情報や思想、
モノやカネ、人の移動のグローバル化
などの影響を受け、複雑に絡み合うこ
とによって、国際的な危機をもたらし
ていることに着目し、政治学や経済
学、地域研究や文化人類学など、分野
横断的な包括的視座を持ってグローバ
ルな危機に対処する新規の応用研究分
野を構築することを目指している。

SS SS

【学術的意義】
　本研究は、20世紀までの主権国家とそれを軸とした国際社会
という近代社会科学的「常識」が崩壊し、社会の安定と発展を
確保してきた諸制度が機能不全に陥っているという危機的な事
実に立脚し、こうした「新しい危機」ともいえる事象につい
て、さまざまなレベル・規模における主体間の相互関係や主体
内部の関係性を把握しつつ、分野横断的な包括的視座から分析
を行う点で学術的意義は極めて高い。（1）と（3）は紛争対立
軸としての宗派間関係に新たな視点をもたらした研究として評
価され、特に（1）は査読を経て英文学術出版トップレベルの
Routledgeから刊行されるハンドブックに収録される。（2）は
中東問題に関する啓蒙書であるが、情報や思想、モノやカネ、
人の移動のグローバル化など、世界各地での「新しい危機」に
共通する背景を解き明かした点で多方面から引用・言及され、
学術雑誌および新聞で書評が掲載されている。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究は狭い範囲の共同体からグローバルなネットワークま
で、さまざまなレベルの関係性に着目した分析を幅広く行って
おり、国内外に積極的な発信を行っている点では学術面のみな
らず社会的・文化的意義も大きい。2017年にはシンガポール国
立大学と「移民難民」問題を、2018年にはセルビア社会科学研
究所と「紛争」問題をテーマに、いずれも現地で国際会議を開
催し、開催国の社会的学術的関心を得た。シンガポール国立大
学での会議の模様は、同大学のHPを通じて動画配信され、広く
視聴されている。（2）は朝日新聞・東京新聞・『平和研究』
（学術雑誌）に書評が掲載されていることに加え、インター
ネット上のブログでも多数のレビューが行われている。
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(1) 五十嵐誠一

東アジアの新
しい地域主義
と市民社会－
ヘゲモニーと
規範の批判的
地域主義アプ
ローチ

勁草書房 全424頁 2018

(2)

Taga, H. and
Seiichi
Igarashi
(eds.)

The New
International
Relations of
Sub-
Regionalism:
Asia and
Europe

Routledge 全240頁 2018

(3)
Seiichi
Igarashi

From 'Mekong
Commons' to
'Mekong
Community'

Internationa
l Symposium:
From 'Mekong
Commons' to
'Mekong
Community'
at Chiba
Univeristy

2018

(1)
Genya
Kobayashi,Kaz
uhiko Kakamu

Approximate
Bayesian
computation
for Lorenz
curves from
grouped data

Computationa
l Statistics

34 253-279 2018

(2)

Shonosuke
Sugasawa,Geny
a
Kobayashi,Yuk
i Kawakubo

Latent
mixture
modeling for
clustered
data

Statistics
and
Computing

29 537-548 2018

(3)
Genya
Kobayashi

Bayesian
Endogenous
Tobit
Quantile
Regression

Bayesian
Analysis

12 161-191 2017

10.1007/s00180-018-0831-x

10.1007/s11222-018-9821-7

10.1214/16-BA996

9 07030
経済統計

関連

ベイズ関数回帰モデルと経済データへ
の応用

　ベイズ分位点回帰モデルおよびロレ
ンツ曲線に関するモデルに形状の制約
を導入し、一般化された分布を検討す
る。内生変数を含むモデルを取り上
げ、操作変数の関数に形状制約を導入
することで、因果効果の推定をより安
定的に行うことを目指している。ま
た、モデルの拡張により、不平等など
に関する推定をより精確に行うことが
できるモデルを開発する。開発したモ
デルに対しては数字実験や実データの
適用を行い、その有効性を検証する。

SS

　ベイズ関数回帰モデルを現実の経済データに適用する場合、
より安定的な推定を可能にするための修正が必要になる。本研
究は、ベイズ関数回帰モデルに対して様々な条件を導入するこ
とで、むしろ現実の経済データに適用し得るモデルの開発を行
うことができている。研究成果として開発されたモデルによ
り、関心のある数量をより安定的に推定することが可能になっ
た。また、従来の手法では解析的には得られないデータの背後
にある所得分布などを推定するうえでのモデルの推定精度や事
前分布の敏感度を改善することに成功している。モデルの有効
性が数字実験で実データで検証されていることで、その成果は
国際的にも高く評価されており、国際査読誌に多数の論文が掲
載されている。特に（３）はIF2.4のジャーナルの査読を通っ
た論文であり、評価が高い。国際的な学会での招待講演も行っ
ており、今後に向けてさらなる研究成果が得られることが期待
されている。

8 06020
国際関係
論関連

東アジアにおける新たな国際関係論

従来の政府と市場(経済)に注目した研
究とは異なり、国家のみならず非国家
行為体としての市民社会や地方政府の
役割をも重視し、理論的には脱国家中
心的な批判的国際関係論を積極的に用
いながら、東アジアの新たな地域ｓ主
義論の確立を目指す。東北アジアや東
南アジアに加えメコンや成長の三角地
帯などによる地域政策空間の重層化に
留意しながら、文理の垣根を越えた学
際的研究の発展をも目指す。

SS Ｓ

【学術的意義】
（１）は、従来の地域主義研究で軽視されてきたトランスナ
ショナル市民社会の役割を改めて開拓し、批判的国際関係論を
応用した批判的地域主義アプローチを新たに構築しながら、東
アジアの地域主義を理論的・実証的に分析した学術書である。
ASEAN、人権、移民労働、環境、紛争予防など多様なイシュー
に注目し、トランスナショナル市民社会の活動を理論的・実証
的に論じ、「下」からの市民社会から見たあるべき東アジア共
同体像を明らかにした。（２）はサブ・リージョンという新た
な国際社会単位の多様な位相に注目し、アジアから新たな国際
関係論の開拓を試みた国際共同研究の成果である。徹底した現
場主義に基づき、①サブ・リージョンと国家戦略、②サブ・
リージョン内のボトムアップ力学、③サブ・リージョンと国境
の変化、④欧州中心アプローチの相対化、を既存の国際関係論
および地域主義論に対する批判的視座として提示し、アジアと
欧州のサブ・リージョンを理論的・実証的に検証した。同書に
よって、民衆により近いサブ・リージョンが、「政策容器」と
して重要であることが示された。　（３）は、メコンという東
アジアのサブ・リージョンに注目した国際シンポジウムであ
り、超学際的な「コモンズ」をキーワードとした文理融合型ア
プローチを実践する企画となった。

【社会、経済、文化的意義】
（１）は既存の東アジア共同体論に対して一石を投じる成果と
して評価され、『図書新聞』に書評が掲載された。（２）は
トップレベルの英文学術出版社の企画レビューと査読を経て刊
行されている。（３）では複数分野の研究者に加えて産官民の
関係者も登壇し、多様な立場で持続可能なメコン共同体の条件
を議論し、成果を広く社会に発信した。同シンポジウムによっ
て、社会科学から特定の地域に注目した文理融合研究が実現可
能であることを証明できた社会的・文化的意義は大きい。

10.4324/9781315106953

https://doi.org/10.1007/s00180-018-0831-x
http://doi.org/10.1007/s11222-018-9821-7
http://soi.org/10.121/16-BA996
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(1)
Keishun
Suzuki

PATENT
PROTECTION,
OPTIMAL
LICENSING,
AND
INNOVATION
WITH
ENDOGENOUS
ENTRY

Macroeconomi
cs Dynamics

1-27 2019

(2)
Atsushi
Sekine

Oil price
pass-through
to consumer
prices and
the
inflationary
environment:
a STAR
approach

Applied
Economics
Letters

27(6) 484-488 2019

(3)
Suzuki
Keishun

Competition,
Patent
Protection,
and
Innovation in
an Endogenous
Market
Structure

18th meeting
of the
Association
for Public
Economic
Theory,Unive
rsité
Pantheon-
Assas Paris
II

2017

10 07040
経済政策

関連

政策立案のための経済動学の実証的な
研究

　本研究は「小地域推定」において鈴
木・関根の両名が行う共同研究であ
る。知的財産権政策が一国の経済成長
に与える影響や石油価格の変動がイン
フレに与える影響等を実証的に調査す
ることで、経済動学を解析し、社会厚
生を改善するための具体的な方法を検
討する。実証的な調査に基づいて経済
動学に関する新たなモデルを構築する
ことで、現実の経済のダイナミクスに
応用することができ、有効な経済政策
の立案に資する研究成果を得る。

Ｓ Ｓ

【学術的な意義】
　知的財産権政策に関しては、ライセンス料の上限を設けるこ
とが、特許権取得企業の利益を阻害することがあったとして
も、他の企業による技術へのアクセスを促し、イノベーション
を促進する効果を有することを実証するなど、モデル構築とい
う観点でも有意義な研究成果を挙げている。その成果は海外で
も評価され、査読付き雑誌への掲載が決定している。また、石
油価格の変動がインフレに与える影響が非線形であることが実
証され、先行研究で指摘されてきた企業の価格設定行動と整合
的な結論が得られた。この研究成果をまとめた論文も海外の査
読付きジャーナルに掲載されている。この成果も生産要素と企
業行動に関するモデル構築にあたって大きな役割を果たすもの
になっている。

【社会、経済、文化的意義】
　得られた研究成果は、具体的な経済政策におけるロジックを
実際のデータに基づいて明確に描き出しており、政策の立案・
遂行を適切に行ううえでの果たし得る役割が大きい。さらに構
築されたモデルは、国際貿易や産業のダイナミクスへの応用が
可能であり、将来において政策立案に資するさらなる研究成果
が得られる可能性が大きい。

10.1017/S1365100519000099

10.1080/13504851.2019.16
36931
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(1) 佐藤栄作

品揃え変更が
カテゴリー購
買生起に及ぼ
す影響の顧客
間異質性

流通情報 538 58-73 2019

(2) 佐藤栄作

品揃え操作の
影響の時間的
変化に関する
研究

流通情報 532 54-66 2018

(3)

佐藤栄作、里
村卓也、野際
大介、中村
博、守口剛

実務における
品揃え操作影
響評価のため
の購買行動モ
デルの拡張と
実証分析

流通情報 523 52-73 2016

11 07090 商学関連

購買行動研究の体系化に関する基礎研
究

　店舗内空間行動モデルに消費者の異
質性の行動を組み込むことで、買物出
向や売場探索に関する購買行動研究の
拡充を図る。さらに買物出向とカテゴ
リー購買生起の相互依存的関係を捉え
て消費者間異質性を考慮することや、
異なるカテゴリーにおける品揃え変更
の交差効果を評価することを可能にし
た購買モデルを構築し、それらのモデ
ルに関する実証研究を行うことで、消
費者の購買行動プロセスを解明する。

Ｓ Ｓ

【学術的な意義】
　相対的に研究蓄積が薄手であった買物出向や売場探索に関す
る購買行動研究が拡充されることで、消費者間異質性を考慮し
たカテゴリー購買生起モデルや来店間隔と購買経験カテゴリー
の品揃えの関係を捉えるカテゴリー同時購買モデルが新たに構
築され、実データに基づく検証が行われている。これらのモデ
ル構築に関する研究成果は、査読付きジャーナルに掲載されて
おり、日本マーケティング・サイエンス学会での研究発表等を
通じて消費者行動に関する他の研究にも影響を与えるものに
なっている。また、それらのモデルは今後も精緻化・発展させ
ることが可能であり、消費者行動に関する理論構築にあたって
さらに大きな役割を果たすことが期待できる。

【社会、経済、文化的意義】
　品揃え変化の影響を考慮した来店間隔・客単価・カテゴリー
購買生起もモデルや、カテゴリー間の品揃え変更の交差効果を
考慮した同時購買モデルが実データで検証されていることで、
現実の企業における販売戦略の合理性・有効性を高めることが
可能になっており、企業行動の効率化を進めるうえで有益な指
針を提示することができている。
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(1) 大塚成男
地方財政と地
方公会計の接
合

産業経理
78
（3）

29-38 2018

(2) 大塚成男

静岡県におけ
る地方公会計
情報活用の取
り組み

千葉大学経済
研究

33 93-121 2018

(3) 大塚成男
地方公会計情
報の活用に向
けて

地方財務 175 15-20 2017

(1)

A.
Kurniati,C.-
M. Chen,F.
Efendi,R.
Ogawa

A deskilling
and
challenging
journey: the
lived
experience of
Indonesian
nurse
returnees

Internationa
l Nursing
Review

64 494-501 2017

(2)

Ogawa, R.,
CHAN, R.K.H.,
Oishi, A.,
Wang, L.-R.
(eds.)

Gender, Care
and Migration
in East Asia

Palgrave
Macmillan

全222頁 2018

(3) Reiko Ogawa

"Making of
Migrant Care
Workers in
East Asia,"
in　Liu, J.
and
Yamashita, J.
eds.,
Routledge
Handbook of
Gender in
East Asia

Routledge 2020

10.1111/inr.12352

10.1007/978-981-10-7025-9

13 08010
社会学関

連

移住ケア労働者の国際移動

　グローバル化するケアに関する研究
はこれまで欧米を中心に行われてお
り、東アジアでの研究蓄積は浅い。本
研究ではアジア域内で急増する移住ケ
ア労働者について、その国際移動の背
景にある政策や制度を比較するととも
にマクロ・メゾ・ミクロレベルの視点
から分析を行った。特に、移住ケア労
働者の市民権、スキル、福祉国家にお
ける移民の再配置に着目し、移民研究
と福祉国家研究を架橋する独創的なア
プローチで分析した。

SS Ｓ

【学術的意義】
　（１）～（３）の研究はいずれも、グローバル化するケアの
研究における東アジアからの新たな学術的貢献として大きな注
目を集めている。（１）はインドネシア人研究者との共同研究
で、住友財団から助成を受け、この分野ではトップのジャーナ
ルに掲載された（掲載年のインパクトファクターは1.496）。
（２）は科研費を用いた香港、台湾、シンガポール、韓国、日
本の研究者による共同研究の成果であり、海外学術出版社によ
る厳しい企画のレビューとサンプル論文の査読を経て刊行され
た。本書は移民研究と福祉国家研究を架橋する新しい理論枠組
みを提示したものとして国内外の専門家から高い評価を受けて
いる。（３）は、（２）を読んだ海外エディターからの依頼に
よるもので、英文学術出版トップであるRoutledgeのハンド
ブックに所収される。同社ハンドブックシリーズは各学術分野
の著名研究者をエディターとしており、本研究の学術的価値が
高いことを示している。

【社会、経済、文化的意義】
　少子高齢化と女性の社会進出が急速に進行する東アジアにお
いて、グローバル化するケアの研究の蓄積は喫緊の課題であ
る。さらに、本研究は外国人労働者の受け入れに舵を切った日
本社会にとっても重要な示唆を与えている。（１）と（２）を
出版後、国立フィリピン大学、ハワイ大学、マインツ大学、社
会学系コンソーシアム、東京都社会福祉協議会、東南アジア日
本研究学会などから基調講演等の依頼を受けたほか、2018年12
月には国際文化会館にて一般にオープンな国際シンポジウムを
開催し総勢70名を超える参加者を得た。同シンポジウムをもと
に東洋経済新報社から一般向け書籍を刊行するオファーを受
け、2019年中に刊行される予定である。

12 07100
会計学関

連

地方公共団体における財務書類の実践
的な活用方法

　地方公共団体が企業会計の手法を援
用して作成している財務書類の情報の
内容を解析し、現実の地方行政・地方
財政の仕組みの中でそれらの情報を活
用するための具体的な手法を明らかに
する。単なる机上の理論研究ではな
く、地方公共団体の現場への訪問調査
を重ねることで、地方公共団体におけ
る資産情報やコスト情報を評価し、そ
の結果を政策の立案・遂行や予算編成
に反映させるための指針を提示する。

Ｓ SS

【学術的な意義】
　予算を通じた事前統制が中心である地方公共団体の行財政運
営に決算情報の評価を組み入れる具体的な方法が提示される中
で、行財政運営のプロセスが解析され、地方公共団体における
効率性を高めることを目的とした研究のための基盤が構築され
ている。また、企業会計研究と地方公会計研究との結びつきを
明確にすることで、企業会計研究における過去からの蓄積を地
方公会計研究に導入するためのスタンスが具体化されており、
地方公会計に関する研究の拡大・積み上げをペースアップさせ
ている。

【社会、経済、文化的意義】
　少子高齢化・人口減少という社会変化の中で地方公共団体に
は行財政運営の効率性を高めることが求められている。そのた
めには決算情報を用いた政策の事後評価を基礎とした政策の立
案・遂行やそのための予算編成を行うことが必要であり、この
研究の成果として財務書類の具体的な活用方法が示されている
ことの地方公共団体における意義は大きい。また、現状におい
てほぼすべての地方公共団体で資産情報やコスト情報が作成さ
れているものの、民間企業の経営と地方公共団体の運営との質
的な差を踏まえた決算情報の解釈を行うことができてない。こ
の研究の成果は、地方公共団体の活動に対する評価基準が民間
企業とは異なることを前提とした解釈指針であり、その指針を
利用することで将来世代の負担軽減を図ることが地域住民の厚
生を高める。研究成果は実際の地方公共団体の実務においても
普及しつつあり、一部の地方公共団体では研究成果を踏まえた
監査委員意見書の作成・公表も行われている。

10.20776/S09127216-33-1-
P93

https://doi.org/10.1111/inr.12352
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(1) 後藤　雅宣
重色とブレン
ディング

日本基礎造形
学会論文集
基礎造形

26 86-87 2018

(2) 後藤　雅宣

重色とブレン
ディング・
モードを活か
した「2.5
dimensions」
の表現

アジア基礎造
形連合学会
2017光州大会
論文集

171-174 2017

(3) 後藤　雅宣

美術教育にお
ける重色の概
念 : フォトグ
ラムを先例と
して

千葉大学教育
学部研究紀要

65 457-466 2017
10.20776/S13482084-65-
P457

SS

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

　本学部・研究科は我が国における教育研究、教員養成研究の拠点として教育の実践に寄与する最先端の研究を展開し、その成果により国内外の教育の改善や支援に貢献するという目的を有している。機能強化類の「卓越した教育研究型」の総合大学にありながら幼
稚園・小学校・中学校・特別支援・養護教諭の全校種に対応した学校教員養成課程を持ち、かつ千葉大学が目指すグローバル人材の育成という観点からツインクルプログラム等の各種の国際パートナーシップ・プログラムを展開している点に特色がある。従って、最
先端の研究を基盤とした質の高い教員養成に貢献可能な研究という点が最も重要としながら、（１）教科教育に関連する諸分野の学問、（２）心理学・子ども学・教育社会学・特別支援教育・教育学など教職教育の立場から教員養成の質的向上に貢献できる研究、な
らびに（３）グローバル社会に対応可能な教員の養成、という判断基準で研究業績を選定している。
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010701

【学術的意義】
　科学研究費補助金研究課題「造形教育での重色による着彩
に関しての新たな教育方法の開発」(基盤研究C、2016年まで
)および同課題「重色とブレンディング・モードによる美術教
育法に関する比較研究および実証」(基盤研究C、2017年から)
が採択され、PCを活用して重色を分析的に管理しながら、繊
細な色彩の表情を表現に活かすことが可能となった。これら
の研究成果の一部は2017年5月の韓国基礎造形学会（韓国ソウ
ル市ハンガラン美術館）で発表（招待講演）した。制作研究
「The Resonant Colors  JUSYOKU-J」などは2017年のAsia
Network Beyond Design日本展（東京工芸大学）においてグラ
ンプリ、2018年にはANBD中国山西展（中国運城市）において
ANBD賞、2019年にはANBD2019コロンボ特別展示会（スリラン
カコロンボ市）で特別賞を受賞した。そもそも本研究は、写
真技法の一つであるフォトグラムからヒントを得たものであ
り、論文（３）ではその視座から重色の概念を考察した。

【社会、経済、文化的意義】
　美術教育での絵具などの着彩材料を使う表現で色を重ねて
新たな色を作る際、感覚のみに依存せざるをえなかった。ま
た、描き直すことには限界があるので、結果的に修練的な教
育にのみ陥りやすかった。本研究により、PCを活用すること
で重色の色相・明度・彩度および透明度等を分析的に管理
し、最も効果的な色彩による表情を創出でき、なおかつそれ
を伝達することや描き直すことも容易になった。この手法で
の表現による視覚効果の探求に学会等から高い評価がなされ
たことから、本研究で得られた手法が今後、社会的・文化的
に波及されるものと期待できる。

２．選定した研究業績

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

提出できる研究業績数
の上限

教育学部、教育学研究科

新たな美術教育法のための「重色」の研究
　
　絵具を使った表現において、求める色を
生成する方法には、色を混ぜる混色と、色
を重ねる重色がある。前者については比較
的指導が容易であるのに対して、後者は適
切な指導法がなく、感覚に依存した修練的
な指導に陥る傾向がある。重色をデジタル
上で管理し、表現効果を検証して、客観性
のある新たな指導方法を導き出そうとする
ものである。

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、
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芸術実践
論関連
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(1)

Chikako
Nishigaki,
Kiyomi Chujo,
Shiro
Akasegawa

A
Japanese/Engl
ish DDL Tool
for Primary
School CEFR
Pre-A1 EFL
Learners

The
Proceedings
of Fourth
Asia Pacific
Corpus
Linguistics
Conference

345-359 2018

(2)
西垣　知佳子,
中條清美, 赤
瀬川史朗

「主体的・対
話的で深い学
び」に資する
小学校英語の
ためのデータ
駆動型学習支
援サイトの開
発

電子情報通信
学会信学技報

117(5
19)
TL201
7-71

69-74 2018

(3)

西垣知佳子，
中條清美，神
谷昇，小山義
徳，安部朋
世，物井尚
子，横田梓

小・中・高の
連携とデータ
駆動型の英語
語彙・文法学
習支援ウェブ
サイトの構築

千葉大学教育
学部研究紀要

65 365-373 2017

(1) 物井　尚子

中学年児童の
WTCモデルの構
築に向けて―
中学年用質問
紙の開発―

日本児童英語
教育学会
（JASTEC）研
究紀要

37 53-69 2018

(2)

物井　尚子,折
原　俊一,西垣
知佳子,石井
雄隆

パフォーマン
ス・テストと
連動した自己
評価の可能性

千葉大学教育
学部研究紀要

66 97-104 2017

(3)
物井尚子, 羽
根井寛人

高学年児童が
感じる外国語
不安と英語運
用能力との関
係

日本児童英語
教育学会
（JASTEC）研
究紀要

36 53-68 2017

10.20776/S13482084-66-1-
P97

2 02100
外国語教
育関連

学習者の気づきを引き出すデータ駆動型学
習（data-driven learning：DDL）の入
門・初級者の学習への適用

　DDLは、学習者が言語データに直接触れ
て、言語の規則に気づいて学ぶ第２言語習
得の手法である。一般的には上級者用の指
導とされるが、本研究では独自の方法で開
発し効果を上げている。またDDLの普及を
目指し、小学生から高校生までが自由に利
用できるレベル別DDLサイトを公開してい
る。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　英語教育研究において、実証研究と開発研究を併せて遂行
している。まず実証研究においては、上級者向け指導手法と
して世界的に効果が認められているDDLに対して、入門者レベ
ルと初級者レベルのそれぞれに独自のDDLスタイルを築き、効
果を検証した。この年齢とレベルを対象としたDDL実証研究は
世界でもほとんど例がない。次に開発研究においては、DDLの
成果を普及させることを目的に、学習者や指導者が無料で自
由に利用できるDDL学習サイトを開発している。

【社会、経済、文化的意義】
　学習指導要領実施の時期に合わせて、小学生用DDLサイトを
初めに開発し1次公開したが、こうしたDDLサイトも世界に例
がない。ツールと教材の提供を行うことを通して、英語指導
者が不足している日本の小学校現場のニーズに応えている。
中・高校生用DDLサイトの開発も進めており、DDLを通して手
法と教材の具体を示し、一貫型の英語教育を進める本研究は
独創的で意義深い。

10.20776/S13482084-65-
P365

3 02100
外国語教
育関連

グローバルな視野からの幼児教育の研究

　３，４年生から中学校段階における第二
言語 WTC（Willingness to Communicate
(WTC) モデルの構築
　①モデル内の外国語不安と英語運用能力
との正の相関関係を明らかにした。次に②
モデル内のL2コミュニケーション能力の認
知と授業内に実施されたパフォーマンス・
テストとの関係性を確認した。また、③小
学３，４年生のモデルを構築し、その適合
度を確認した。

Ｓ

　学校での英語教育を通して、入門期の学習者がいかに自身
の心的側面を充実させ、そのことが学習者の英語運用能力の
向上に繋がるのかを調査する研究である。本研究の実施によ
り、小学生、中学生、そして先行研究が広く実施されている
高校生、大学生という長期的視野でL2 WTCモデルの変容を俯
瞰することができる。
本研究は、2016～2018年の間、科学研究費助成事業基盤研究
（C）として文部科学省から支援を受けている（課題番号
16K02954）。また、研究成果は、日本児童英語教育学会
（JASTEC）研究紀要等にまとめ、成果物として広く公開して
いる。加えて、関連の内容を小学校英語教育学会（JES）全国
大会等で発表している。また、千葉県内外の市区町村で開催
されている英語部会において、その成果を踏まえた研修・
ワークショップを行い、研究成果と教育実践の直結に努め、
好評を得ている。
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(1)

Satomi Izumi-
Taylor,Yoko
Ito,Chia-Hui
Lin,Kiyomi
Akita

A comparative
study of
American,
Japanese, and
Taiwanese
early
childhood
teachers’
perceptions
of clean-up
time

Research in
Comparative
and
Internationa
l Education

12 231-242 2017

(2)

Yoko
Ito,Satomi
Izumi-
Taylor,Nianli
Zhou

Chinese and
Japanese
perspectives
of fathering

Early Child
Development
and Care

188 1764-1772 2017

(3)

Satomi Izumi-
Taylor, Yeon
Ro, Jihee
Han, Yoko Ito

Japanese and
Korean
Kindergartner
s’
Perspectives
of Play Using
Photos

Internationa
l Journal of
Educational
Psychology

6 45 2017

(1) 貞広　斎子

教育主体の多
様化に対する
公財政支出の
公共性確保

教育学研究 85 162-174 2018

(2) 貞広　斎子

学校規模・統
合経験と教育
活動との関係
分析 : 教員の
ローカル・ノ
レッジに着目
して

千葉大学教育
学部研究紀要

66 261-267 2017

(3) 貞広　斎子

教育にかかる
資源調達・配
分をめぐる政
策論議の方向
性

日本教育行政
学会年報

43 182-185 2017

10.11555/kyoiku.85.2_162

10.20776/S13482084-66-1-
P261

10.24491/jeas.43.0_182

5 09010
教育学関

連

　
教育制度・政策における資源の適正配分

　教育政策・制度に関わるリソース（ヒ
ト・モノ・予算・時間）を、どのような原
則や制度で配分することが社会的公正に資
するのかについて、実証的に検討し、制度
的・理論的知見を得ようとする研究であ
る。これらの知見は、学術的な重要性を持
つだけでなく、人口減少社会の中で、限ら
れたリソースを最大限活用し、公的教育を
充実・持続させ、全ての人の社会的包摂を
実現しうる制度を実現する社会的・政策的
含意をも持つ。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　人口減少社会という社会的リソースの逓減を前提とし、そ
れらの配分原則・制度を研究対象とし実証的知見から理論と
制度を検討しようとしている点に、学術的な重要性が認めら
れる。

【社会、経済、文化的意義】
　配分原則の検討は、学術的には社会的公正に関わる議論の
進展に貢献するだけでなく、それが公正なリソースの配分と
効率性を両立する制度設計の基礎となったり、具体的な制度
の提言に繋がったりする点で、持続可能な公教育制度設計に
資する社会的・経済的・文化的意義をも持つ。
・研究手法：定量的データ分析を主軸としながら、定性的
データ分析も活用するマルチメソッドを取っており、社会的
重要課題に対して、多面的且つ精緻な分析を行っている。
・研究の質の担保：選定された研究成果は、教育学研究（教
育学のフラッグシップジャーナル）の査読論文、千葉大学教
育学部紀要論文（自治体との共同研究）、教育行政学会紀要
論文（学会課題研究統括論文）であり、データの質、分析の
適切性、知見の広範な共有などの点から、学術的・社会的重
要度が高いと判断できる。

4 08030
家政学お
よび生活
科学関連

グローバルな視野からの幼児教育
　
　Cross Cultural な幼児教育としての保
育者や幼児の父親を対象とした研究を進め
ている。

Ｓ

　（１）は、日本の生活文化である「片付け」の時間に対す
るアメリカ・日本・台湾の幼稚園教諭に対し、片付けの時間
のビデオ（10-15分）を見せて、インタビューを行い、教師の
メソッド、発達段階、遊びの延長、知識とスキルに関して質
的分析し、共通点と差異点を明らかにした。日本の幼稚園教
師は、片付けの時間をベルなどを使って知らせてないこと、
子どもたちの遊びを大切にしていること、友だちとの関係を
大事にしていることが示された。
　（２）の論文は、中国と日本のファザリングの比較研究で
あり、中国117名、日本108名の5歳児をもつ父親を対象に自由
記述を含むアンケートを実施した結果、中国では80％の母親
が働いており、祖父母だけではなく父親も子育てに関わって
いること、一方、日本の父親は長時間労働であり、ウィーク
デイは子育てに関わることが難しいという子育て環境が違う
ことが明らかになった。中国の父親は教育的役割、日本の父
親は経済的役割を重視していることが示された。
　（３）は、幼稚園の子どもがとった写真についての日本・
韓国の幼稚園教諭の認識に関する比較研究であり、教師の知
識とスキル、遊び観などに関して質的分析し、共通点と差異
点を明らかにした。どれも継続的な研究である。

10.1177/1745499917712610

10.1080/03004430.2017.128
6335

10.17583/ijep.2017.2049
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(1) 笠井　孝久
教育相談コー
ディネーター
の機能と役割

千葉大学教育
学部研究紀要

67 67-73 2019

(2) 笠井　孝久

生徒指導にお
いて教師が抱
える心理的負
荷

千葉大学教育
学部研究紀要

66 85-90 2018

(3) 笠井　孝久
不登校生徒の
進路選択

千葉大学教育
学部研究紀要

65 113-118 2017

(1)
松尾　七重、
中和渚

CHILDREN'S
UNDERSTNDING
OF LENGTH AND
AREA
MEASUREMENT
IN JAPAN

Proceedings
of the
Eleventh
Congress of
European
Research in
Mathematics
Education
(CERME 11)

2311-2318 2019

(2)
中和　渚、松
尾　七重、高
阪　将人

就学前算数教
育における保
育者の専門的
職能成長を捉
える理論的枠
組みの提案と
その活用可能
性

数学教育学研
究

25,1 33-47 2019

(3) 松尾　七重

FRAMEWORK FOR
AN EARLY
MATHEMATICAL
PRESCHOOL
CURRICULUM IN
JAPAN

Proceedings
of the 40th
Internationa
l Conference
for the
Psychology
of
Mathematics
Education
（PME40）

3 299-306 2016

7 09040

教科教育
学および
初等中等
教育学関

連

算数の就学前教育

　我が国ではあまり注目されてこなかった
就学前教育段階における研究の必要性を鑑
み、就学前の数量、図形に関する算数カリ
キュラム及びその教材開発、それらに基づ
く活動の効果検証、さらに、保育者の専門
的職能成長や研修に関する研究を行ってい
る。特に、幼児の活動については、遊びの
中に学びを位置づけることを目指して意図
された教育内容を考案し、教育的効果を検
証するという革新的な試みを実現してい
る。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　これまでに数少ない、幼児算数教育の論文を発表してき
た。論文（３）のInternational Conference for the
Psychology of Mathematics Education（PME）は数学教育の
国際会議で最も権威のある会議の一つである。研究報告の査
読は厳しく、採択率も５割程度である。この会議で採択され
て発表し、日本の幼児算数教育のためのカリキュラム開発へ
貢献する論文として高く評価された。また、論文（２） の
「数学教育学研究」は全国数学教育学会（我が国で２番目に
大きい学会）の雑誌であり、最近は査読が厳しく採択率は２
割以下である。この雑誌に論文が採択され、掲載された。さ
らに、論文（１）の Congress of European Research in
Mathematics Education （CERME）はヨーロッパを中心とした
国際会議である。細かい分科会に分かれて、各テーマの専門
家が一同に集うことから、専門的な視点からの議論ができ
る。その中で、幼児期の測定に関する活動の効果について発
表し、教材開発の視点からの研究として評価された。

【社会、経済、文化的意義】
就学前教育としての算数教育の開拓に加えて、保育者の職能
成長を捉えながら、保育者の主体的な研修を促すことにつな
がるプログラム開発への貢献を果たした。

6 09020
教育社会
学関連

臨床心理学・教育相談

　現代の学校教育現場では、従来からの教
育課題に加え、社会の変化に伴うあらたな
課題が出現し、それらの対応が急務とされ
ている。学齢期の子供達が直面する課題も
多様化、複雑化、重篤化している。それら
の課題に対応するための児童生徒理解の視
点と方法、教育相談体制を含む学校として
の望ましい対応のあり方について探求す
る。

Ｓ

　（１）は、学校教育相談機能の中核として活動が期待され
ている“教育相談コーディネーター”の機能と役割につい
て、教育相談に造詣の深い現職教員らの意見および筆者の研
究、臨床経験から整理し、まとめたものである。作成された
リスト（試案）は、多様な機能、役割を網羅しており、教育
相談コーディネーターの導入、運用、養成・研修に役立つ視
点を提供している。
　（２）は、生徒指導を行う際に教師が抱える心理的な負荷
の態様を明らかにしたものである。指導・支援の場面で生じ
る陰性感情や負担感ばかりでなく、同僚教員との関係で生じ
る負荷も明らかになり、多側面から支援の重要性を指摘し
た。
　（３）は、小中学生時代に不登校を経験した児童生徒の進
路選択過程を追跡し、生徒の進路選択に影響した要因や困難
を明らかにした。進路に関する情報の得にくさ、進路選択活
動の難しさなどが抽出され、不登校生徒の進路選択の困難さ
と支援の重要性を明らかにした。

10.20776/S13482084-67-P67

 10.20776/S13482084-66-2-
P85

10.20776/S13482084-65-
P113



著者・発表者等 タイトル・表題等
発表雑誌・出版

社
・会合等

巻・号 頁 発行・発表年等

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
小区分名

小区分
番号

業
績
番
号

掲載論文のDOI
（付与されている場合）

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）

【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、
文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業
績

番号

共
同
利
用
等

(1)

宮寺　千恵,石
田　祥代,細川
かおり,北島
善夫,真鍋　健

インクルーシ
ブ教育におけ
る教育課程な
らびに指導法
の現代的課題
: 通常学級，
通級指導教
室，特別支援
学級での支援
を中心に

千葉大学教育
学部研究紀要

66 113-120 2018

(2)
細川　かおり,
村上　芽衣,中
西　晴之

知的障害のあ
る自閉症児の
乳幼児期から
高等部までの
食嗜好の偏り
の変化に関す
る研究

千葉大学教育
学部研究紀要

66 139-144 2018

(3)
細川　かおり,
眞城　知己,磯
山　多可子

知的障害特別
支援学校にお
ける道徳に関
する検討 : 生
活単元学習で
の取り扱いと
より明確な位
置づけの模索

千葉大学教育
学部研究紀要

65 129-136 2017

(1) 藤川 大祐

「AI時代の教
育」に関する
論点—キャリア
教育とプログ
ラミング教育
のあり方を中
心に—

千葉大学大学
院人文公共学
府研究プロ
ジェクト報告
書

346 1-10 2019

(2) 藤川 大祐

LINE・ネット
によるいじ
め・自殺の実
態と対策 (特
集 子どものい
じめ・自殺問
題と学校教育)

教育展望
64
（4）

26-30 2018

(3) 藤川 大祐

教員養成学部
授業における
協働学習用ア
プリ教材制作
の試み : 家庭
科および社会
科の事例

千葉大学大学
院人文公共学
府研究プロ
ジェクト報告
書

324 59-66 2018

9 09070
教育工学

関連

AI等のテクノロジーに対応した授業実践の
開発

　情報技術の発達とこれに伴う社会の変化
を踏まえた教育内容や教育方法のあり方を
検討し、初等中等教育や教員養成教育のた
めの新たな教材や授業プログラムを開発し
ている。

Ｓ

　形態素解析技術を活用した意見交流システムを活用した道
徳授業プログラムは、平成28年度〜平成30年度の文部科学省
「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」において取
り上げられ、約30校で活用されている。ネットいじめ等の問
題を取り上げた「脱・いじめ傍観者教育」用動画教材「私た
ちの選択肢」は、千葉県柏市、茨城県取手市等の全中学校1年
生全学級の授業で活用されている。教員養成学部授業におけ
るアプリ教材開発の試みは約15の報道媒体で取り上げられて
いる。

8 09060
特別支援
教育関連

乳児から学齢期の知的障害の指導法、心理
的発達に関する研究

　特別の教科道徳を知的障害の教育課程の
中でどのように扱うかを知的障害の独自の
指導形態である生活単元学習と関連づけて
論じた。
　インクルーシブ教育を推進するうえでの
通常の学級から特別支援学校の各場におけ
る課題を明らかにした。
　自閉症のもつ食嗜好の偏りを乳児期から
高等部まで縦断的に検討し様相を明らかに
し改善の要因を検討した。

Ｓ

　障害者権利条約の批准（2014年）以降、教育分野において
は共生社会を目指したインクルーシブ教育システムの構築が
推進されており、社会においては多様性を含み込み共に生き
る文化の創造が求められている。インクルーシブとして多様
な学びの場の連続性が示されているが、障害種による障害特
性の明確な違いを考慮して今日的な課題への取り組みを考え
る必要があるだろう。知的障害においては多様な学び場にお
ける教育内容の連続性としてのインクルーシブと、知的障害
という独自の障害特性にあった学びや学び方を考慮しなが
ら、どのように教育内容、教育方法を整理し、取り組めばよ
いかを示す必要があるだろう。知的障害の特性を考慮した特
別の教科道徳の在り方やインクルーシブ教育システムの課題
について検討した研究は、これらの課題への知見を提示する
と共に、日本における多様性を含み込み共に生きる文化の創
造に寄与するものと考える。

10.20776/S13482084-66-2-P1  

10.20776/S13482084-66-2-
P139

10.20776/S13482084-65-
P129
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YOSHIDA

An
Investigation
of the Social
Network
System
Competencies
of High
School
Students in
Japan

Internationa
l Journal of
Emerging
Technologies
in Learning

13 4 2018

(2)
Masami
Yoshida

Recognition
of Teachers
about
Students’
Competencies
of Media and
Information
Literacy for
Social
Network
Services

Advanced
Science
Letters

23 920-924 2017

(3)
Masami
YOSHIDA

Communication
Jigsaw: A
Teaching
Method that
Promotes
Scholarly
Communication

Internationa
l Journal of
Emerging
Technologies
in Learning
(iJET)

13 208 2018

(1) 加藤　徹也

擬人化・脚色
による身近な
物理概念への
注視

千葉大学教育
学部研究紀要

66 415-422 2017

(2) 加藤　徹也

単純な物理現
象に対する
誤った論理の
正当化に関す
る考察

千葉大学教育
学部研究紀要

65 417-426 2017

(3)
西村 浩隆、加
藤 徹也

教員養成課程
学生のための
科学教育にお
ける「ものづ
くりの過程」
の導入

千葉大学教育
学部研究紀要

64 403-412 2016

10.20776/S13482084-66-1-
P415

10.20776/S13482084-65-
P417

11 09080
科学教育

関連

初等物理における物理モデルと現実の接続

　高校・大学入門レベルの物理教育におい
て、今まで重視されてきた物理モデルの数
式的表現についてのスキルに加えて、物理
モデル自体の妥当性を検討し、コミュニ
ケーションの状況に合わせて関数関係を表
現するスキルを身に付けるための教材を開
発し効果を分析する。

Ｓ

　物理では対象となる自然現象の数理的な扱いを重視し、厳
密な論理展開を行う反面、対象の形状など具体的・個別的な
特性を削除して一般化した議論を進めるために、初心者が物
理モデルと現実の現象とを接続できないという問題がある。
論文（１）では学習者が親しみを持つような形状を用いて、
有限要素法シミュレーションによる物理資料を作成し、学習
者に分析させ、結果を表現する言語活動を組み込んだ。学習
初心者が物理概念に注目し説明をするのに擬人化や脚色が避
けられないことを見出した。論文（２）では、物理教育を受
けた人に誤答率が高い現象について、誤った論理を正当化す
る傾向がみられることを論じた。それを打破するには学習者
が論理の試行錯誤を行う必要がある。海外では科学・技術・
工学・数学（STEM）を融合させた教育が有意義であるとされ
ており、論文（３）ではそれに応じてものづくりの過程を導
入する試行を行った。

10 09070
教育工学

関連

情報メディア環境での学習について

　教員、学生等を対象にして情報メディア
環境での学習についての調査・分析を行っ
ている。

Ｓ

　
　論文（１） はユネスコの提案するメディア情報リテラシー
評価指標に基づき、日本の生徒のSNS利用能力について調査し
たもので、他に例がない国際的、現代的教育研究である。
　論文（２）は教員を対象に生徒の能力をどのように理解す
るかについて、ユネスコのメディア情報リテラシー評価指標
に基づき分析した研究で、これについても資料的価値が高
い。
　論文（３）は大学生を対象にして、ジグソー法の改訂手法
について試行したもので、アクティブラーニングで盛んに採
用される手法の課題と解決策を提案するものである。
　３件とも、SCOPUSおよびWeb of Scienceでインデックスさ
れている報告である。

10.3991/ijet.v13i05.8101

10.1166/asl.2017.7438

10.3991/ijet.v13i10.8850
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(1)
辻耕治, 稲垣
建人

植物遺伝資源
としての雑穀
を活用した中
学校総合的な
学習の時間に
おける授業の
試行

日本農業教育
学会誌

49
（1）

23-32 2018

(2)
稲垣建人, 辻
耕治

ジーンバンク
雑穀コレク
ションの農業
形質の特性評
価

千葉大学教育
学部研究紀要

66 347-352 2018

(3)

Cuong T.Q.,
Tsuji K.,
Ashardianto,
S., Komiyama
T., Nomura
J., Baba S.,
Oshima R

Teacher
education
integrated
curriculum
mobility:
Perspectives
for ASEAN
countries

VNU Journal
of Science:
Education
Research

32
（4）

65-76 2016

12 09080
科学教育

関連

東南および南アジアを視野に入れた植物遺
伝資源の特性評価と教材化

　主に雑穀等、地域の伝統文化と関わって
いるが生産・利用が減少傾向にある作物に
ついて、栽培試験等に基づく特性評価を行
うとともに、中学校の総合的な学習の時間
等における教材化の検討を進めている。そ
の実践的基盤として、東南アジアやインド
の大学と連携し、教員のグローバルな能力
養成に資する研修カリキュラムも検討して
いる。

Ｓ

（１）植物遺伝資源の特性評価の意義：
　ジーンバンクに保管されているコレクションであっても、
特性評価が不十分なコレクションが少なくない。特性評価を
行うことで、これらのコレクションは初めて品種改良の元材
料として利用可能となることから、本研究は植物の品種改良
の基盤に貢献する有意義な取り組みと言える。
（２）植物遺伝資源の教材化の意義：
　とりわけ雑穀等、地域の伝統文化と関わっているが生産・
利用が減少傾向にある植物遺伝資源は、種の多様性と保全の
重要性、食文化、地域社会等、多面的な要素を学習可能な教
材となり得る。しかしこれまで植物遺伝資源を教材とした授
業実践は少ないことから、本研究は挑戦的で有意義な取り組
みと言える。
（３）東南および南アジアと連携した教員のグローバルな能
力養成に資する研修カリキュラムの意義：
　教員にもグローバルな能力が求められる傾向が強まると予
想される現状において、教員のグローバルな能力養成に資す
る研修カリキュラムを検討する意義は火を見るより明らかで
ある。加えて、そのプログラムを科学教育、とりわけ植物遺
伝資源をキーワードに取り組む点で、本研究は独創的で有意
義と言える。

10.20776/S13482084-66-2-
P347
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野村　純,芳賀
瑞希,谷　恭
子,藤田　剛
志,加藤　徹
也,山下　修
一,大嶌　竜
午,辻　耕治,
林　英子,大和
政秀,米田　千
恵

教育のグロー
バル化に対応
した留学生受
入れプログラ
ムの開発と評
価―ASEAN交換
留学生から見
たTWINCLEプロ
グラムでの学
び―

科学教育研究 42 112-119 2018

(2)

野村　純,吉田
恭子,山野　芳
昭,山下　修
一,鶴岡　義
彦,藤田　剛
志,小宮山　伴
与志,大嶌　竜
午,アシャディ
アント　サプ
ト,馬場　智
子,飯塚　正
明,板倉　嘉
哉,加藤　徹
也,木下　龍,
下永田　修二,
白川　健,杉田
克生,高木
啓,辻　耕治,
林　英子,ホー
ン　ベヴァ
リー,大和　政
秀,米田　千恵

アクティブ・
ラーニングを
主体とする海
外教育イン
ターンシップ
プログラムの
開発と評価―
千葉大学ツイ
ンクルプログ
ラム受講者の
授業観の分析
―

科学教育研究 41 141-149 2017

(3)

Jun NOMURA,
Mizuki HAGA,
Kyoko TANI,
Koji TSUJI,
Hideko
HAYASHI,
Mashahide
YAMATO, Chie
YONEDA,
Takeshi
FUJITA

Impact of the
TWINCLE
student-
exchange
program on
students from
ASEAN
countries

Journal for
Science and
Mathematics
Education in
Southeast
Asia

41 221-231 2018

10.14935/jssej.42.112

10.14935/jssej.41.14113 09080
科学教育

関連

科学教育・高大接続教育・教員養成教育で
のグローバル人材育成

　科学教育活動を通して出る杭人材養成の
ための環境を整備するとともに、教育者の
グローバル化も促進し、地域の教育改革の
ためのリーダー人材養成も進めている。日
本が科学・技術立国により更なる持続的発
展を続けるためにグローバル環境での科学
教育プログラム開発を進め、これら高大接
続教育および教員養成教育の取り組みの成
果を分析し、改善する。

SS

　科学教育活動の評価としては、文部科学省平成24年度大学
の世界展開力強化事業「ツイン型学生派遣プログラム（ツイ
ンクル）」は中間、最終評価とも「S」評価を得ている。ま
た、この教育活動には現在アジア・アセアン諸国8カ国から18
大学、32高校が参加し、ますます教育活動の範囲と内容が広
がっている。さらにコンソーシアム共同で2冊の教育研究に関
連する本を出版している。一方、国内における高校生のグ
ローバル科学教育環境構築を進めている文部科学省平成26年
度大学教育改革加速プログラム（AP）Type III（高大接続）
も、教育活動の進捗を高く評価され中間評価「S」（継続中）
を得ている。この活動には千葉県下の主な高校に加え。都内
の高校も参加しており、グローバル視点での高大の学びの融
合が加速している。また、日本学術振興会より科学研究費補
助金の成果の基づく科学教育活動に基づき「ひらめき☆とき
めきサイエンス推進賞」を平成28年度受賞した。
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(1)

Keito
Nakamichi,Nao
ko
Nakamichi,Jun
Nakazawa

Preschool
social-
emotional
competencies
predict
school
adjustment in
Grade 1

Early Child
Development
and Care

1-14 2019

(2) 中道　圭人

幼児における
他者の感情推
測のための表
情と身体的手
がかりの利用

千葉大学教育
学部研究紀要

67 285-292 2019

(3) 中道　圭人

ふたり親家
庭・母子家庭
による幼児の
社会的行動の
比較 (特集
「非定型」の
視座から発達
進化研究のフ
レームワーク
を再考する)

発達心理学研
究

28 210-220 2017

14 10020
教育心理
学関連

幼児期・児童期の認知発達と社会的適応

　幼児期・児童期の子どもを対象に、思考
や自己制御といった認知的側面の発達と仲
間関係や学業達成といった社会的適応の関
連を横断的・縦断的な手法を用いて検討し
ている。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　近年の発達心理学分野では、幼児期の「自己の思考・情
動・行動を適切に制御する能力」（自己制御能力）が成人期
にまで及ぶ長期的でポジティブな影響を持つこと等を示して
いる。そのため、自己制御能力に関する発達研究が欧米諸国
で多く実施されている（OECD, 2018）。しかし、日本国内で
の横断的・縦断的な研究はほぼ皆無であり、本研究は国内外
の研究者から注目されているものである。例えば、論文
（１）は2019年にWeb上で早期公刊された後、1ヶ月弱で150回
程度という高頻度の閲覧があった。また、本テーマに基づく
研究は科学研究費補助金、カシオ科学振興財団等の外部の研
究助成を受けて進められている。このことは本研究テーマが
高い学術的意義を有することを表している。

【社会、経済、文化的意義】
　ノーベル経済学賞を受賞したJames J. Heckmanは「幼児教
育において自己制御を含めた非認知能力を育成することが、
結果として、犯罪率や社会保障受給率の低下等といった公共
の福祉に繋がること」を示した。そのため、欧米諸国を中心
に、幼児期の自己制御の育成は政策上の喫緊の課題の１つと
なっている。実際、本テーマに基づく研究は「2019年度 千葉
市・大学等共同研究事業」の1つとして採択されており、調査
結果に基づいて、千葉市の保育の質の向上等の政策の方向性
を提言を行う計画が策定されている。このことは本研究テー
マが社会・経済的に極めて高い意義を有することを表すもの
と考えられる。

10.1080/03004430.2019.160
8978

10.20776/S13482084-67-
P285

10.11201/jjdp.28.210
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(1) 岩田　美保

幼児期の親密
な仲間間の
「おもしろ
い」・「楽し
い」の感情言
及機能：その
関係構築に果
たす役割に着
目した発達的
検討

発達心理学研
究

30
（1）

44-56 2019

(2) 岩田　美保

園での仲間遊
びにおける葛
藤解決に関わ
るやりとりの
事例的検討

千葉大学教育
学部研究紀要

65 73-78 2017

(3)
広瀬　由紀,岩
田　美保

特別な配慮を
要する子を含
めた子どもど
うしの関係性
の変容過程と
その要因 : 担
任保育者への
聞き取り記録
からの検討

千葉大学教育
学部研究紀要

66 105-109 2017

(1)
佐藤　映見,砂
上　史子

児童養護施設
の幼児の幼稚
園就園の実態

千葉大学教育
学部研究紀要

66 215-220 2018

(2)
近藤あゆみ,
砂上史子

若手保育士の
新人保育士へ
の指導経験

保育教諭養成
課程研究

4 23-40 2018

(3) 砂上史子

保育者を取り
巻く現状とそ
の支援～保育
者の感情労働
とバーンアウ
ト～

家族心理学年
報

35 38-48 2017

10.20776/S13482084-65-P73

10.20776/S13482084-66-1-
P105

16 09030
子ども学
および保
育学関連

保育・幼児教育における複雑・多様なニー
ズに応える保育者の専門性向上とその支援

　児童虐待や貧困等の高度に専門的な支援
を要する乳幼児及びその保護者に対する幼
稚園・保育所等の保育者の実践の実態と､
その専門性向上のための研修プログラム等
の支援を検討する。

Ｓ

　児童虐待、貧困等の子どもと子育てをめぐる諸問題が深刻
化するなかで、質の高い保育・幼児教育は、「リスクの高
い」環境の子どもとその保護者への支援のみならず、将来の
犯罪率の低下や社会保障費の抑制等の効果を有することから
社会政策としても国際的にも重視されている（OECD，
2006）。保育の質の中核は保育者の専門性に拠るところが大
きく、複雑化多様化する保育者の専門性について、児童養護
施設の幼児の保育、若手保育士の新人保育士への指導経験と
いった今日的かつ具体的課題に焦点を当てた実証的研究は、
実践的示唆を有する。

10.20776/S13482084-66-2-
P215

15 10020
教育心理
学関連

日常的な社会的場面での子どもの自他感情
言及とそれに伴う関係調整のプロセス

　幼児・児童期の他者理解の発達を支える
ものとしての、園や学校（教室）、家庭で
なされる親しい仲間や家族との感情会話・
コミュニケーション、およびそれを通じた
関係調整のありようについての検討

Ｓ

　これらの研究では、いずれも日常的な社会的場面での子ど
もの自他感情言及とそれに伴う関係調整のプロセスを園の親
しい仲間間のポジティブな感情語の言及機能【論文（１）】
や、仲間間のネガティブ感情を伴う葛藤の解決【論文
（２）】、また、特別な配慮を要する子どもを含む幼児間の
関係構築のありよう【論文（３）】といった点に着目して検
討した。いずれも感情に関わる会話・コミュニケーションが
関係構築にどのように寄与するかに着目しており、縦断的・
横断的観察データの分析【論文（１）、（２）】や、保育者
からの聞き取りに基づく子ども同士のやりとりの記録の分析
【論文（３）】をもとに、実証的に明らかにしている。当該
領域の代表的な論文誌「発達心理学研究」に掲載された【論
文（３）】も含め、これらは幼児期の社会情緒的発達や対人
理解の発達の様相の解明に大きく寄与しうるフィールド研究
であり、当該研究領域における意義のある成果といえる。
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(1)

Chihiro
Miura,Katsush
i
Yamaguchi,Ryo
hei
Miyahara,Tats
uki
Yamamoto,Masa
ko
Fuji,Takahiro
Yagame,Haruko
Imaizumi-
Anraku,Masahi
de
Yamato,Shuji
Shigenobu,Hir
onori
Kaminaka

The
Mycoheterotro
phic
Symbiosis
Between
Orchids and
Mycorrhizal
Fungi
Possesses
Major
Components
Shared with
Mutualistic
Plant-
Mycorrhizal
Symbioses

Molecular
plant-
microbe
interactions
: MPMI

31 1032-1047 2018

(2)

Kenji
Suetsugu,Masa
hide
Yamato,Chihir
o
Miura,Katsush
i
Yamaguchi,Kaz
uya
Takahashi,Yos
hiko
Ida,Shuji
Shigenobu,Hir
onori
Kaminaka

Comparison of
green and
albino
individuals
of the
partially
mycoheterotro
phic orchid
Epipactis
helleborine
on molecular
identities of
mycorrhizal
fungi,
nutritional
modes and
gene
expression in
mycor…

Molecular
Ecology

26 1652-1669 2017

(3)

Masahide
Yamato,Hirosh
i
Takahashi,Aya
ko
Shimono,Ryota
Kusakabe,Tomo
hisa Yukawa

Distribution
of Petrosavia
sakuraii
(Petrosaviace
ae), a rare
mycoheterotro
phic plant,
may be
determined by
the abundance
of its
mycobionts

Mycorrhiza 26 417-427 2016

10.1094/MPMI-01-18-0029-R

10.1111/mec.14021

10.1007/s00572-016-0680-9

17 44030

植物分子
および生
理科学関

連

菌従属栄養植物の菌根共生に関する研究

　植物と菌類の根における共生を菌根と云
う。多くの菌根共生系では相利共生関係が
営まれ、植物から菌根菌に炭素化合物（光
合成産物）が、菌根菌から植物に土壌養分
（窒素やリン酸など）が供給されている。
しかし、ラン科植物などの一部の植物群は
菌従属栄養性、つまり植物に菌根菌から炭
素化合物が供給されている。このような植
物の菌根共生系の解明は希少植物の保全対
策に有効である。

SS Ｓ

【学術的意義】
　菌類から炭素化合物を得る菌従属栄養植物では葉緑素を
失った突然変異体であるアルビノ個体でも生育がみられる。
ラン科植物のハマカキランについて緑色個体とアルビノ個体
の菌根における遺伝子発現を調べたところ（論文（２））、
菌従属栄養性への依存度が高いと考えられるアルビノ個体で
発現量が高まった遺伝子群の中に植物から菌類への炭素化合
物の供給に関与すると考えられる遺伝子群が存在した。この
結果から、菌従属栄養植物での菌根共生系であっても菌根菌
→植物、植物→菌根菌の双方向の炭素化合物の動きがあるこ
とが示唆され、また、ラン科植物のシランの発芽個体におけ
る遺伝子発現を調査したところ（論文（１））、AM菌共生お
よびマメ科植物の根粒形成の際に発現する遺伝子と共通の遺
伝子群が発現することが明らかとなった。これらの結果は菌
従属栄養性の分子メカニズムを解明する上で重要であり、
impact factorの高い雑誌への掲載が認められるなど学術的に
高い評価を受けている。

【社会、経済、文化的意義】
　菌従属栄養植物の多くは菌根共生の際に特定の系統群の菌
類に対して特異性を示す。アーバスキュラー菌根（AM）菌と
共生する菌従属栄養植物のサクライソウについて、個体数と
AM菌群集の関係を調査したところ、個体数の多い自生地では
共生菌の割合が大きく、少ない自生地では割合が小さい結果
が得られた（論文（３））。この結果から、共生相手となり
うる菌類の分布が植物の分布の制限要因となりうる場合があ
ることが明らかとなり、希少植物としても知られる菌従属栄
養植物の保全を検討する上で、社会的にも重要な知見が得ら
れた。
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(1)

Syusaku
Sasada,Takash
i
Endoh,Tomoya
Ishii,Tomoyos
hi Komiyama

Polarity-
dependent
improvement
of maximal-
effort sprint
cycling
performance
by direct
current
stimulation
of the
central
nervous
system

Neuroscience
Letters

657 97-101 2017

(2)

Shinya
Suzuki,
Tsuyoshi
Nakajima,
Shun Irie,
Ryohei
Ariyasu,
Tomoyoshi
Komiyama,
Yukari Ohki

Vestibular
stimulation-
induced
facilitation
of cervical
premotoneuron
al systems in
humans

PLoS ONE 12 e0175131 2017

(3)

Syusaku
Sasada,Toshik
i
Tazoe,Tsuyosh
i
Nakajima,Genk
i
Futatsubashi,
Hiroyuki
Ohtsuka,Shiny
a Suzuki,E.
Paul
Zehr,Tomoyosh
i Komiyama

A common
neural
element
receiving
rhythmic arm
and leg
activity as
assessed by
reflex
modulation in
arm muscles

Journal of
neurophysiol
ogy

115 2065-2075 2016

18 59030
体育およ
び身体教
育学関連

電気生理学的手法による神経制御機構の解
明

　ヒトにおける四肢の協調運動を支える神
経制御機構を電気生理学的手法を駆使して
解明するとともに、それらの機構が身体活
動やトレーニングによってどの様に変容す
るかことが研究目標である。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　経頭蓋的直流電気刺激（DCS）は近年、スポーツなどへの効
用が謳われ、マスコミに報じられるなどして注目を集めてい
る。（１）の研究では、DCSによる大脳皮質運動野の可塑的変
化着目し、30秒間の全力による自転車ペダリング運動をモデ
ルとして、陽極刺激によるDCSが運動課題遂行時の立ち上がり
パワーを向上させ、さらに後半のパワー低下を低減する効果
を持つことを初めて明らかにしたことが評価できる。また、
（２）の研究では、電気生理学的手法を用いて、ヒトにおけ
る脊髄固有介在ニューロン系が前庭からの入力を受けること
を初めて明らかにした。（３）の研究では、四肢の協調的な
随意運動を制御する脊髄内神経回路の存在を電気生理学的手
法を用いて明らかにし、その成果の一部はアメリカ生理学学
会誌に掲載されたことは評価に値する。

【社会、経済、文化的意義】
　四肢の協調運動を支える神経制御機構への電気生理学的手
法による本研究は、リハビリテーション等の身体活動や各種
トレーニングにおけるDCSの効果への期待を科学的に解明する
ことに結び付く点で重要度が高い。

10.1016/j.neulet.2017.07.
056

10.1371/journal.pone.0175
131

10.1152/jn.00638.2015
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(1)

Shinji
Toda,Heitaro
Kaneda,Shinsu
ke
Okada,Daisuke
Ishimura,Zoë
K. Mildon

Slip-
partitioned
surface
ruptures for
the Mw 7.0 16
April 2016
Kumamoto,
Japan,
earthquake

Earth,
Planets and
Space

68 2016

(2)
Heitaro
Kaneda,Taiyo
Kono

Discovery,
Controls, and
Hazards of
Widespread
Deep‐Seated
Gravitational
Slope
Deformation
in the Etsumi
Mountains,
Central Japan

Journal of
Geophysical
Research
Earth
Surface

122 2370-2391 2017

(3)
Heitaro
Kaneda,Tatsur
o Chiba

Stereopaired
Morphometric
Protection
Index Red
Relief Image
Maps (Stereo
MPI‐RRIMs):
Effective
Visualization
of High‐
Resolution
Digital
Elevation
Models for
Interpreting
and Mapping
Small
Tectonic Geo
…

Bulletin of
the
Seismologica
l Society of
America

109 99-109 2019
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【学術的意義】
　（１）は2016年熊本地震の直後の詳細な現地調査により、同
地震時に変位分割現象（slip partitioning）が発生し、それ
まで活断層の存在が知られていなかった山地においても大きな
断層運動が生じていたことを明らかにしたものである。発表誌
の年間Highlighted Papersに選ばれるとともに、地球科学分野
でTop 20%以内に相当する９件の引用を受けている。
 （２）は航空レーザー測量データの詳細解析により、活断層
を擁する山地に大規模斜面崩壊の前兆的微地形が大量に分布す
ることを初めて発見するとともに、その密度が地形および活断
層の存在の両方にコントロールされていることを明らかにした
ものである。地球科学分野で最も権威ある学術誌のひとつであ
るJournal of Geophysical Research誌に掲載された。
 （３）は詳細な活断層地形判読を可能にするデジタル地形
データ可視化手法を提案するとともに、その計算プログラムを
公開したものである。発表後3ヶ月時点での被引用件数は１件
であるが、計算プログラムに関する問合せを多く受けており、
世界の活断層研究における今後の活用が期待できる。

【社会、経済、文化的意義】
　活断層の検出精度や地震危険度評価精度の向上は、各国や各
地方自治体の防災計画立案・防災対策のみならず、原子力発電
所・核廃棄物最終処分場等の重要施設の安全性評価にとっても
極めて重要であり、本研究の社会的意義は大きい。特に、詳細
な活断層地形判読を可能にする（3）のデジタル地形データ可
視化手法（ステレオMPI赤色立体地図）は、国土交通省国土地
理院が刊行を進めている1:25000活断層図の作成過程において
も採用されており、我が国の基盤的活断層情報の高精度化に大
きく貢献している。

２．選定した研究業績

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

提出できる研究業績数
の上限

理学部、理学研究院

内陸活断層の検知および地震危険度評
価に関する研究

　本研究は、最新の測量技術である航
空レーザー測量および詳細な現地調査
を組み合わせるとともに、大規模斜面
崩壊の前兆的微地形である山体重力変
形地形に着目することにより、内陸の
活断層、特にこれまでその存在の検知
や過去の活動履歴の解明が困難であっ
た山地の活断層について新しい調査法
を確立したものである。
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地理学関
連

10.1186/s40623-016-0560-8

10.1002/2017JF004382

10.1785/0120180166

SS
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(1)
Masanori
Asakura,Noriy
uki Otsubo

CM Periods,
CM
Regulators,
and
Hypergeometri
c Functions,
I

Canadian
Journal of
Mathematics

70 481-514 2018

(2)
Masanori
Asakura,Noriy
uki Otsubo

CM periods,
CM regulators
and
hypergeometri
c functions,
II

Mathematisch
e
Zeitschrift

289 1325-1355 2017

(3)

MASANORI
ASAKURA,NORIY
UKI
OTSUBO,TOMOHI
DE TERASOMA

AN ALGEBRO-
GEOMETRIC
STUDY OF
SPECIAL
VALUES OF
HYPERGEOMETRI
C FUNCTIONS

Nagoya
Mathematical
Journal

1-16 2018

(1)

Takahiro
Hashira,Sachi
ko
Ishida,Tomomi
Yokota

Finite-time
blow-up for
quasilinear
degenerate
Keller–Segel
systems of
parabolic–
parabolic
type

Journal of
Differential
Equations

264 6459-6485 2018

(2)

(3)

2 11010
代数学関

連

レギュレーターと超幾何関数の研究

　本研究は、数論における主予想の一
つであるベイリンソン予想に関するも
のである。この予想はL関数の特殊値
を周期やレギュレーターという幾何的
な量によって記述する。本研究では、
ある種の多様体族のレギュレーターを
一般超幾何関数を用いて記述する。そ
の過程で、グロス-ドリーニュの周期
予想の新たな例も得た。さらに、一般
超幾何関数の特殊値を代数的数の対数
で記述する結果も得た。

Ｓ

　数論における主予想の一つである、ベイリンソン予想やグロ
ス-ドリーニュの周期予想のような問題は、一般に非常に難し
く、知られている例は数少ない。本研究では、これらの予想で
中心的な周期やレギュレーターという計算が難しい不変量を、
ある種の多様体族に対して計算している。さらにそれらを一般
超幾何関数というよく知られた特殊関数を用いて記述してい
る、ということに価値がある。これにより、L関数側の研究が
進めば、ベイリンソン予想が成り立つ新たな例を示すことが期
待できる。グロス-ドリーニュ予想の新たな例を示したことも
重要である。また、一般超幾何関数の特殊値という解析学的な
問題に対しても、代数幾何学的な見地から、新たな結果が得ら
れている。以上の諸結果は数篇の論文にまとめられ、いずれも
一流の国際学術誌に掲載済み、または受理済みである。

10.4153/CJM-2017-008-6

10.1007/s00209-017-2001-1

10.1017/nmj.2018.36

3 12010
基礎解析
学関連

ケラー・シーゲル系の数学解析

　本研究の目的は準線形放物・放物型
ケラー・シーゲル系の解の存在・安定
性・爆発の解析である。劣臨界での解
の有界性に関する予想を放物型方程式
に対する最大正則性に着目し、肯定的
に解決した。また、準線形凝集項をも
つ系に対して、これまで得られていな
かった高次元における爆発解の存在を
示した。証明は領域の分割やエネル
ギー法を用いる新しい方法である。

Ｓ

　（1）は解の爆発に関する論文である。この論文は特に拡散
項だけでなく凝集項も準線形化した系を扱っていることが特徴
であり、より扱いやすい放物・楕円型でさえ得られていなかっ
た有限時間爆発する解の存在を示している。本業績に関して走
化性方程式の研究に特化した国際研究集会“The 3rd
International Workshop on Mathematical Analysis of
Chemotaxis”にて招待講演を行っている。本業績は他、国内研
究集会にて2件の招待講演、日本数学会2018年度年会において
報告している。
　（1）を含む一連の研究が評価され、2017年度日本数学会賞
建部賢弘賞奨励賞の受賞に至った。

10.1016/j.jde.2018.01.038
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ya Maeda,Tuoc
V. Phan

On small
energy
stabilization
in the NLKG
with a
trapping
potential

Nonlinear
Analysis

146 32-58 2016

(2)
Scipio
Cuccagna,Masa
ya Maeda

On Orbital
Instability
of Spectrally
Stable
Vortices of
the NLS in
the Plane

Journal of
Nonlinear
Science

26 1851-1894 2016

(3) Masaya Maeda

Existence and
Asymptotic
Stability of
Quasi-
Periodic
Solutions of
Discrete NLS
with
Potential

SIAM J.
Math. Anal.

49 3396-3426 2017

(1)

Yasuhiro
Yamada,Takumi
Yamada,Yoshih
iko Kanemitsu

Free Carrier
Radiative
Recombination
and Photon
Recycling in
Lead Halide
Perovskite
Solar Cell
Materials

Bulletin of
the Chemical
Society of
Japan

90 1129-1140 2017

(2)

Yasuhiro
Yamada,Mizuki
Hoyano,Ryo
Akashi,Kenich
i
Oto,Yoshihiko
Kanemitsu

Impact of
Chemical
Doping on
Optical
Responses in
Bismuth-Doped
CH3NH3PbBr3
Single
Crystals:
Carrier
Lifetime and
Photon
Recycling

The Journal
of Physical
Chemistry
Letters

8 5798-5803 2017

(3)

Masaya
Nagai,Takuya
Tomioka,Masaa
ki
Ashida,Mizuki
Hoyano,Ryo
Akashi,Yasuhi
ro
Yamada,Tomoko
Aharen,Yoshih
iko Kanemitsu

Longitudinal
Optical
Phonons
Modified by
Organic
Molecular
Cation
Motions in
Organic-
Inorganic
Hybrid
Perovskites

Physical
review
letters

121 2018

4 12020
数理解析
学関連

非線形シュレディンガー方程式に対す
るソリトン解の漸近安定性の研究

　本研究では非線形シュレディンガー
方程式のソリトン解の漸近安定性に対
して従来より課題となっていたイン
ターナルモードに対するフェルミの黄
金律をダルブーの定理やバーコフ標準
形といった解析力学的手法により示し
た。この手法は従来の方法では複雑に
なりすぎていた高次の非線形相互作用
を処理できるという点で画期的であ
る。

SS

　（１）～（３）などの研究結果により千葉大学所属の発表者
は2018年日本数学会賞建部賢弘特別賞、業績題目「非線形シュ
レディンガー方程式に対するソリトン解の漸近安定性」を受賞
した。この結果は定在波解の長時間挙動に関する非線形フェル
ミ黄金律の効果を解明し、それによって定在波解の安定性なら
びに今まで知られていなかった不安定性のメカニズムを解明し
たもので、日本数学会編集「数学」第71巻第２号pp.210におい
て「特に、定在波解が複数ある場合に、初期値がエネルギーノ
ルムに関して小さければ、いずれかの定在波解と散乱波の和に
漸近するという、この方面の研究として決定的な結果を証明し
た。」と高く評価された。

10.1016/j.na.2016.08.009

10.1007/s00332-016-9322-
9

10.1137/16M1069729

10.1246/bcsj.20170208

10.1021/acs.jpclett.7b025
08

10.1103/PhysRevLett.121.1
45506

5 13020

半導体、
光物性お
よび原子
物理関連

次世代太陽電池物質の基礎物理

　新規半導体として太陽電池や発光・
受光デバイスへの活用が期待されるハ
ロゲン化金属ペロブスカイトにおい
て、その高いデバイスパフォーマンス
の物理的起源を明らかにすることを目
的に主としてレーザー分光による光学
特性の研究を行った。フォトンリサイ
クリング効果の発見とそれが支配する
ユニークな光学特性の解明、薄膜デバ
イス中のキャリア特性の解明、キャリ
アドーピングの実現などの成果を挙げ
た。

SS SS

【学術的意義】
　ハロゲン化金属ペロブスカイトは次世代の高効率太陽電池デ
バイス材料として高い注目を集めており、世界中で熾烈な研
究・開発競争が行われている。一方で、その優れた性質の物理
的起源については十分な理解がなされておらず、デバイス特性
向上のためにも基礎物理の解明が必要とされていた。本研究で
は精密レーザー分光の手法を用いることで、この物質群が極め
て長い励起状態寿命を持つことを示し、これがデバイス特性に
重要な役割を果たしていることを明らかにした。また、ごく限
られた半導体でしか観測されないフォトンリサイクリング効果
をハロゲン化金属ペロブスカイトにおいて世界で初めて発見し
た。これら解明･発見は、非常に高い学術的意義を持つもので
ある。本研究成果が評価され、山田泰裕准教授は平成30年度の
文部科学大臣表彰（若手科学者賞）（「ペロブスカイト半導体
における光キャリア挙動に関する研究」）、および平成30年度
千葉大学先進科学賞等を授賞した。

【社会、経済、文化的意義】
　一方、これら成果は、この物質が従来の実用太陽電池を凌駕
する高品質半導体であることを明確に示すものであり、将来の
太陽電池材料の開発に大きなインパクトを与えている。さら
に、薄膜デバイス中での光キャリア特性の解明やキャリアドー
ピング技術の開発を行い、ペロブスカイト半導体を用いたデバ
イス開発に直接つながる成果も挙げており、これら一連の成果
は社会的意義も非常に高いものになっている。
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H. Yokota,S.
Matsumoto,E.
K. H.
Salje,Y. Uesu

Symmetry and
three-
dimensional
anisotropy of
polar domain
boundaries
observed in
ferroelastic
LaAlO3 in the
complete
absence of
ferroelectric
instability

Physical
Review B

98 2018

(2)

N. Zhang, S.
Gorfman, H.
Choe, T.
Vergentev, V.
Dyadkin, H.
Yokota, D.
Chernyshovf,
B.Wang, A. M.
Glazer, W.
Ren and Z.-G.
Ye

Probing the
intrinsic and
extrinsic
origins of
piezoelectric
ity in lead
zirconate
titanate
single
crystals

Journal of
Applied
Crystallogra
phy

51 1396-1403 2018

(3)

N. Zhang, H.
Yokota, A. M.
Glazer, D. A.
Keen, S.
Gorfman, P.
A. Thomas,W.
Ren and Z. –
G. Ye

Local-scale
structures
across the
morphotropic
phase
boundary in
PbZr1−x Ti x
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IUCrJ 5 73-81 2018

6 13020

半導体、
光物性お
よび原子
物理関連

フェロイック物質における境界に関す
る研究

これまで見過ごされてきた物質の
「境界」が主役となる物性に注目し
て、様々な種類の境界を持つフェロ
イック物質を最先端の実験手法を開発
して研究した。特に代表的な濃度相境
界･ドメイン境界に対して、定説を覆
す結晶構造の「共存モデル」を発案
し、巨大物性発現の原因となる分極回
転を実験で初めて観察すること、外部
刺激により機能を持つ境界を生成･制
御できることなどを世界に先駆けて示
した。

Ｓ SS

【学術的意義】
　（１）の論文はドメイン境界において発現する物性に焦点を
あてたもので、このような物理現象が物質に依らない普遍的な
ものであることを示したという点で評価が高い。（２）の論文
は内因性と外因性が物性に与える影響を定量的に評価したもの
で、Journal of Applied Crystallography51巻4月号の表紙を
飾っている。（３）の論文は巨大応答の起因とされてきた分極
回転を実験的に初めて観察した点において国際的な注目が高
く、発表から１年足らずでダウンロード回数が2,200回を超え
ている。また、国際会議EMRS Fall meeting 2018, THERMEC
2018, 第８回日中強誘電体会議, EMRS Fall meeting 2016,
KJCFE2016において招待講演を行うなど研究成果が高く評価さ
れている。以上のように、本研究は、フェロイック物質群を舞
台に新しい「境界科学」という分野を先導したことで高い学術
的意義を持つ。

【社会、経済、文化的意義】
　一方、この物質群はメモリやセンサー、アクチュエータなど
非常に多くのデバイスに現在利用されていると共に、将来もさ
らなる利用が期待されている。上記ダウンロード数が高いの
は、こうした物理応用分野からも格段の注目を集めているため
であり、その社会的意義は非常に大きい。実際、これら一連の
成果が評価され、横田准教授は第21回守田科学研究奨励賞を受
賞している。

10.1103/PhysRevB.98.10410
5

10.1107/S1600576718011317

10.1107/S2052252517016633
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IceCube
Collaboration
: A.
Ishihara,T.
Kuwabara, L.
Lu,K. Mase,
M. Relich, S.
Yoshida, et
al.

Constraints
on Ultrahigh-
Energy
Cosmic-Ray
Sources from
a Search for
Neutrinos
above 10 PeV
with IceCube

Physical
Review
Letters

117 2016

(2)

Fermi-LAT,
MAGIC, and
IceCube
Collaboration
: A.
Ishihara,L.
Lu,K. Mase,
A. Stößl, S.
Yoshida, et
al.

Multimessenge
r
observations
of a flaring
blazar
coincident
with high-
energy
neutrino
IceCube-
170922A

Science eaat1378 2018

(3)

IceCube
Collaboration
: A.
Ishihara,L.
Lu,Y. Makino,
K. Mase, A.
Stößl, S.
Yoshida, et
al.

Differential
limit on the
extremely-
high-energy
cosmic
neutrino flux
in the
presence of
astrophysical
background
from nine
years of
IceCube data

Physical
Review D

98 2018

10.1103/PhysRevLett.117.2
41101

10.1126/science.aat1378
(2018)

10.1103/PhysRevD.98.06200
3

7 15020

素粒子、
原子核、
宇宙線お
よび宇宙
物理に関
連する実

験

高エネルギーニュートリノ天文学

　南極点深氷河に設置されたニュート
リノ天文台「IceCube」による観測に
より、超高エネルギー宇宙線起源とな
り得る天体が満たすべき条件をニュー
トリノ測定によって初めて導出した。
さらに宇宙ニュートリノ検出情報を即
時に配信することにより、電波からγ
線にいたる幅広い帯域で追尾観測が可
能となった。この手法により高エネル
ギーニュートリノ天体候補を史上初め
て同定することに成功した。

SS SS

【学術的意義】
　高エネルギー宇宙線の起源は宇宙物理学・天文学における最
重要問題の一つである。本研究成果は、急速に進展する高エネ
ルギーニュートリノ天文学が、宇宙線起源を明らかにしつつあ
ることを明確に示した点で、極めて高い学術的意義を持つもの
である。特に、ニュートリノ観測を軸に多様な観測手段を統合
して宇宙の姿を探る「マルチメッセンジャー天文学」によっ
て、宇宙線起源天体が初めて同定され、米サイエンス誌による
2018年の科学10大ニュースの一つに選定されている。またこれ
ら成果は、新しい研究分野の創設にもつながり、次の10年にお
ける天文学研究の方向性を指し示している。（１）～（３）の
論文はIceCube千葉大グループが主導した成果であり、被引用
回数において上位10%に入っている。

【社会、経済、文化的意義】
　一方、本研究成果は、Impact Factorの高い米国の一般誌で
ある「Science」誌に取り上げられただけでなく、一般誌「日
経サイエンス」にもその解説記事が掲載されるなど、国内外の
多くのメディアで紹介されている。これは、本成果は、人類の
自然科学に対する知見を広げたという観点から、非常に高い社
会･文化的意義も持つためである。
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Physical
Review
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119 2017
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H. Hotta,H.
Iijima,K.
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Weak
influence of
near-surface
layer on
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zone revealed
by
comprehensive
simulation
from base to
surface

Science
Advances

5 eaau2307 2019

(3)
Hideyuki
Hotta

Solar
Overshoot
Region and
Small-scale
Dynamo with
Realistic
Energy Flux

The
Astrophysica
l Journal

843 52 2017

(1)
Akinori
Hashima,Toshi
nori Sato

A megathrust
earthquake
cycle model
for Northeast
Japan:
bridging the
mismatch
between
geological
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Earth,
Planets and
Space,
Springer

69 2017

(2)

Akinori
Hashima,Toshi
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Sato,Hiroshi
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Furuya,Shuji
Yamamoto,Koji
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Miyauchi,Tani
o Ito,Noriko
Tsumura,Heita
ro Kaneda

Simulation of
tectonic
evolution of
the Kanto
Basin of
Japan since 1
Ma due to
subduction of
the Pacific
and
Philippine
Sea plates
and the
collision of
the Izu-Bonin
arc

Tectonophysi
cs, Elsevier

679 1−14 2016

(3)

8 16010
天文学関

連

宇宙磁気流体・プラズマ現象の研究

　「京」に代表される超並列計算機を
用いて宇宙線加速や太陽活動の変動
等、天文学における未解決問題に取り
組んだ。まず、天体衝撃波形成から粒
子加速までを第一原理計算によって明
らかにし、効率的な電子加速機構を見
出した。また、太陽内部の深い領域か
ら表面近くまでを同時に計算すること
を可能にし、太陽深部の物理と観測可
能な表面現象をつなげることに成功し
た。

SS SS

【学術的意義】
　論文（１）は、スーパーコンピュータ「京」を用いた１兆粒
子シミュレーションによって、強い天体衝撃波の３次元構造を
明らかにし、宇宙線電子が生まれる様子を世界で初めて第一原
理から示したものである。その先進性が評価され、物理学分野
で最も重要な研究成果が掲載される Physical Review Letters
誌（Journal Impact Factor：8.8）に出版された。掲載から約
１年半で被引用数が16件ある。
　論文（２）は「京」を用いて世界で初めて太陽深部から表面
までを同時に一貫してシミュレートした計算結果を報告した論
文であり、Scienceの姉妹誌であるScience Advances (Journal
Impact Factor：11.5)に掲載された。本成果は、2018年に開催
された国際天文学連合シンポジウム、第２回アジア太平洋物理
学会プラズマ部門国際会議など国内外の合計４件の招待講演で
紹介された。AAPPS-DPP国際会議では従来の研究成果とあわせ
て、Young Researcher Awardを受賞した。
　論文（３）では太陽対流層底部の詳細な構造を「京」を用い
た大規模３次元磁気流体シミュレーションによって明らかにし
た。

【社会、経済、文化的意義】
　論文（１）の成果は出版にあたってプレスリリースを行い、
マイナビニュースなど複数のインターネット媒体に掲載され
た。また、論文（２）の成果は、太陽活動の長期変動の起源と
なる太陽深部と表面をつなぐ計算をはじめて可能にしたもので
あり、太陽活動の長期変動は地球環境に多大な影響を及ぼすた
め、人間社会にとって非常に高い社会的意義を持つ。

10.1103/PhysRevLett.119.1
05101

10.1126/sciadv.aau2307

10.3847/1538-4357/aa784b

10.1186/s40623-017-0606-6

10.1016/j.tecto.2016.04.0
05
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粘弾性媒質を用いた沈み込み帯での地
殻変動の研究

　地震の繰り返しに伴う地殻変動や、
100万年スケールの長期的変動につい
て研究を進めた。2011年の東北地震に
おいて地震前数十年にわたり沈降し、
さらに地震時に沈降したが、長期的に
みると隆起しているというパラドック
スが指摘されたが、粘弾性媒質を用い
た地震サイクルモデルを適用すると、
地震後数百年かけて隆起することがわ
かり、このパラドックスを解くことに
成功した。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　2011年の東北地震において地震前数十年にわたり沈降し、さ
らに地震時に沈降したが、長期的にみると隆起しているという
パラドックスを、非常に単純な粘弾性媒質を用いた地震サイク
ルモデルを適用して説明できたところは学術的意義が高い。東
北地震のパラドックスを解いた論文（１）は、掲載誌の2017年
のHighlighted papersに選出された。アクセス回数は1,502
回、被引用は５回である(2019年５月９日時点）。100万年ス
ケールの長期的変動についての論文（２）は、被引用は６回で
ある(2019年５月９日時点）。

【社会、経済、文化的意義】
　上記のパラドックスから、今後さらに大きな地震が起こる可
能性を指摘する一部の研究者もいて、社会的にも関心が集まっ
ていた。また、東北地震後、沈降した場所が隆起しているが、
これがどのくらいになるかも、沿岸整備の観点からも社会的関
心が高い。これらのことに対して、本研究は貢献している。
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Hung
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Liu,Shuji
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Evaluation of
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using
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Geophysical
Journal
Internationa
l

208 482-490 2016

(3)

Peng
Han,Katsumi
Hattori,Qingh
ua
Huang,Shinji
Hirooka,Chie
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characteristi
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Asian Earth
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129 13-21 2016

10 25030
防災工学

関連

地震に先行する電磁気現象の研究

　本研究は、日本で発生した地震に先
行する電磁気現象に関する研究に関
し、従来より課題となっていた統計的
有意性をもつ相関性や前兆性をULFの
磁場変動および電離圏電子数変動につ
いて、解析・解明したものである。こ
れらの結果は、地震前兆現象としての
ULF磁場変動と電離圏電子数変動の存
在を確認する結果という点で画期的で
あり、これにより地震予測の可能性が
否定できないことを示すことができ
た。

Ｓ SS

【学術的意義】
　これらの著書や論文は、地震と先行する電磁気現象との相関
を明らかにした点で学術的な価値が高い。（１）は米国地球物
理学会から本研究をまとめて出版した著書（Geophysical
Monograph Series 234）で、服部は編著者の1人であり、
13,17,20章も分担執筆（地震とULF地球磁場変動との相関、地
震と電離圏電子数変動との相関、マルチパラメータによる地震
前兆現象の評価）している。
　（２）はTop10％論文で、現在の被引用回数は９件、（３）
の論文の被引用回数は12件である（Web of Science）。
　（２）は地震と先行する電磁気現象との統計的有意性と前兆
性を示し、因果関係を示唆する結果を示した点で学術的な評価
が高い。
　（３）は2011年の東北地震に関する地磁気異常変動について
統計的手法を用いた事例解析である。国際会議でも（１）～
（３）に関して、2016年に開催された「第19回国際Beacon衛星
シンポジウム」や2017年に開催された「IAG-IASPE総会」、
「国際電波科学連合総会」、「中国地球科学連合学術年会」等
にて招待講演を行った。H28～30年度全体では国際会議で13
件、国内会議では５件行った（研究グループ全体では合計27
件）。

【社会、経済、文化的意義】
　本成果は防災・減災への貢献も期待され社会的意義も高い。
特に（１）に関してこれまでの本文野の成果が米国地球物理学
会のモノグラフとして発行されたことは学術的意義だけでな
く、社会的意義も大きいといえる。電離層と地震との研究の取
り組みについては2016年５月12日BSフジ「革新のイズム」やZ
会のゼットキューブという受験生向けの機関紙（2016年発行）
などでも取り上げられた。

doi: 10.1093/gji/ggw404

doi:10.1016/j.jseaes.2016
.07.011
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Catalyzed
Oxidative
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Amides with
Silylated
Nucleophiles
through N-
Halogenation

Angew. Chem.
Int. Ed.

55 14546-14551 2016

(2)
Taichiro
Touge,Takayos
hi Arai

Asymmetric
Hydrogenation
of
Unprotected
Indoles
Catalyzed by
η6-Arene/N-
Me-
sulfonyldiami
ne–Ru(II)
Complexes

J. Am. Chem.
Soc.

138 11299-11305 2016

(3)
Takayoshi
Arai,Junki
Kakino
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Synthesis of
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Using
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Conditions

Angew. Chem.
Int. Ed.

55 15263–15267 2016

10.1002/anie.201607223

10.1021/jacs.6b06295

10.1002/anie.201607679
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ソフト分子活性化触媒の新概念に基づ
く新奇光学活性化合物の創製

　医薬の創製などに不可欠な光学活性
化合物を触媒量の不斉源から大量に供
給できる触媒的不斉合成の研究におい
て、金属触媒化学に複合金属間の調和
機能や水素結合との協働作用の実現に
より、ソフトな分子活性化の新概念を
創出した。新概念に基づく触媒開発に
より、新奇な光学活性化合物の創製に
成功した。

SS Ｓ

【学術的意義】
　本研究では、触媒化学、分析化学、マテリアルサイエンスを
融合し、新規で付加価値の高い機能性分子の創製を目指してい
る。原著論文（１）では、N-ハロゲン化を基軸として、入手容
易なアミンから付加価値の高いアミンへの変換反応を確立した
（当該誌のIF = 12.102）。「化学と工業」誌（2017年１月１
日）に有機合成手法の新展開として掲載された。また、東京化
成工業のウェブサイトにて紹介された。
　原著論文（２）では、産学共同研究により、医薬などの開発
に重要な化合物の実用的触媒的不斉合成法の開発に成功した
(当該誌のIF = 14.357)。化学工業日報（2016年８月19日）に
も新薬研究などに有用として掲載された。
　原著論文（３） では、通常は酸性条件下に実施される反応
を塩基性条件下に達成している。これにより、化合物合成手法
が大幅に拡大した（当該誌のIF = 12.102）。（２）及び
（３）の成果は、リーディング研究育成プログラム『先導的ソ
フト分子の活性化と機能創製』を代表する成果であるばかりで
なく、キラリティー物質科学にも貢献するものとして大学ウェ
ブサイトからプレスリリースされた。

【社会、経済、文化的意義】
　リーディング研究育成プログラム『先導的ソフト分子の活性
化と機能創製』を基盤としてソフト分子活性化研究センター
（SMARC）が2018年４月１日に発足し、2018年６月に竣工した
千葉ヨウ素資源イノベーションセンター(CIRIC)を統括してい
る。CIRICでは、千葉で産出されるヨウ素の高機能化を目指
し、産学官共同研究を推進すると共に、日本の貴重な資源であ
るヨウ素の重要さを啓発する活動を行っている。
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Oxide

Journal of
the American
Chemical
Society

141 6292–6301 2019
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Ye
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化学

CO2光還元触媒等の研究

　CO2から光燃料を生成できれば、持

続可能なカーボンニュートラルサイク
ルを形成できるが、CO2のエンタル

ピーは大きく、真の炭素源が不明確で

ある。本研究では、
13
CO2から

13
COが光

生成するのを初めて同位体標識経時追
跡した。半導体での光電荷分離効果に
金属ナノ粒子での局在表面プラズモン
共鳴が熱に転換したH原子活性化効果
が協奏してCO2光還元されることを初

めて示した。

SS Ｓ

【学術的意義】
　本研究は総説（Coord. Chem. Rev., 257, 171-186, 2013）
から継続的に進めてきた研究である。総説は364回引用されて
おり、CO2光燃料化分野を世界的に先導していることは疑う余

地がない。原著論文（１）では、空気中から吸着した
12
CO2と気

相
13
CO2との交換平衡をみながら

13
CO生成を経時追跡しており、

同位体標識でCO2光燃料化経路を初めて証明した点で最重要な

論文である。さらにグローバルプロミネント（脱化石燃料）に
基づく研究、海外の研究チームとの協働及び学内の複数の研究
チームが分光や顕微鏡について専門性をつなぎ合わせることで
微細な経路の解明に至った。論文（１）～（３）のジャーナル
のインパクトファクターはいずれも11.6以上と分野での注目度
も高い。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究について５度の海外招待講演（中国、ギリシャ、米
国、フランス）、４度の国内招待講演があり、１件の特許の
他、文部科学省ウェブサイトで科研費成果事例としても紹介さ
れている
（http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/1372469.htm
）。地球温暖化やエネルギー問題に直接関係する話題について
国内外に研究の波及がある点で、社会的意義を持つと判断す
る。

10.1021/jacs.8b13894

10.1016/j.apcatb.2018.12.
010

10.1016/j.apcatb.2016.06.
031
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Yosuke Toyoda,
Kazushi Morimoto,
Ryoji Suno,
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binding to
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EP4 at the
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interface

Nature
Chemical
Biology

15 18-26 2018

10.1021/acs.jpcb.6b01405

10.1038/s41589-018-0152-y

10.1038/s41589-018-0131-3
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理論計算を用いた膜タンパク質の熱安
定化変異体予測法の開発

　膜タンパク質の立体構造情報はド
ラッグデザインなどの創薬に重要であ
るが、熱安定性が低く精製することが
難しいため構造研究が遅れていた。本
研究では、理論計算を用いた膜タンパ
ク質の熱安定化変異体の予測法を開発
した。本手法を用いて熱安定化したア
セチルコリン受容体やプラスタノイド
受容体などの複数の重要な創薬標的膜
タンパク質の立体構造を明らかにする
ことに成功した。

Ｓ SS

【学術的意義】
　（１）は膜タンパク質の理論的熱安定化法を開発し、米国化
学会物理化学誌に採択された論文である。それ以降も本手法の
改良を重ね、J. Comp. Chem. （2016）, Chem. Phys. Lett.
（2016）, J. Phys. Chem. B （2017）, J. Phys. Chem. B
（2018）, J. Phys. Chem. B （2019）に論文が採択されてい
る。
　（２）（３）は、本手法を用いて熱安定化したアセチルコリ
ン受容体とプラスタノイド受容体の立体構造を明らかにするこ
とに成功し、Nature姉妹紙に採択された論文である。それ以外
にも6種類の創薬標的膜タンパク質の熱安定化変異体の創出に
成功している。以上のように本研究は当該分野において卓越し
た研究業績であると判断できる。

【社会、経済、文化的意義】
　本成果は科学新聞、日経産業新聞、日刊工業新聞などに取り
上げられ、「受容体の耐久性向上（千葉大など　新薬効率開発
に道）」等の高評価を受けている。本技術に関して特許（特許
第6359656号）を取得し、製薬企業５社と創薬標的膜タンパク
質の熱安定化変異体の創出と立体構造に基づいた創薬に関する
共同研究を行っている。以上のことから、本研究の社会的・経
済的意義は非常に高いと判断できる。
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Science
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構造生物
化学関連

生体脂質関連分子の構造ダイナミクス
と機能

　V-ATPaseは脂質二重膜を貫通する分
子で悪性がんや薬剤耐性菌等の創薬標
的である。本酵素の触媒部分の新たな
詳細構造を得ることに成功し、計算機
解析も導入することにより詳細な機構
を明らかにした。また、2型糖尿病に
対して様々な食事療法の開発が進めら
れているが有効なものは殆ど無い。
本症モデルマウスに対して特定の脂質
分子の投与が効果的であることを明ら
かにした。

SS Ｓ

【学術的意義】
　（1）は超分子モーター触媒部分の複数の異なる詳細構造を
世界で初めて解明し、Nature姉妹誌に採択された論文である。
　（2）は超分子モーターがなぜ一方向に回転するのかを世界
で初めて解明し、Science姉妹誌に採択された論文である。
　（3）はミリスチン酸が特異的に2型糖尿病モデルマウスの血
糖値を低下させることを初めて示し、糖尿病研究分野のトップ
ジャーナルの一つであるDiabetologia誌に掲載された。3件の
ポスター賞を受賞し、学会等で計10回の招待講演を行った。

【社会、経済、文化的意義】
　悪性がん、薬剤耐性や2型糖尿病の新たな治療アプローチや
リスク低減食品の開発に繋がる可能性があり、世界の人々の健
康・福祉を含む社会的・経済的な意義が大変大きい。特許を出
願し、実験のあゆみ、J-ミルクやCell Mol. Life Sci.など計6
つの雑誌・ウェブサイトにも総説を掲載した。

10.1038/ncomms13235

10.1126/sciadv.aau8149

10.1007/s00125-017-4366-4
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10.1016/j.molcel.2016.05.
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10.1002/1873-3468.12641

15 44010
細胞生物
学関連

細胞内タンパク質品質管理機構の研究

　細胞質の不良膜タンパク質にUBQLN
と呼ばれるタンパク質が結合し保護な
らびに分解へ導くことを同定した。こ
の細胞内品質管理機構を欠損すると、
凝集体形成をしやすくなる。また、
オートファジーによる非選択的分解機
構に関する知見を得た。これらの成果
は細胞質の不良タンパク質による凝集
体形成を防ぐタンパク質品質管理経路
に新しい概念をもたらし、神経変性疾
患の予防に知見を与えると期待できる
ものである。

SS Ｓ

【学術的意義】
　不良膜タンパク質の新規分解過程に関する研究成果（１）は
分子生物学分野における世界的なトップジャーナルの１つであ
るMolecular Cell誌（IF = 14.2）に掲載された。また、オー
トファジーによる非選択的分解機構の意義を明らかにした研究
成果（２）は分野外の研究にも注目され、掲載号の「Editor's
choice」に選定された。主たる研究者である板倉英祐は、これ
らの業績が評価され、2017年「文部科学大臣表彰若手科学者
賞」および2017年「日本生化学会奨励賞」を受賞した。

【社会、経済、文化的意義】
　業績（１）の研究対象となったUBQLNタンパク質は筋萎縮性
側索硬化症（ALS）などの神経疾患の原因となることが知られ
ており、この成果はそれらの疾患の原因解明に貢献する成果と
して注目された。論文発表後にはYOMIURI ONLINEや朝日新聞デ
ジタルなどWebニュースに広く取り上げられた。
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集団ゲノミクス解析による植物の環境
適応機構の解明

　本研究では、生物種内の多数個体の
ゲノムデータの解析により、種内変異
に関わる新規遺伝子の同定や過去の進
化史の高精度の推定を行った。中でも
重要な報告として、乾燥適応に関わる
新規遺伝子の同定、自家不和合性遺伝
子座の分子進化過程の復元、植物共生
菌における遺伝子水平移行の痕跡の発
見が挙げられる。

SS SS

【学術的意義】
　研究成果は、Nature Plants誌（IF = 11.5）,Molecular
Biology and Evolution誌（IF = 10.2）,Molecular Plant-
Microbe Interactions誌（IF = 3.6）等、いずれも国際著名誌
に出版されており、これらの研究に関連した招待講演は13件
（うち国際会議２件）を数える。
また、主たる研究者の土松隆志は集団ゲノミクス解析に関する
一連の業績が評価され、2019年度日本植物学会奨励賞の受賞が
決定している。

【社会、経済、文化的意義】
　研究成果は日経産業新聞、科学新聞、農業協同組合新聞の３
紙で報道されたほか、集団ゲノミクス解析に関するレビューが
和文・英文で計３報出版された（いずれも招待執筆）。さらに
土松は、一般向け啓蒙書『植物はなぜ自家受精をするのか』
（慶應義塾大学出版会 2017）を単著で出版するなど、集団ゲ
ノミクス解析の普及に貢献している。

10.1094/MPMI-02-19-0039-R

10.1038/nplants.2017.72

10.1093/molbev/msx122
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Codes and
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85 483-521 2016
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18 60010
情報学基
礎論関連

情報理論の中心テーマの１つ符号理論
に関する研究

　符号理論は情報技術の影響を受け、
日進月歩で変化している学術分野であ
る。符号理論の誕生した1940年代から
1990年代を古典的符号理論、2000年代
から2010年頃までをモダン符号理論、
それ以降はポストモダン符号と言え
る。本研究では最新の符号理論と言え
るポストモダン符号理論を中心に、数
学的視点に立ち、基礎から応用まで幅
広く理論つくりを行っている。

SS

　成果物（１）は符号理論の書籍である。同分野を扱う書籍は
世界中で出版されているが、この成果物は他の出版物を大きく
異なる。それは、古典的符号理論、モダン符号理論、ポストモ
ダン符号理論の全てを扱っていることである。一般的な書籍
は、前者の2つの符号理論のみしか扱わない。量子符号、噴水
符号、置換符号、削除符号を扱っているのは、世界的にもこの
成果物のみである。また、知的財産権やISOなどの標準化技術
を扱っていることも特色に挙げられる。
　成果物（２）は論文である。内容は置換符号を扱ったもの
で、線形計画法を最尤復号アルゴリズムへ応用できる符号を新
たに発見している。この成果は符号と暗号を扱う国際論文誌に
掲載されている。

10.1007/s10623-016-0313-5

17 45040
生態学お
よび環境
学関連

種内多様性の集団生物学的機能

　生物の集団内には多様性（ダイバー
シティー）が存在する。これはとても
普遍的なことであるが、そのような種
内の多様性が集団に対してどのような
機能を果たすかはほとんど調べられて
いない。モデル生物のキイロショウ
ジョウバエには、遺伝子に支配された
2つの個性（おっとり型、せかせか
型）が共存する。本研究では、個性の
多様さが集団の生産性や持続性に与え
る効果の条件依存性を明らかにした。

S SS

【学術的意義】
　21世紀はまさに多様性社会であり、集団内の多様性は複雑な
問題解決する際や環境の変化に対応するために重要な役割を果
たすと考えられている。一方で、何かひとつの単純な問題を解
決するためには、スペシャリストだけが集まったほうが効率的
であるように感じられる。このような直感はある程度正しく、
多様性が良い方向に働くか、悪い方向に働くか、あるいはなん
の効果もないかはケースバイケースであると考えられている。
しかし、どのような条件によって多様性が集団に与える効果が
変わるかはわかっていない。本研究では、多様性を存続させる
ような力が働く状況ほど、多様性が集団の生産性や存続性を高
めることが明らかになった。逆に言うと、多様性を存続できな
い（少数派を有利にするような力学がない）場合は、多様性に
何ら効果がなかったり、むしろ集団にとって負の効果があるこ
とがわかった。この研究成果は、生態学分野での重要な発見が
過去数多く掲載された実績のある英国王立協会紀要（IF =
4.5）に発表された。

【社会、経済、文化的意義】
　これらの成果は多様性のもつ効果を積極的に引き出すための
条件（環境）づくりに貢献きるとともに、生物の効果的な保全
や農作物の生産効率の向上、社会での多様性の効果的活用に貢
献すると期待される。本成果は、朝日新聞、日刊工業新聞、教
育新聞などで報道された。
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19 63010
環境動態
解析関連

雪氷圏変動と雪氷微生物の相互作用に
関する研究

　近年の世界各地の氷河縮小が氷河に
生息する雪氷微生物にどのように影響
するか、また、微生物由来有機物によ
る氷河表面暗色化が氷河縮小にどのよ
うに影響を与えるかを明らかにするこ
とを目的とした。世界各地の氷河微生
物の調査の結果、微生物には北極と南
極をまたいで分散する種や各地域に固
有の種が存在することが明らかになっ
た。さらに、雪氷微生物の繁殖数理モ
デルを初めて提案し、氷河融解に対す
る定量的な評価が可能となった。

SS SS

【学術的意義】
　（１）はインパクトの高いNature Communicationに掲載さ
れ、南北の極地に分布する雪氷微生物の存在を遺伝子レベルで
初めて同定した点で、学術的意義が高い。
　（２）は雪氷城の微生物繁殖を初めて数理モデルで表現した
点、、（３）は氷河上の微生物の北半球の分布を遺伝子レベル
ではじめて分類した点で学術意義が大きい。

【社会、経済、文化的意義】
　本成果は、海水準変動に大きな影響力を持つ世界各地の氷河
の現況を明らかにし、さらにその正確な融解予測に貢献すると
いう意味で、社会的意義が大きい。
　（１）は読売新聞ほか、共同通信配信の全国各紙に研究内容
が掲載された（2018.８）。
　（２）（３）及びその他関連研究成果も読売新聞（2016.
２）、共同通信配信の全国各紙（2016.５）、日本経済新聞
（2018.６）等に掲載された。また、研究成果はBSフジ番組
「天山を往く～氷河の恵み」として取り上げられた。
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【学術的意義】
　人間は利便性や経済性などに応じて環境を大きく作り変える
生物種である。そのため、自然環境中での進化過程で適応的に
獲得されてきた知覚・認知・感性・感情の処理システムが、常
に新しく改変される人工環境内で様々な不適応を引き起こす。
知覚・認知・感性・感情的処理過程の特性を理解することなく
して、こうした不適応や潜在的危険性及び利用可能性を知るこ
とはできない。本研究では、主には刺激の物理的な時空間的特
性に関する人間の知覚・認知・感性・感情の情報処理過程の特
性の解明を通して、人間の情報処理システムの限界や制約、可
能性及び生活環境に潜む潜在的危険の回避等の問題に対する指
針を示すことを主要な目的としている。これまでの研究成果に
関しては、学会や査読付き投稿論文として学術的知識の普及・
啓発を目的として発表するだけではなく、専門書や一般向けの
単行本、新書などとして公表し、高い評価を得ている。

【社会、経済、文化的意義】
　(1)は新聞(千葉日報、2016年5月30日、読売新聞、同年8月19
日)やウェブ記事(PR TIMES、同年5月24日)で紹介された。視覚
的な情報処理の時間的精度が感情によって上昇する可能性を示
したことが多くの関心を集めた。(2)はウェブ記事(マイナビ
ニュース、 2017年8月3日)で紹介された。運動捕捉と誘導運動
という全く異なる運動錯視の成立原理を示したことが関心を持
たれた。(3)は雑誌(月間ガバナンス、2019年8月1日)や新聞
（東京新聞、同年9月22日）に書評が掲載された。また、本報
告の対象期間中だけでも、映像情報処理や健康管理、社会の安
全管理、哲学などに関する学術集会(8回)、技術講習(5回)、各
種団体における職員研修(3回)、一般市民向け講習会への招待
講演(5回)を多数実施してきており、広く、社会から研究成果
に対して評価され、関心が向けられている。
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情的処理の実験心理学的方法論に基づ
く解明

　刺激の時空間的特性についての知覚
や認知の内容は、物理的特性から乖離
しやすい。この乖離における規則性を
実験心理学的方法論に基づいて解明す
ることを通して、知覚・認知情報処理
機構の理解を目指している。また、知
覚・認知的処理と密接に相互影響して
いる感性・感情的処理の解明を通して
人間の時空間情報処理の総合的理解を
試みている。
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(1)

Yoshihiro
Ishitani,
kensuke Oki,
and Hideto
Miyake

Statistics of
excitonic
energy states
based on
phononic-
excitonic-
radiative
model

Japanese
Journal of
Applied
Physics

58 SCCB34 2019

(2)

Yoshihiro
Ishitani,Tomo
yuki
Aoki,Hidenori
Funabashi,Ken
Morita

Selective
thermal
radiation at
longitudinal
optical
phonon energy
under
geometric
condition of
metal-
semiconductor
mesa stripe
structures

Applied
Physics
Letters

113 192105 2018

(3)

Kensuke
Oki,Bei
Ma,Yoshihiro
Ishitani

Population
decay time
and
distribution
of exciton
states
analyzed by
rate
equations
based on
theoretical
phononic and
electron-
collisional
rate
coefficients

Physical
Review B

96 2017

2 13020

半導体、
光物性お
よび原子
物理関連

フォノン制御を利用したデバイスの研
究

　LED、トランジスタ、太陽電池は創
エネ・省エネ社会を発展させる基盤的
半導体デバイスである。本研究では従
来の電子制御を中心とするこれらのデ
バイス設計から格子振動の量子である
フォノン制御を入れた統合的設計によ
り、デバイス内部の熱制御や新機能デ
バイスの創製を行う。特にフォノン排
除やナノ‐マイクロ構造を用いた室温
量子干渉と縦光学フォノン共鳴THz輻
射を対象とする。

S

　2016年に応用物理学会において優秀論文賞を受賞している。
これは、ここ数年の論文を再度考察して一部解析等を行いまと
めたもので高く評価された。窒化物半導体におけるフォノンを
利用した物性評価では定評があると判断される。フォノン制御
に関する研究では、2013年の科学研究費補助金において研究代
表として挑戦的萌芽研究2件、基盤研究（B）２件、新学術領域
における計画研究班１件が採択されており、研究意義が認めら
れている。2018年には国際学会における招待講演４件の講演を
行い、このうち１件は窒化物半導体の最も権威ある２学会の１
つである。本成果は論文（１）にまとめられている。研究成果
（２）はこれまでのTHz輻射温度を大きく上げるものであり、
（３）はフォノンを考慮することにより従来解釈不可能であっ
た紫外輻射の実効寿命の温度変化を説明するものである。

10.7567/1347-4065/ab09e2

10.1063/1.5047458

10.1103/PhysRevB.96.20520
4
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Toshiyuki
Nakata,Ryusuk
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Noda,Shinobu
Kumagai,Hao
Liu

A simulation-
based study
on
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Acta
Mechanica
Sinica

34 1048-1060 2018
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Toshiyuki
NAKATA,Ryusuk
e NODA,Hao
LIU
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enhances the
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performance
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study

Journal of
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and
Engineering

13
17-00666-17-
00666

2018

(3)

Richard J.
Bomphrey,Tosh
iyuki
Nakata,Nathan
Phillips,Simo
n M. Walker

Smart wing
rotation and
trailing-edge
vortices
enable high
frequency
mosquito
flight

Nature 544 92-95 2017

(1)

Hao
Liu,Sridhar
Ravi,Dmitry
Kolomenskiy,H
iroto Tanaka

Biomechanics
and
biomimetics
in insect-
inspired
flight
systems

Philosophica
l
Transactions
of the Royal
Society B,

371 20150390 2016
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C. Rao, T.
Ikeda, T.
Nakata, H.
Liu

Owl-inspired
leading-edge
serrations
play a
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in
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force
production
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Bioinspir.
Biomim

12 046008 2017

(3)

Lijian
Xu,Fuyou
Liang,Lixu
Gu,Hao Liu

Flow
instability
detected in
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versus
unruptured
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aneurysms at
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artery

Journal of
Biomechanics
.

72 187-199 2018

10.1007/s10409-018-0789-5

10.1299/jbse.17-00666

10.1038/nature21727

4 19010
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バイオメカニクス、バイオミメティク
ス、生物規範工学

　生物生命システムのバイオメカニク
スの研究を行い、計算力学的方法、実
験力学的手法および実現象の計測を統
合した三位一体のプラットフォームを
構築することにより、昆虫や鳥の飛
行、水中生物の遊泳、ヒト心臓血管系
などにおける複雑な生物流体現象、流
体柔軟構造の連成現象、空力音響学、
生物運動制御機構、バイオ熱現象、マ
ルチスケール血行力学現象などの基本
原理を総合的に探求している。

S S

【学術的意義】
　長い自然淘汰による進化で獲得された生物運動の多様性、最
適性、ロバスト性を抽出し、生き物のもつ優れた形態や構造、
機能やシステムなどを模倣（バイオミメティクス:
biomimetics）、もしくは規範（バイオインスピレーション:
bioinspiration）とする新しいテクノロジーとして、例えば昆
虫・鳥を規範とした超小型羽ばたき飛行ロボットや次世代ド
ローン、生物翼規範型小型風車や流体機械などの研究開発が行
われている。これにより、生物に学ぶbiomechanics,
biomimetics, bioinspirationというストラテジーは、生物学
と工学を橋渡すことにより、省エネルギー・省資源型モノづく
りに基づく持続可能なIoT技術革新、すなわち生物規範工学
（bioinspired engineering）の創出につながることが期待さ
れている。高被引用論文数:は6550（Google Citation）以上に
上り、新学術領域研究や&ImPACT研究及び本学のグローバルプ
ロミネント研究基幹といったプロジェクトを多数主宰してい
る。

【社会、経済、文化的意義】
　上記の通り、当該研究は新学術領域としての生物規範工学の
創出による省エネルギー・省資源型モノづくりに基づく持続可
能なIoT技術革新につながることが期待される。特に生物を規
範とした次世代ドローンなどについては近年実用面で注目度が
急速に高まっている研究対象であり、マスコミ報道も多数され
ていることからも、社会的な意義は極めて高いものであると言
える。

10.1098/rstb.2015.0390

10.1088/1748-3190/aa7013

 
10.1016/j.jbiomech.2018.0
3.014

3 19010
流体工学

関連

次世代型ドローンの創製に向けた生物
飛行メカニズムの研究

　墜落しにくく、墜落しても安全な次
世代型ドローンの創製に向けて、特に
飛翔昆虫の飛翔メカニズムと、その力
学的設計原理の解明を目指した研究を
行っている。

S

　生物飛行は複雑であるため、工学的な見地から見て未解明の
部分が多いが、数値計算・風洞実験・ロボティクスなどの機械
工学のこれまでの知見を駆使したアプローチは独創性・新規性
が高い。特に、飛翔生物の柔らかさに関する研究は世界の最先
端であり、関連学会でも評価され、2018年に瀬口賞、2019年に
日本機械学会奨励賞（研究）を受賞、またJBSE Graphics of
the Year AwardsとJBSE Papers of the Year Awardsを2019年
に同時受賞した。また、生物学者との共同研究の成果はトップ
ジャーナルの一つであるNatureへ掲載され、世界的に注目を集
めた。
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(1)

森吉　泰生,水
嶋　教文,上野
涼,窪山　達
也,金　尚明

実車計測によ
る乗用車燃費
シミュレー
ションモデル
の開発とその
活用 （第2
報）

自動車技術会
論文集

49 562-567 2018

(2)

金　尚明,森吉
泰生,窪山　達
也,松本　脩,
水嶋　教文,小
澤　正弘,山口
恭平,鈴木　央
一

ディーゼル乗
用車における
実路走行時NOx
排出予測モデ
ルに関する研
究

自動車技術会
論文集

49 574-580 2018

(3)

Y.Moriyoshi,
T. Kuboyama,
M. Kaneko, T.
Yamada and H.
Sato

Fuel
Stratificatio
n Using Twin-
Tumble Intake
Flows to
Extend Lean
Limit in
Super-Lean
Gasoline
Combustion

SAE
Technical
paper

2018

(1)

窪山達也，工
藤毅暁，森吉
泰生，坂上
聡，金子成彦

ターボチャー
ジャにおける
伝熱と摩擦損
失の解析

自動車技術会
2017年春季大
会学術講演会

2017

(2)

Satoshi
SAKAGAMI,Akan
e
UEMICHI,Yudai
YAMASAKI,Shig
ehiko
KANEKO,Tatsuy
a
KUBOYAMA,Yasu
o MORIYOSHI

Development
of the
mathematical
model for the
prediction of
friction loss
in
turbocharger
bearing
components

日本機械学会
論文集

84
18-00127-18-
00127

2018

(3)
Tatsuya
Kuboyama

A Study about
heat transfer
and friction
losses in a
prediction
performance
of a
turbocharger
for 1D engine
simulation

Internationa
l Conference
on
Turbocharger
s and
Burbochargin
g Asia
Pacific,
ImechE

2019

10.11351/jsaeronbun.49.56
2

10.11351/jsaeronbun.49.57
4

10.4271/2018-01-1664

6 19020
熱工学関

連

自動車用ターボチャージャのモデリン
グ及び高効率ターボチャージャの開発

　本研究は、従来は一括して取り扱わ
れてきた自動車用ターボチャージャに
おける伝熱、脈動、機械摩擦がターボ
チャージャ効率に及ぼす影響を分離し
て解析し、モデルベース開発において
鍵となる１次元エンジンシステムモデ
ルに適用するための高精度なターボ
チャージャモデルを構築している。さ
らに、これらの知見に基づき、大学間
連携のもと、高効率なターボチャー
ジャの開発したものである。

SS S

【学術的意義】
　本研究は、内閣府戦略的イノベーション創造プロジェクト
（SIP）「革新的燃焼技術」のもと実施されたものである。主
な成果は、１．過給機の総合効率を66.8%（従来49%、⽬標
64%）まで高めることに成功。これにより、自動車用ガソリン
エンジンの最高熱効率を51.5%まで高めることに貢献した。
（最新の高効率ガソリンエンジンの最高熱効率は40%程度）
　２．タービン、コンプレッサの性能を広い流量、圧⼒⽐範囲
で計測し、過給機の脈動流下での特性、伝熱・摩擦の影響を明
らかにした。また、乗⽤⾞内燃機関メーカーがエンジンの開発
ツールとして⽤いているGT-POWER(⼀次元⾮定常熱流動解析
ツール)に空⼒（特に⾮定常）、伝熱、軸受モデルを組み⼊
れ、過給機を含んだエンジンシステムの予測精度を⾶躍的に向
上した。

【社会、経済、文化的意義】
　これらの成果により、実用性が高く優れた開発・研究成果に
対する表彰であるターボ機械協会の技術賞を受賞した。また、
英国機械学会（IMechE）が主催する国際会議における講演に招
待される（３）など、国内外で高い評価を得ている。

10.1299/transjsme.18-
00127

5 19020
熱工学関

連

実走行時の車両燃費改善と低公害化の
研究

　自動車からの二酸化炭素や有害物質
の排出規制が行われてきたが、十分な
効果がみられない地域がある。これ
は、試験モードと実走行パターンが異
なるためで、実走行状態で規制を行う
ことが検討されている。本研究では、
実走行での試験方法の提案と、実走行
での燃費と低公害を両立する燃焼方式
の提案を行った。

SS S

【学術的意義】
　欧州では実走行時の排気や燃費の規制が実施されているが、
日本でもその導入が必要とされている。千葉大学の内燃機関の
研究は国内外から高く評価されており（文科省によるミッショ
ンの再定義での強みとして評価、JST俯瞰での評価、国内外か
らの招待講演多数、IEA燃焼TCPでの評価、国や民間からの受託
／共同研究、大学発ベンチャー設立など）、文科省の特別設備
費によるシャシーダイナモ設備が設置されている工学研究院附
属次世代モビリティパワーソース研究センター（経産省の拠点
形成プログラムで整備）と自動車技術総合機構・交通安全環境
研究所とが共同で、日本での規制方法の提案や燃費改善技術の
提案を行っている．また、内閣府のSIP（革新的燃焼技術）で
内燃機関の熱効率を50％以上にするための研究が2014～2018年
度にかけて行われた。千葉大学は中心的な役割を果たし、要素
技術の開発（ターボ機械協会賞受賞）、シミュレーションモデ
ルの開発、燃焼変動制御技術の開発などを行った。さらに、大
学発ベンチャー企業による産学連携コンソーシアムを企画し、
実走行時でも高効率な高過給ガソリンエンジンシステムの提案
と大型ガスエンジンの高効率化の研究を行っている。また、経
済産業省や国土交通省からの受託で、自動車の燃費や排ガスの
評価や改善方法の研究行っている。

【社会、経済、文化的意義】
　これらの技術を実用化することで、世界的に深刻な問題とし
て解決が求められている、大都市や幹線道路沿いでの大気汚染
低減と、二酸化炭素排出削減に大きく寄与することができ社会
的な意義は極めて大きい。
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board UAV JX-
1

 
Internationa
l Journal of
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38 2745-2756 2017
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Bambang
Setiadi,
Daniele
Perissin,
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Pierre-
Phillipe
Mathieu,
Minoru Urai,
and
Hasanuddin
Zainal Abidin

Analysis of
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Sedimentation
Impact to
Jakarta Giant
Sea Wall
Using PSI
ALOS PALSAR

IEEE
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Letters
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13 1472-1476 2016

(3)

Qi Luo,
Steven Gao,
Mohammed
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Josaphat
Tetuko Sri
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Gao Wei,
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IEEE
Transactions
on Antenna
and
Propagation

64 2255-2262 2016

10.1080/01431161.2016.127
5057

10.1109/LGRS.2016.2592940

10.1109/TAP.2016.2551260

7 21020
通信工学

関連

先端マイクロ波リモートセンサ・その
応用の開発

　本研究では、小型衛星をはじめ、航
空機、無人航空機などに搭載できる円
偏波合成開口レーダ（CP-SAR)の開発
を行っている。このセンサが円偏波特
性で災害、都市インフラ、農林、海洋
などを監視して、新たなリモートセン
シングの画像解析手法が誕生できる。
また、このCP-SAR画像によるInSAR、
DInSAR、PS-InSARなどの手法で局所お
よびグローバルで災害と環境を観測す
ることができる。

SS SS

【学術的意義】
　本研究は、国内外機関との共同研究により実施し、2016～
2019年度に特許出願３件、招待講演65回、メディア報道27回、
書籍（IEEE等）５件、学会受賞10回に上った。(１)～(３)の研
究成果は、IFの高い国際論文誌かつリモートセンシング分野に
おいてTop１-10%の論文で発表され、学術的貢献度は高い。
SATREPSプログラムにも、マレー半島での地滑り観測にこの技
術を応用して、国際的にも貢献している。

【社会、経済、文化的意義】
　社会的意義： CP-SARの開発・実証によって、災害等の目標
を高精度で監視でき、新たな防災・減災対策のツールとしての
幅広い活用が期待できる。
　経済的意義：小型衛星をはじめ、有人・無人航空機に搭載で
きるCP-SARの開発と応用拡大によって、災害対応等、様々な応
用への拡大と大きな経済的効果につながる。
　文化的意義：このCP-SARの技術は、日本のSAR分野の研究・
教育レベルの向上につながり、環境リモートセンシングに新し
い局面を切り拓くものである。

21-11-
1

○
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Tian,Young-
june
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cooperative
communication
nodes control
and
optimization
reliability
for resource-
constrained
WSNs

Neurocomputi
ng

270 122-136 2017

(2)

Yuxin Liu,
Anfeng liu,
Yanling Hu,
Zhetao Li,
Young-June
Choi, Hiroo
Sekiya, and
Jie Li

FFSC: An
Energy
Efficiency
Communication
s Ap-proach
for Delay
Minimizing in
Internet of
Things

IEEE ACCESS 1-1 2016

(3)

Zhuangbin
Chen,Anfeng
Liu,Zhetao
Li,Young-June
Choi,Hiroo
Sekiya,Jie Li

Energy-
Efficient
Broadcasting
Scheme for
Smart
Industrial
Wireless
Sensor
Networks

Mobile
Information
Systems

2017 1-17 2017

8 21020
通信工学

関連

無線通信の改善に関する研究

　IoTネットワークでは高度分散情報
処理、通信技術が求められている。主
に分散通信方式に対して、スループッ
ト特性、遅延特性等の改善を目指した
プロトコル設計を行っている。

SS

　本研究は主として国際共同研究で進めている。（１）～
（３）の研究成果（論文）はいずれも当該分野においてインパ
クトファクタの高い国際論文誌で発表されたものである。ま
た、クラリベイトアナリティクス社の分析によれば、いずれも
Computer Science, Engineering分野において、Top１%, Top１
-10%に含まれる論文とされており、多くの論文に引用されてい
ることからも、学術的貢献度は高いと言える。

10.1016/j.neucom.2016.12.
105

10.1109/ACCESS.2016.25882
78

10.1155/2017/7538190
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yuki
Watanabe,Kazu
hiro
Kudo,Jun-ichi
Nishida,Yoshi
ro
Yamashita,Hid
eo
Fujikake,Shiz
uo
Tokito,Toshih
iro Yamamoto

High Current
Operation of
Vertical-type
Organic
Transistor
with
Preferentiall
y Oriented
Molecular
Film

AIP Advances 6 45010 2016

(2)

工藤一浩他
（日本学術振
興会将来加工
技術第136委員
会編）

ハイテク五十
年史に学ぶ将
来加工技術

日本工業出版 240-250 2019

(3)

(1)

T.Kimura,
Y.Kishimoto,
M.Omura, and
K.Hashimoto

3.5 GHz
longitudinal
leaky surface
acoustic wave
resonator
using a
multilayered
waveguide
structure for
high acoustic
energy
confinement

Japanese
Journal of
Applied
Physics

57 07LD15 2018

(2)

X.Li, J.Bao,
Y.Huang,
B.Zhang,
T.Omori, and
K.Hashimoto

Use of
Hierarchical
Cascading
Technique for
FEM Analysis
of Transverse
Mode
Behaviors in
Surface
Acoustic Wave
Devices

Proceedings
of IEEE
Internationa
l
Ultrasonics
Symposium

2018

(3)

B.Zhang,
T.Han,
G.Tang, X.Li,
Y.Huang,
T.Omori, and
K.Hashimoto

Impact of
coupling
between
multiple SAW
modes on
piston mode
operation of
SAW
resonators

Proceedings
of IEEE
Internationa
l
Ultrasonics
Symposium

2017

10.1063/1.4947203

10 21060

電子デバ
イスおよ
び電子機
器関連

高周波弾性波デバイスの高性能化に関
する研究

　高周波弾性波デバイスは携帯電話・
スマートフォン等の移動体通信機器に
必要欠かさざる電子部品である。当該
教員はその分野で多くの卓越した業績
を挙げ、世界的に極めて著名である。
産業界との連携も熱心で、開発された
技術の多くが実用化され、また研究室
が輩出した多くの研究者・技術者が業
界を先導している。

SS SS

【学術的意義】
　これまでの業績に対して、以下の受賞があり、学術的意義が
高いと言える。
平成30年４月 文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部門）「高
周波弾性表面波デバイスの高性能化に関する研究」
平成29年10月 IEC1906賞「For his work as a key expert of
IEC TC49/WG10 for ７ years, and important contribution
as project leader for the development of three
International Standards on piezoelectric SAW and BAW
filters」
平成27年４月 第47回市村産業賞貢献賞「高周波弾性表面波デ
バイス用最適圧電基板42-LTの開発」
　また、指導している博士後期課程学生が以下の賞を受賞し
た。
（１） 優秀論文賞、（２）並びに（３） Student Best Paper
Comeptition Finalist

【社会、経済、文化的意義】
　当研究は、我々の生活から切り離すことのできない、携帯電
話・スマートフォン等の移動体通信機器に必要欠かさざる電子
部品の高性能化を実現するものであり、社会・経済・文化的に
大きな意義があるといえる。

10.7567/JJAP.57.07LD15

10.1109/ULTSYM.2018.85800
48

10.1109/ULTSYM.2017.80921
09

9 21050
電気電子
材料工学

関連

機能性有機薄膜の基礎物性研究とフレ
キシブル電子デバイスへの応用研究

　主な研究テーマはフレキシブルデバ
イス、有機ＥＬ用トランジスタなどの
ディスプレイデバイス、相転移型トラ
ンジスタ、バイオセンサなど次世代の
分子電子デバイスへの応用研究を進め
ている。

S

　先駆的な有機デバイスの研究において特に縦型有機トランジ
スタと有機EL素子を積層した有機発光トランジスタ、段差型有
機トランジスタなど著しい成果を挙げた。また、有機半導体に
有効な熱刺激電流、容量-電圧特性によるキャリアトラップ密
度の研究を通じて、物性評価においても多大な業績を挙げ応用
物理学会の分科会業績賞（2016年９月）を受賞した。また、英
国物理学会のOutstanding Reviewer Awards (2016年)を受賞
し、世界的にも業績と学会誌の査読結果も高い評価が得られて
いる。以上の客観的事実から、本研究業績の学術的意義は当該
分野において卓越した水準にあると判断される。
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Hongwei
Zhang,Takaomi
Itoi,Takehisa
Konishi,Yasuo
Izumi

Dual
photocatalyti
c roles of
light: charge
separation at
the band gap
and heat via
localized
surface
plasmon
resonance to
convert Co2
into Co over
silver-
zirconium
oxide

Journal of
the American
Chemical
Society

141 6292–6301 2019

(2)

Takaomi
Itoi,Azizan
Bin
Mohamad,Ryo
Suzuki,Keigo
Okagawa

Microstructur
e evolution
of a
dissimilar
junction
interface
between an Al
sheet and a
Ni-coated Cu
sheet joined
by magnetic
pulse welding

Materials
Characteriza
tion

118 142-148 2016

(3)

Akihiko
Yoshikawa,Kaz
uhide
Kusakabe,Naok
i
Hashimoto,Eun
-Sook
Hwang,Daichi
Imai,Takaomi
Itoi

Systematic
study on
dynamic
atomic layer
epitaxy of
InN on/in +c-
GaN matrix
and
fabrication
of fine-
structure
InN/GaN
quantum
wells: Role
of high
growth
temperature

Journal of
Applied
Physics

120 225303 2016

10.1021/jacs.8b13894

10.1016/j.matchar.2016.05
.021

10.1063/1.4967928

11 26040

構造材料
および機
能材料関

連

透過型電子顕微鏡(TEM)観察による
種々の物質のキャラクタリゼーション

　本研究では、種々の物質において透
過型電子顕微鏡を用いてナノ組織およ
び原子の直接観察を行い、その構造解
析を行っている。先端的軽量化材料の
創製（輸送機器の軽量化による燃費改
善）、カーボンニュートラル、高効率
太陽電池などの環境負荷軽減を目的と
したマテリアルサイエンスであり、機
能および強度発現のメカニズム解明に
関する内容である。

S S

【学術的意義】
　（１）は、銀ナノ粒子-酸化ジルコニウム上で生じる二酸化
炭素から一酸化炭素への触媒反応（光還元）において、銀ナノ
粒子が酸化ジルコニウムと異物を介することなく原子レベルで
直接接触しており、研究の中核となる表面局在反応が明確に生
じていることを明らかにした。
　（２）は異種金属接合における接合界面での非晶質相の形成
に起因する界面強度の向上のメカニズムに関する組織学的知見
を得た。
　（３）は成膜温度の異なるInN/GaN試料について、TEMを用い
て原子レベルの構造解析を行い、GaN内の転位密度や、InNと
GaN界面での欠陥構造を明らかにすることで薄膜製造技術の確
立に貢献した。このように幅広い物質に対して、ナノテクに必
要不可欠なTEMおよび高角度暗視野散乱（HAADF-STEM）法を用
いて原子の直接観察によるナノキャラクタリゼーションを行
い、物質の機能や強度の発現メカニズムの解明に幅広く貢献し
ている。

【社会、経済、文化的意義】
　当該研究は広く材料の高機能化、高強度化、また環境負荷軽
減等につながるものであり、社会的な意義が極めて高いもので
あるということができる。
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(1)

Natsuki
Nakajima,Masu
mi
Yamada,Shunta
Kakegawa,Mino
ru Seki

Microfluidic
System
Enabling
Multistep
Tuning of
Extraction
Time Periods
for Kinetic
Analysis of
Droplet-Based
Liquid–Liquid
Extraction

Analytical
Chemistry

88 5637-5643 2016

(2)

Masumi
Yamada,Wataru
Seko,Takuma
Yanai,Kasumi
Ninomiya,Mino
ru Seki

Slanted,
asymmetric
microfluidic
lattices as
size-
selective
sieves for
continuous
particle/cell
sorting

Lab on a
Chip

17 304-314 2017

(3)

Ryoken
Ozawa,Hideki
Iwadate,Hajim
e
Toyoda,Masumi
Yamada,Minoru
Seki

A numbering-
up strategy
of
hydrodynamic
microfluidic
filters for
continuous-
flow high-
throughput
cell sorting

Lab on a
Chip

19 1828-1837 2019

12 27040

バイオ機
能応用お
よびバイ
オプロセ
ス工学関

連

マイクロフルイディクスを活用する細
胞・微粒子の分離選抜システムとその
応用

　微小な流路構造の内部に安定に形成
される層流系を利用して、マイクロ
メートルサイズの微粒子や細胞を正確
に分離・選抜し、あるいは溶液交換を
行うための新規システム開発を行って
いる。特に血液中に含まれる特定の細
胞の選抜などにおいて高い分離精度を
発揮できることを確認し、医療・生化
学・精密粒子合成における有用性を実
証した。

S

　マイクロ流体デバイスを用いた細胞や微粒子分離技術は多数
報告されているが、簡便かつ精密に特定の細胞分離システムと
して実用化されている例は多くない。本研究では、これまでの
手法のもつ課題として、低い処理量、流路の閉塞などに対応で
きる新しい原理を開発し実証した。例として、傾斜した非対称
格子流路、高密度並列化流路などを提案し、その有用性を確認
することができた。また、溶液交換の原理に基づいて新しい化
学・生化学分析を行うための装置を開発した。これらの成果に
ついては、これまでにIF=5点以上のジャーナルに多数発表を
行っており、特に細胞分離システムについては、企業との共同
研究によって実際の製品化間際の段階にあり、社会的なインパ
クトも大きいと言える。

10.1021/acs.analchem.6b00
176

10.1039/C6LC01237J

10.1039/C9LC00053D
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(1)

Ling Li,Maiko
Furubayashi,S
hifei
Wang,Takashi
Maoka,Shigeko
Kawai-
Noma,Kyoichi
Saito,Daisuke
Umeno

Genetically
engineered
biosynthetic
pathways for
nonnatural
C60
carotenoids
using C5-
elongases and
C50-cyclases
in
Escherichia
coli

Sci. Rep. 9 2019

(2)

Ling Li,Maiko
Furubayashi,T
akuya
Hosoi,Takahir
o Seki,Yusuke
Otani,Shigeko
Kawai-
Noma,Kyoichi
Saito,Daisuke
Umeno

Construction
of a
Nonnatural
C60
Carotenoid
Biosynthetic
Pathway

ACS. Synth
Biol.

8 511-520 2019

(3)

Miki
Tashiro,Hiros
hi
Kiyota,Shigek
o Kawai-
Noma,Kyoichi
Saito,Masahik
o
Ikeuchi,Yoko
Iijima,Daisuk
e Umeno

Bacterial
Production of
Pinene by a
Laboratory-
Evolved
Pinene-
Synthase

ACS. Synth
Biol.

5 1011-1020 2016

10.1038/s41598-019-39289-
w

10.1021/acssynbio.8b00385

10.1021/acssynbio.6b00140

13 27040

バイオ機
能応用お
よびバイ
オプロセ
ス工学関

連

ダーウィン進化プロセスを用いた生合
成工学

　複数のタンパク質と核酸、酵素など
の共同によって創発する分子機能のな
かでも、とくに生合成経路の新規早出
のために、進化分子工学の手法（多様
化とそれに伴う淘汰を繰り返す）を適
応するための技術論を確立するととも
に、天然の生合成経路の構成的実験進
化学を展開している。

S 　

　テルペノイド・カロテノイドなどを中心に、生合成工学に新
しいロジックを拓くものとして、科学研究費補助金新学術領域
計画班、JSTさきがけ研究などに採択されている。
　長ステップの生合成機能の細胞への実装技術を含め、各種生
合成「工法」は世界的に評価が高く、アメリカ化学会紙ACS
Synthetic Biologyの編集委員、生物工学会編集委員、J Gen.
Appl. MicrobiolのSection Editorなどを勤めている。
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(1)

Peter Krü
ger,Melita
Sluban,Polona
Umek,Peter
Guttmann,Carl
a Bittencourt

Chemical Bond
Modification
upon Phase
Transformatio
n of TiO2
Nanoribbons
Revealed by
Nanoscale X-
ray Linear
Dichroism

Journal
Physical
Chemistry C
/Americal
Chemical
Society

121 17038-17042 2017

(2)
Peter Krü
ger,Thijs J.
H. Vlugt

Size and
shape
dependence of
finite-volume
Kirkwood-Buff
integrals

Physical
Review E /
American
Physical
Society

97 2018

(3)

Lamia
Kasmi,Matteo
Lucchini,Luca
Castiglioni,P
avel
Kliuiev,Jürg
Osterwalder,M
atthias
Hengsberger,L
ukas
Gallmann,Pete
r Krü
ger,Ursula
Keller

Effective
mass effect
in attosecond
electron
transport

Optica /
Optical
Society of
America

4 1492 2017

14 29020

薄膜およ
び表面界
面物性関

連

新ナノ物質の原子構造と電子性質の研
究

　エネルギー材料や電子デバイスの有
効率の改善を目指し、新ナノ物質の原
子構造と電子性質を理論的に研究す
る。第一原理手法で計算した電子状態
に基づき、分光理論を開発の上、実験
結果を解析・予想する。超速や共鳴の
電子励起プロセスを解明する。また、
溶解・アモルファス物性の統計熱力学
の計算法を開発する。

S 　

　論文（１）の研究はエネルギー・環境問題と関係があり、新
しい太陽電池・光触媒の物質の物理・科学の性質を調べたう
え、初めてX線吸収スペクトルから、ナノ粒子の結晶軸方向を
求めることができた。
　論文（２）は液体熱力学論で、厳密な式を求めたうえ、分子
動力学ミュレーションにおける誤差を非常に減少できた。
　論文（３）は金属中の電子のアト秒動力学を測定し、バンド
分散というコンセプトのタイムスケールを解明した。
　雑誌のIFは7.5、論文（３）は「Science Magazine」2018.
１.26付にて紹介された。

10.1021/acs.jpcc.7b06968

10.1103/PhysRevE.97.05130
1

10.1364/OPTICA.4.001492
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Yuya Tanaka,
Keitaro
Ikegami,
Taichi
Maruyama,
Hiroumi
Kinjo, Hisao
Ishii

Direct
observation
of charged
state in C60-
based field-
effect
transistor
using
operando
photoelectron
yield
spectroscopy

Applied
Physics
Express

11 081601 2018

(2)

T. Sato,K. R.
Koswattage,Y.
Nakayama,H.
Ishii

Density of
states
evaluation of
an insulating
polymer by
high-
sensitivity
ultraviolet
photoemission
spectroscopy

Appl. Phys.
Lett.

110 111102 2017

(3)

Tomoya Sato,
Hiroumi
Kinjo, Junki
Yamazaki and
Hisao Ishii

1015cm−3eV−
1level
detection of
density of
states of a
p-type
polymer byhν
-dependent
high-
sensitivity
ultraviolet
photoemission
spectroscopy

Applied
Physics
Express

10 11602 2016

10.7567/APEX.11.081601

10.1063/1.4978529

10.7567/APEX.10.011602

15 29030
応用物理
一般関連

高感度光電子分光による半導体材料の
ギャップ内準位、キャリア状態の解明

　エレクトロニクス材料の特性を理解
するうえでバンドギャップ内の準位や
伝導準位に収容される電子の状態の解
明は不可欠である。本研究では、これ
まで困難であったこれらの準位の直接
観測を可能にする手法の開発に成功し
た。

S

　半導体材料のエレクトロニクス応用においては、バンド
ギャップ内に存在するトラップなどの微弱な準位の状態密度を
把握することが素子開発研究において不可欠となっている。し
かしながら、バンドギャップ内の準位を直接的に計測する手法
がなく、これまで電気特性などから間接的に推定されてきた。
本研究では、独自に開発した高感度光電子分光やOperando光電
子収量分光により、それらの準位の直接的な計測に成功した。
これらの手法は、実際のデバイス開発において重要なツールに
なると期待される。
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(1)

J. Lee, Y.
Arita, S.
Toyoshima, K.
Miyamoto, P.
Panagiotopoul
os, E.
Wright, K.
Dholakia, T.
Omatsu

Photopolymeri
zation with
light fields
possessing
orbital
angular
momentum:
Generation of
helical
microfibers

ACS
Photonics

5 4156–4163 2018

(2)

Takashige
Omatsu,Katsuh
iko
Miyamoto,Kohe
i
Toyoda,Ryuji
Morita,Yoshih
iko
Arita,Kishan
Dholakia

A New Twist
for Materials
Science: The
Formation of
Chiral
Structures
Using the
Angular
Momentum of
Light

Advanced
Optical
Materials

7 1801672 2019

(3)

16 30020

光工学お
よび光量
子科学関

連

キラルな光(光渦)に関する研究

　光に依存しない螺旋波面に由来する
軌道角運動量とキラリティーを持つ光
波を総称して光渦と呼ぶ。これまで光
渦を微粒子でない均質な物質に照射す
ると、光圧理論の予測をはるかに超え
た様々な物理現象が起こることを発見
してきた。例えば、光渦を照射する
と、物質はサブ波長スケールのキラル
な螺旋構造へと変形する。この現象は
従来の光物質科学の常識を完全に覆
す。

SS S

【学術的意義】
　光渦の軌道角運動量が作用すると、物質がナノ・マイクロス
ケールの螺旋構造体に変形するという「キラル構造化現象」を
世界で初めて発見した。驚くべきことには、この現象は室温・
大気雰囲気中で起こり、特殊な環境（超真空・極低温）を一切
必要としない。従来の物質科学の常識を根底から覆す一連の研
究は独創性の高い研究として、国内外の高い注目を集めてい
る。事実、解説記事で一流学術誌Scienceに取りあげられた。
また、過去４年間で実に40回以上の国際会議で基調講演・招待
講演を行った。最近の関連発表論文はすべてWeb of Scienceの
Top10%論文である。
　これらの業績によって、2016年The Optical Society
（OSA）・Fellow表彰、文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部
門）、双葉電子記念財団賞、2019年The International
Society for Optics and Photonics（SPIE）・Fellow表彰を受
賞している。さらに、OSA Director At Large、OSAの学術誌
OSA Continuumの初代Editor in Chiefを務めるなど、国際的に
も非常に高い評価を得ている。2022年には環太平洋で最大規模
の国際会議CLEO Pacific Rimの議長を務めることも決まってい
る。

【社会、経済、文化的意義】
　あらゆる物質のマクロなキラリティーを光だけで操作でき
る。従来の光科学や物質科学の常識を覆すこの研究によって、
エレクトロニクスやエネルギー、環境に大きなブレークスルー
をもたらす高効率でかつ省エネルギーな高い耐環境性素子・素
材の開発や化学反応プロセス革命による機能性物質の創成、ひ
いては、薬品コストの大幅な低減などが期待される。このよう
に様々な応用の可能性が広がっており、社会的な意義は極めて
高いといえる。

10.1021/acsphotonics.8b00
959

 10.1002/adom.201801672



著者・発表者等 タイトル・表題等
発表雑誌・出版

社
・会合等

巻・号 頁 発行・発表年等

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
小区分名

小区分
番号

業
績
番
号

掲載論文のDOI
（付与されている場合）

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）

【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、
文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業

績
番号

共
同
利
用
等

(1)

Katsuhiko
Miyamoto,Bong
Joo Kang,Won
Tae Kim,Yuta
Sasaki,Hiroma
sa
Niinomi,Koji
Suizu,Fabian
Rotermund,Tak
ashige Omatsu

Highly
intense
monocycle
terahertz
vortex
generation by
utilizing a
Tsurupica
spiral phase
plate

Scientific
Reports･
Springer
Nature

6 2016

(2)

Takashige
Omatsu,
Katsuhiko
Miyamoto,
Andrew J. Lee

Wavelength-
versatile
optical
vortex lasers

Journal of
Optics･ IOP
Publishing

19 123002 2017

(3)

Shungo
Araki,Kana
Ando,Katsuhik
o
Miyamoto,Taka
shige Omatsu

Ultra-widely
tunable mid-
infrared (6–
18  μm)
optical
vortex source

Applied
Optics･ The
Optical
Society

57 620 2018

(1)

Nagahiro
Hoshi,Masashi
Nakamura,Chik
ara
Yoshida,Yuta
Yamada,Masayo
shi
Kameyama,Yohe
i Mizumoto

In-situ high-
speed AFM of
shape-
controlled Pt
nanoparticles
in
electrochemic
al
environments:
Structural
effects on
the
dissolution
mechanism

Electrochemi
stry
Cummunicatio
ns

72 5-9 2016

(2)

Fumiya
Sugimura,Nana
mi
Sakai,Tetsuya
Nakamura,Masa
shi
Nakamura,Kats
uyoshi
Ikeda,Toshio
Sakai,Nagahir
o Hoshi

In situ
observation
of Pt oxides
on the low
index planes
of Pt using
surface
enhanced
Raman
spectroscopy

Physical
Chemistry
Chmical
Physics

19 27570-27579 2017

(3)

Keiichiro
Saikawa,Masas
hi
Nakamura,Naga
hiro Hoshi

Structural
effects on
the
enhancement
of ORR
activity on
Pt single-
crystal
electrodes
modified with
alkylamines

Electrochemi
stry
Cummunicatio
ns

87 5-8 2018

10.1038/srep38880

10.1088/2040-8986/aa9445

10.1364/AO.57.000620

18 32010
基礎物理
化学関連

燃料電池にかかわる研究

　燃料電池に使用される構造規整ナノ
微粒子の溶解過程に対する高速原子間
力顕微鏡を用いた世界初のリアルタイ
ム観測、燃料電池の反応阻害種である
Pt単結晶電極上の酸化物に対するラマ
ン分光法でのその場観測、およびアル
キルアミンによる酸素還元反応が活性
化される表面構造をPt単結晶電極を用
いて調べた研究など、燃料電池をとり
まく様々な現象について研究する。

SS S

【学術的意義】
　（１）は「独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機
構受託研究　固体高分子形燃料電池実用化推進技術開発／基盤
技術開発／低白金化技術／酸素還元活性と電極触媒の耐久性を
向上させる表面構造の開発」の成果の一つをまとめた論文であ
る。この研究では、高速原子間力顕微鏡を世界で初めて電気化
学環境下の測定に応用し、Ptナノ微粒子の溶解過程の観測に成
功した点で、極めて学術的な意義が高い。
　（２）は「科学研究費補助金基盤研究（B） コアシェル型ナ
ノ微粒子増強ラマン分光法による白金高指数面電極の実構造解
析」の成果をまとめた論文である。40nmサイズの金ナノ微粒子
を原子レベルで構造規整したPt単結晶電極上に担持することで
表面の光電場を増強し、赤外分光法では観測不能な波数領域に
あるPtOのバンドを電気化学環境下で観測することに世界で初
めて成功した。PtOと酸素還元活性の相関を明らかにした点
で、学術的な意義が極めて大きい。

【社会、経済、文化的意義】
　（３）「独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
受託研究　固体高分子形燃料電池利用高度化技術開発事業／普
及拡大化基盤技術開発／先進低白金化技術開発／酸素還元反応
を高活性化する構造規整修飾電極の開発」の成果の一部を論文
にしたものである。原子レベルで表面構造を規整したPt単結晶
電極のテラス幅を系統的に変化させ、アルキルアミンによる酸
素還元の活性化には７原子列以上の６回対称（111）テラスが
必須であること、４回対称の（100）テラス上の酸素還元反応
はアルキルアミンによって失活することを明らかにした。この
成果は、燃料電池触媒のPt担持量の削減に対して重要な知見を
与え、学術面のみならず応用面において高い意義を持つ。
　また、これらの研究は、燃料電池の発展に大きく貢献するも
のであり、社会的意義が大きいと言える。

10.1016/j.elecom.2016.08.
014

10.1039/C7CP04277A

10.1016/j.elecom.2017.12.
016

17 30020

光工学お
よび光量
子科学関

連

非線形光学に立脚した中赤外～テラヘ
ルツ領域における光渦レーザーの開発

　分子振動・分子群の大振幅振動に相
当する中赤外～テラヘルツ領域におい
て、高効率かつ波長可変な光渦レー
ザーに関する研究である。光渦とは、
位相が一意に決まらない位相特異点に
由来する螺旋波面を持った光波であ
る。中赤外～テラヘルツ領域における
波長可変光渦光源が実現できれば、生
体分子や高分子結晶の構造カイラリ
ティー制御など様々な応用が期待でき
る。

SS

　（１）はモノサイクルテラヘルツ光渦の発生を初めて実現し
た成果である。これは、2014年に発表したテラヘルツ領域にお
ける波面変換素子の開発（この論文は期間外の為に記載してい
ないがTop10%論文である）を元に実現した成果である。さら
に、２次元材料であるグラフェン中の非線形応答観測にも光渦
を用いて初めて成功し、トポロジカル絶縁体をはじめとする材
料のテラヘルツ帯光物性研究に大きなインパクトを与えた。こ
れらの成果をもとに2016年から現在までに、国際会議９件、国
内会議５件の招待講演を行った。さらに、IOP publishing
Journal of Opticsよりreview論文（２）が発行され、中赤外
光渦光源に関する論文（３）は、Editor's Pickに選定され
た。
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Yonezawa,Matt
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Meissner,Marc
o
Gruenewald,Ta
kahiro
Ueba,Satoshi
Kera,Roman
Forker,Torste
n
Fritz,Hiroyuk
i Yoshida

The Evolution
of
Intermolecula
r Energy
Bands of
Occupied and
Unoccupied
Molecular
States in
Organic Thin
Films

J. Chem.
Phys. C.

122 12090–12097 2018

(2)

Kazuto
Yamada,Susumu
Yanagisawa,To
moyuki
Koganezawa,Ka
zuhiko
Mase,Naoki
Sato,Hiroyuki
Yoshida

Impact of the
molecular
quadrupole
moment on
ionization
energy and
electron
affinity of
organic thin
films:
Experimental
determination

Phys. Rev.
B.

97 2018

(3)

Shenkai
Wang,Natcha
Wattanatorn,N
aihao
Chiang,Yuxi
Zhao,Moonhee
Kim,Hong
Ma,Alex K.-Y.
Jen,Paul S.
Weiss,Hiroyuk
i Yoshida,

Photoinduced
Charge
Transfer in
Single-
Molecule p–n
Junctions

Nature Mat. 10 2175-2181 2019

(1)

Keiki
Kishikawa,Yus
uke
Yamamoto,Go
Watanabe,Ayak
a
Kawamura,Mich
inari
Kohri,Tatsuo
Taniguchi

Shape-
Assisted
Self-
Organization
in Highly
Disordered
Liquid
Crystal
Phases

Angewandte
Chemie,
Internationa
l Edition

56 4598-4602 2017

(2)

(3)

10.1021/acs.jpcc.8b02581

10.1103/PhysRevB.97.24520
6

10.1021/acs.jpclett.9b008
55

20 32020
機能物性
化学関連

低秩序な液晶状態における形状優先的
な自己組織化方法の確立と新しい液晶
相の発見

　多くの液晶分子はヘテロ原子を含
み、分子間静電的引力の作用で液晶状
態を発現している。本研究では、ヘテ
ロ原子を含まない無極性ダンベル型の
分子を合成し、形状を優先した分子集
合体の制御方法の確立を試みた。その
結果、二種類のネマチック液晶相の温
度域の間に報告例のない層構造を有す
る液晶相（X相）が発現した。

S

Angewandte Chemie, International Edition（Wiley社）は化
学分野の代表的な学術誌であり、（Impact Factor12.1（2018
年））、本論文は２名両方の査読者によりvery important
paper” (VIP) に選ばれた。さらに、編集者から依頼を受け、
一般の読者も閲覧するChemViews Magazine（Wiley＆
ChemPubSoc Europe）に本研究を要約した記事“Self-
Organization in Disordered Liquid Crystal Phases”が掲載
された。
https://www.chemistryviews.org/details/ezine/10501593/Se
lf-Organization_in_Disordered_Liquid_Crystal_Phases.html

10.1002/anie.201700809

19 32020
機能物性
化学関連

正逆電子分光法を用いた有機半導体の
電子状態の研究

　光電子分光法と独自に開発した低エ
ネルギー逆光電子分光法を組み合わせ
ることで、ホール輸送にかかわる占有
準位と電子輸送に関わる空準位の両方
を精査する。これにより、有機半導体
の電子状態の全体像、電荷輸送機構な
どの未解決問題に取り組む。これらの
基礎研究を発展させ、有機電池や有機
発光素子などの実デバイスの動作機構
や性能向上につながる応用研究も進め
ている。

SS

　有機半導体の空準位を精密測定する低エネルギー逆光電子分
光法（LEIPS）を2012年の開発以降応用を重ねた。この成果は
有機半導体の革新的実験手法として高く評価され、有機EL討論
会第８回業績賞、応用物理学会有機分子・バイオエレクトロニ
クス分科会第12回論文賞などを受賞。LEIPS開発以来、査読付
論文37報、特許4件、招待講演は国際学会が26件、国内学会が
33件。国際共同研究も多数進行している。T. J. Marks
(Northwestern大、米)、A. Facchetti (Polyera、米)、M. A.
Loi (Groningen大、蘭)、T. Fritz(Jena大、独)、S. Fabiano
(Linköping大、ス)らとは共著論文を出版した。また、物性物
理学で著名なH. IbachらとのJSPS二国間交流事業、Fritzと共
同申請したErasmus+プログラムに採択された。
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Hiroki
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iro
Uemura,Rei
Saito,Yasushi
Yoshida,Takas
hi
Mino,Yoshio
Kasashima,Mas
ami Sakamoto

Chiral
Symmetry
Breaking of
Spiropyrans
and
Spirooxazines
by Dynamic
Enantioselect
ive
Crystallizati
on

Chemisty A
Europian
Journal

25 9758-9763 2019

(2)

Fumitoshi
Yagishita,Chi
ho
Nii,Yoshihiko
Tezuka,Atsush
i
Tabata,Hideak
i
Nagamune,Naoh
iro
Uemura,Yasush
i
Yoshida,Takas
hi

Fluorescent
N-
Heteroarenes
Having Large
Stokes Shift
and Water
Solubility
Suitable for
Bioimaging

Journal of
Organic
Chemistry

7 1614-1619 2018

(3)
M. Sakamoto,
T. Mino, Y.
Yoshida

Asymmetric
synthesis
using crystal
chirality

Yuki Gosei
Kagaku
Kyokaishi
(2017),
75(5), 509-
521.

75 509-521 2017

10.1002/chem.201901889

10.1002/ajoc.201800250

10.5059/yukigoseikyokaish
i.75.509

21 33020
有機合成
化学関連

有機結晶を利用した不斉の発現・制
御・増幅法の開発

　有機結晶の特性を利用してプロキラ
ル化合物、または、ラセミ体混合物か
ら外的不斉源を用いずに高光学純度の
化合物を選択的に創成する独創性の高
い手法を開発した。工業的にも応用可
能であり、さらには生命の起源を解明
する研究とも密接に関連する学術的な
研究成果でもある。

SS 　

　本研究テーマにより、科学研究費補助金基盤研究B（H28-
H30）、挑戦的研究（萌芽）（H29-H30）、基盤研究B（H31-
H33）が採択された。研究成果は学生の学会発表賞の受賞にも
反映された(2016：１回、2018：２回)。
　また、比較的IFの高い雑誌に採択された（（１）は5.1、
（２）は4.8）。（３）の有機合成化学協会誌では、特集号
「キラリティー研究の最前線」に招待寄稿し、国際学会で４件
の招待基調講演を行った。学内に設立された「分子キラリ
ティー研究センター」における重要プロジェクトとしても貢献
している。
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Ayaka
Fujimoto,Yasu
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Yamada,Michio
Koinuma,Satos
hi Sato

Origins of
sp3C peaks in
C1s X-ray
Photoelectron
Spectra of
Carbon
Materials

Anal. Chem. 88 6110-6114 2016

(2)

 H.
Nishihara, T.
Hirota, K.
Matsuura, M.
Ohwada, N.
Hoshino, T.
Akutagawa, Y.
Matsuo, J.
Maruyama, Y.
Hayasaka, H.
Konaka, Y.
Yamada, T.
Kamimura, F.
Tani

Synthesis of
ordered
carbonaceous
frameworks
from organic
crystals

Nat. Commun. 8 2017

(3)

Yasuhiro
Yamada,Miki
Kawai,Hideki
Yorimitsu,Shi
nya
Otsuka,Motoha
ru
Takanashi,Sat
oshi Sato

Carbon
Materials
with Zigzag
and Armchair
Edges

ACS Appl.
Mater.
Interfaces

10 40710-40739 2018

22 34020
分析化学

関連

炭素材料に関する研究

　炭素材料は高い特性を示しながら、
その構造は極めて複雑であり構造解析
が困難であった。計算と実測の両面か
ら詳細な構造解析を行い、独自の解析

法を開発しsp
3
Cやエッジ、その他の新

たな炭素材料の構造解析を行った。こ

れまで基本的な結合状態であるsp
2
Cと

sp
3
CのX線光電子分光分析のピーク位

置について既存の論文では多くの問題
があることを指摘した。また、炭素材
料の生成過程についての詳細な分析方
法を開発した。

SS

　（１）では、Impact factor6.0で、査読者の評価の
technical qualityでtop ５%を受けた。2019年４月の時点で29
回引用されている。この論文を含め、他の2016年以前の論文の
成果により、2016年にBrian Kelly AwardをBritish Carbon
Group, Royal Society of Chemistryより受けた。
　（２）では、impact factor11.8で16回引用されている。
　（３）では、Impact factor8.4で査読者の評価でtop 20%を
受けた。これらの論文に関係する業績により、2016年以降で招
待講演６件（この内１件国外）、依頼講演２件受けている。

10.1021/acs.analchem.6b01
327

10.1038/s41467-017-00152-
z

10.1021/acsami.8b11022
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Ohba, Takashi
Karatsu,
Martin
Hollamby,
Nobutaka
Shimizu,
Hideaki
Takagi, Rie
Haruki, Shin-
ichi Adachi,
Shiki Yagai

Light-induced
unfolding and
refolding of
supramolecula
r polymer
nanofibres

Nature
Communicatio
ns

8 2017

(2)

Deepak D.
Prabhu,Keisuk
e
Aratsu,Yuichi
Kitamoto,Haya
to
Ouchi,Tomonor
i Ohba,Martin
J.
Hollamby,Nobu
taka
Shimizu,Hidea
ki Takagi,Rie
Haruki,Shin-
ichi
Adachi,Shiki
Yagai

Self-folding
of
supramolecula
r polymers
into
bioinspired
topology

Science
Advances

4 eaat8466 2018

(3)

Shiki
Yagai,Yuichi
Kitamoto,Soug
ata
Datta,Bimalen
du Adhikari

Supramolecula
r Polymers
Capable of
Controlling
Their
Topology

Accounts of
Chemical
Research

2019

10.1038/ncomms15254

10.1126/sciadv.aat8466

10.1021/acs.accounts.8b00
660

23 35010
高分子化
学関連

超分子ポリマーの研究

　優れた生分解性や高い環境応答性の
ために次世代ポリマーとしてその発展
が望まれている超分子ポリマーは、主
鎖の高次構造制御の難しさが問題で
あった。本研究では、独自に開発した
曲率を生み出す重合法により、超分子
ポリマーの高次構造を自在に制御する
手法の開発に成功した。さらに、たん
ぱく質と類似した折りたたみ機能を付
与することにも成功した。

SS

　（１）と（２）は、それぞれ光及び時間によってらせん構造
への折りたたみが可能な超分子ポリマーに関する論文である。
（１）はマイナビニュース等で取り上げられ、（２）は日刊工
業新聞に掲載された。また、スイス化学会レクチャーシップ賞
と長瀬研究振興賞を受賞した。
　（３）は本成果に関して、広い化学の分野で最も影響力のあ
るアメリカ化学会が出版する権威ある総説誌（IF：21.6）に依
頼を受け掲載された総説論文である。また、本成果における招
待講演は20回に及ぶ。以上のように本研究は当該分野において
卓越した研究業績であると判断できる。
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Ayaka
Kawamura,Mich
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Kohri,Gen
Morimoto,Yuri
Nannichi,Tats
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Taniguchi,Kei
ki Kishikawa

Full-Color
Biomimetic
Photonic
Materials
with
Iridescent
and Non-
Iridescent
Structural
Colors

Scientific
Reports

6 2016

(2)

Ayaka
Kawamura,Mich
inari
Kohri,Shinya
Yoshioka,Tats
uo
Taniguchi,Kei
ki Kishikawa

Structural
Color Tuning:
Mixing
Melanin-Like
Particles
with
Different
Diameters to
Create
Neutral
Colors

Langmuir 33 3824-3830 2017

(3)

Michinari
Kohri,Kenshi
Yanagimoto,Ay
aka
Kawamura,Kosu
ke
Hamada,Yoshih
iko
Imai,Takaichi
Watanabe,Tsut
omu
Ono,Tatsuo
Taniguchi,Kei
ki Kishikawa

Polydopamine-
Based 3D
Colloidal
Photonic
Materials:
Structural
Color Balls
and Fibers
from Melanin-
Like
Particles
with
Polydopamine
Shell Layers

ACS Appl.
Mater.
Interfaces

10 7640-7648 2017

24 35020
高分子材
料関連

生体模倣高分子材料の研究

　本研究では、孔雀に代表される自然
界での構造発色機構から創発し、人工
メラニン粒子を用いる高視認性の構造
発色材料を開発した。生体内材料を模
倣した環境に優しい材料で、質感や光
沢を表現可能な構造色を基盤とする高
付加価値印刷/材料開発を実現した。

S S

【学術的意義】
　人工メラニン材料を用いた構造発色材料を実現した一連の研
究成果で、材料科学分野で著名な雑誌に掲載された（１）から
（３）の３報はいずれもTop10%論文である。（１）の被引用数
は2019年５月現在44で世界的にも注目されている。本成果に関
連した特許は登録１件と出願２件(米１件、日本１件)で、企業
からの訪問は50社以上にのぼり、うち３社と共同研究を実施し
た。多数の解説執筆依頼（20件）、招待講演（国際９件、国内
35件）、受賞（高分子学会三菱ケミカル賞など本人の受賞10件
と指導学生の受賞37件）ならびに研究費獲得（科学研究費補助
金基盤研究B、新学術領域、挑戦的萌芽など）につながった。

【社会、経済、文化的意義】
　（１）の論文は千葉大学からプレスリリースされ、Yomiuri
Onlineや産経ニュースなど多くのメディアに取り上げられた。
また、国立科学博物館、千葉県立現代産業科学館、Nano
tech、ならびに我孫子市鳥の博物館での研究成果の展示や、市
民セミナーや高校でのSSH講座での研究内容の解説などのアウ
トリーチ活動も行った。

10.1038/srep33984

10.1021/acs.langmuir.7b00
707

10.1021/acsami.7b03453
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(1) N. Kobayashi

Chapter 15.
Electrodeposi
tion Based
Electrochromi
c System

RSC Smart
Materials
(Book)

475-493 2019

(2)

Kazuki
Nakamura,Haru
ki
Minami,Amika
Sagara,Natsum
i
Itamoto,Norih
isa Kobayashi

Enhanced red
emissions of
europium(iii)
chelates in
DNA–CTMA
complexes

J. Mater.
Chem. C

6 4516-4522 2018

(3)

Shota
Tsuneyasu,Ryo
ta
Takahashi,Har
uki
Minami,Kazuki
Nakamura,Nori
hisa
Kobayashi

Ultrafast
Response in
AC-Driven
Electrochemil
uminescent
Cell Using
Electrochemic
ally Active
DNA/Ru(bpy)3
2+ Hybrid
Film with
Mesoscopic
Structures

Scientific
Reports

7 2017

10.1039/9781788016667-
00475

10.1039/c8tc00255j

10.1038/s41598-017-09123-
2

25 35030
有機機能
材料関連

構造化学と電気化学の融合による革新
的反射型調光＆発光素子開発

　物質の酸化還元により電子状態の可
逆的変調や励起状態生成ができ、反射
色や発光を制御できる。このような物
質群を構造的特徴ある物質系と融合
し、社会要望のある素子開発を行う。
例えば、銀ナノ粒子の形態制御に基づ
くカラー反射型調光素子や産廃物であ
るサケ内臓由来DNAを用いた円偏光発
光増強、革新的DNA素子開発など世界
をリードする研究を行う。

S S

【学術的意義】
　本研究は、電気化学的に物質の反射色を調光できるエレクト
ロクロミズム（EC）と電気化学的発光現象であるエレクトロケ
ミルミネッセンス（ECL）に大別できる。（1）はECに分類で
き、2003-2005にNEDOプロに採択されるなど多くの業績を残し
た。IF>23以上の学術誌（Adv. Mater.）への複数掲載や科学研
究費補助金基盤研究B、萌芽研究、JST-ASTEPへの採択、10以上
の個別の企業との共同研究も含め広く注目を集めており、現在
数年後の実用化に向けた共同研究を展開している。また、本学
で2018年に開催した第13回EC国際会議の実行委員長を担当する
等、世界をリードする研究を展開していると思われる。（２）
および（３）は生体高分子DNAを活用したECLや発光増強に関す
るものである。DNAはらせん構造を有すると共に、様々な相互
作用形態で機能分子を構造中に取込むことができる。この特性
を活用し、発光材料と複合させることで、単純な操作で画期的
な、例えば円偏光発光などの特性が得られることを報告してい
る。この研究も基盤B、萌芽研究、新学術領域（公募）、同
（計画）に採択され、注目を集めると共にDNAフォトニクスな
らびにエレクトロニクスを確立し、世界にインパクトを与えて
いる。一つの素子から上述の反射型表示および発光表示可能な
素子も世界に先駆け発表した。これらの国際会議での基調・招
待講演は2016年から現在まで30件以上にのぼる。

【社会、経済、文化的意義】
　当該研究は日経新聞やテレビ等でも紹介されるなど、世間的
な注目を集めている。また、円偏光発行増強の研究において
は、産業廃棄物を有効活用しており、その内容については社会
的な意義が高いものといえる。
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(1)

Kouki
Ogasawara,Kaz
uki
Nakamura,Nori
hisa
Kobayashi

Thermally
controlled
dual-mode
display media
with red-
green-blue
coloration
and
fluorescence
via energy
transfer
between
emission
materials and
leuco dyes

Journal of
Materials
Chemistry C

4 4805-4813 2016

(2)

Kenji
Kanazawa,Yuta
Komiya,Kazuki
Nakamura,Nori
hisa
Kobayashi

Red
luminescence
control of
Eu(iii)
complexes by
utilizing the
multi-colored
electrochromi
sm of
viologen
derivatives

Physical
Chemistry
Chemical
Physics

19 16979-16988 2017

(3)

Kenji
Kanazawa,Kazu
ki
Nakamura,Nori
hisa
Kobayashi

A Viologen-
Eu(III)-
Modified TiO2
Electrode for
Electroswitch
able
Luminescence
and
Coloration

Chemistry
Select

3 9672-9680 2018

26 35030
有機機能
材料関連

電気化学的な励起エネルギー移動制御
による着色・発光の協奏的制御

　本研究では「クロミック反応（外部
刺激による着消色反応）による励起エ
ネルギー移動制御」機構によって、単
一刺激にて吸収・発光の協奏的制御を
実現した。具体的には、希土類錯体や
有機色素などの発光性材料と刺激応答
性の有機・無機クロミック材料とを共
存させた複合系において、クロミック
材料の着消色と発光材料の発光性の協
奏的な制御を可能とした。

S

　学術的にも近年、光・電場・熱などの外部刺激によって分子
の機能性を制御する研究がセンサー、ロジックゲート、単分子
デバイスなどの観点から大きな注目を集めている。本研究は
「クロミック反応による励起エネルギー移動制御」という普遍
的なコンセプトを用いて、様々な外部刺激によって複数の機能
を有機的に制御可能な点で、機能性材料化学として独創的な研
究といえる。同概念を用いた吸収と発光の協奏的制御は分子
間・分子内反応に関わらず発現し、均一溶液系のみならず凝集
系、基板修飾系、固液界面系などに可能である。また、発光・
反射の両表示機能を機能材料化学の観点から有機的に組み合わ
せたディスプレイ材料の研究はほとんど行われておらず、萌芽
的・独創的研究である。

10.1039/C6TC01027J

10.1039/C6CP08528H

10.1002/slct.201801547
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gis Gué
gan,Kenzo
Deguchi,Shino
bu
Ohki,Tadashi
Shimizu,Yukio
Tachi,Yasuhik
o Iwadate

New Insights
into the Cs
Adsorption on
Montmorilloni
te Clay from
133Cs Solid-
State NMR and
Density
Functional
Theory
Calculations

J. Phys.
Chem. A

122 9326-9337 2018

(2)

Takahiro
Ohkubo,Sté
phane
Gin,Marie
Collin,Yasuhi
ko Iwadate

Molecular
Dynamics
Simulation of
Water
Confinement
in Disordered
Aluminosilica
te
Subnanopores

Sci. Rep. 8 2018

(3)

Yohei
Onodera,Shinj
i
Kohara,Hiroka
zu
Masai,Akitosh
i
Koreeda,Shun
Okamura,Takah
iro Ohkubo

Formation of
metallic
cation-oxygen
network for
anomalous
thermal
expansion
coefficients
in binary
phosphate
glass

Nature Comm. 8 2017

(1)

Tomoaki
Kumeda,Hiroo
Tajiri,Osami
Sakata,Nagahi
ro
Hoshi,Masashi
Nakamura

Effect of
hydrophobic
cations on
the oxygen
reduction
reaction on
single‒
crystal
platinum
electrodes

Nature
Communicatio
ns

9 2018

(2)

Tomoaki
Kumeda,Ryota
Kubo,Nagahiro
Hoshi,Masashi
Nakamura

Activation of
Oxygen
Reduction
Reaction on
Well-Defined
Pt
Electrocataly
sts in
Alkaline
Media
Containing
Hydrophobic
Organic
Cations

ACS Applied
Energy
Materials

2 3904-3909 2019

(3)
中村将志，星
永宏，久米田
友明

固体燃料電池
（特願2017-
085740）

国立大学法人
千葉大学

出願日：
2017.4.24

10.1021/acs.jpca.8b07276

10.1038/s41598-018-22015-
3

10.1038/ncomms15449

28 36020
エネル
ギー関連

化学

燃料電池反応を活性化する界面構造の
研究

　本研究は、燃料電池反応で重要な酸
素還元反応の高活性化を目指し、従来
の研究とは異なる溶液側の構造を改良
するアプローチを試みた。界面に疎水
性イオンを存在させることにより、酸
素還元反応を大幅に活性化することを
発見し、モデル電極を用いて、活性化
要因を原子レベルで明らかにした。さ
らに実際の燃料電池で用いられる微粒
子電極にも展開し高活性化を達成し
た。

SS

　（１）は当該研究の中核をなす論文であり、触媒表面を模擬
したモデル電極を用いて燃料電池反応の高活性化要因を原子レ
ベルで明らかにした。この論文はNature Communications誌の
Editor’s highlightsに選ばれた。また、Nature Energy誌の
Research Highlightにも取り上げられ、Editorにより電極触媒
の活性化する新しいアプローチとして高く評価されている。
　（２）は、（１）の成果を微粒子触媒に展開した論文であ
り、モデル電極の成果を実用触媒でも類似の活性化を証明し
た。
　（３）は（１）（２）の内容に関する特許出願であり、企業
との共同研究に進展している。

10.1038/s41467-018-06917-
4

10.1021/acsaem.9b00582

27 36010

無機物質
および無
機材料化
学関連

放射性廃棄物の最終処分に関する基盤
研究

　原子力発電所の運転により発生する
放射性廃棄物の最終処分や原子力発電
所事故で汚染した土壌汚染の保全を行
うために、ガラスや天然無機材料の構
造、またはそれら材料へのイオンの吸
着状態を解明している。局所的な構造
解析を行うために、独自に開発した固
体NMRと計算科学を利用した構造解析
手法を開発し、粘土鉱物へのCsの吸着
構造やガラス中でのイオンの存在状態
を明らかにすることができた。

SS

　（１）はアメリカ化学会のJ. Phys. Chem Aのインサイドカ
バーとなった。また、本業績に関連して、国内で２回、国外で
１回の招待講演を行った。
　（２）は国内で３回、国外で２回の招待講演を行った。
　（３）はガラスの構造解析の論文であるが、複数の構造解析
を組み合わせることでガラスの分子構造を明らかにできること
を示した。国内で２回、国外で１回の招待講演を行った。本業
績は、放射性核種の環境汚染という分野のみならず、非晶質材
料の新しい固体NMRと計算科学による構造解析法の確立という
研究にも大きく貢献している。また、得られた成果は、環境汚
染の予測や土壌保全を実施している日本原子力研究開発機構や
企業との共同研究の実施を通じて社会還元している。
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Ayako
Nagase,Yurika
Tashiro-Ishii

Habitat
template
approach for
green roofs
using a
native rocky
sea coast
plant
community in
Japan

Journal of
Environmenta
l Management

206 255-265 2018

(2)

(3)

(1)

Wataru
Nishimoto,Hir
oshi
Kawahira,Yosh
ihiro
Shimomura,Yuj
i
Nishizawa,Mas
aaki Ito

A standing
posture
support
device that
reduces
laparoscopic
surgeons’
occupational
lower limb
stress

Minimally
Invasive
Therapy &
Allied
Technologies
(IMIT)

28 151-156 2018

(2)
下村義弘，三
宅徳久

照明装置（特
許第6490556
号）

パラマウント
ベッド株式会
社、国立大学
法人千葉大学

登録日：
2019.3.8

(3)

Yoshihiro
Shimomura,Yal
i Xia,Fumika
Tsuda,Kumi
Oga,Mari
Yokoi,Hiroko
Fujimura,Hiro
ko Fujimura

The effects
of three
different
bathing
methods on
improving
swelling of
the lower
limbs: self-
care in
patients with
lymphedema

Journal of
Nursing
Science and
Engineering

7 1-12 2020

10.1016/j.jenvman.2017.10
.001

30 45060
応用人類
学関連

ヒューマン・センタード・デザインに
関する研究

　工学的デザインを行う上で人間（ヒ
ト）の理解は不可欠である。ヒトの生
理・心理・形態学的な特性をもとに人
間と機器や環境のあるべき関係を探究
し、使いやすい物や過ごしやすい環境
の開発と評価、提案を行っている。ヒ
トの運動・認知機能や、光環境による
生体影響の研究のほか、近年は家電・
自動車、ライフスタイル、医療・福祉
機器など社会的意義の大きい共同研究
が多い。

S S

【学術的意義】
　(１)では内視鏡外科手術の長時間化と立位での身体的ストレ
スを鑑み、外科医の下肢の負担を軽減するため、立位姿勢を保
持しながら手術を行うことが可能な下半身姿勢保持機器
（surgical knee rest, SKR）を開発した。手術中の外科医の
下肢負担を計測した結果、SKR使用時に負担軽減の有効性が確
認され、すでに販売に至っている。
　(２)はヒト網膜内の新規光受容細胞ipRGCの特性に注目して
高齢者のサーカディアンリズムの維持・促進を狙ったLED照明
の制御方法を開発したもので、拒絶査定を一度もされず特許が
成立したものである。
　(３)は主に婦人科系がん手術の合併症として発症しやすいリ
ンパ浮腫患者のQOL（生活の質）の維持・向上を目標として、
日常生活でのケアのために各種入浴スタイルと血液性、細胞外
水分性のむくみの関係を明らかにした共同研究の成果である。

【社会、経済、文化的意義】
　当該研究により、上記に示した外科医への負担軽減をはじ
め、医療・福祉機器、家電・自動車関連などの分野において、
これまで使いやすい物や過ごしやすい環境の開発と評価、提案
を学術発表と知的財産の両面から実現しており、多種産業にお
ける共同研究として必要とされているという点でも、その社会
的意義は高いということができる。

10.1080/13645706.2018.149
1407

10.24462/jnse.7.0_1

29 39070
ランドス
ケープ科
学関連

屋上緑化の緑化手法および環境改善効
果に関する研究

　屋上緑化は、植物にとって過酷な生
育環境であるため、限られた種類の植
物だけが利用される傾向がある。植物
の原生地の生態系を十分理解した一連
の研究により、薄層土壌でも、省管理
で、観賞価値が高い緑化手法を明らか
にした。さらに、生物多様性創出や雨
水削減に有効な植栽及び管理方法を提
案した。

S S

【学術的意義】
　屋上緑化研究は、この10年間で飛躍的に発展した分野であ
る。私たちの研究グループは、まだ屋上緑化が脚光を浴びてい
なかった頃から、多くの論文を発表し、屋上緑化研究のパイオ
ニアとして国際的に認めらてきた。都市のランドスケープ研究
で最も権威があるLandscape and Urban Planning（IF=4.994）
などで発表を行い、代表的な研究成果（１）の論文は、引用回
数が200を超えている。すべての論文を合わせると引用回数は
1,000を超え、屋上緑化研究の基礎を築いてきた。業績は、都
市生態学を中心とした研究が多いが、現在では、様々な分野の
研究者と共に横断的な屋上緑化研究を行っている。また、研究
の成果を生かしたコンセプトである「屋上はらっぱ」でグッド
デザイン賞を受賞した。このように、実社会への応用を視野に
入れた研究、技術開発を行っている。

【社会、経済、文化的意義】
　屋上緑化は、断熱性の向上、ヒートアイランド現象への対
策、景観の向上、および生態系の回復などに至るまで、社会的
に強く関心がもたれているものであり、その先駆けとしての研
究を推進し高い業績を上げていることは、社会的・文化的意義
が高いといえる。
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(1)

Y. Tsunoda,
Y. Fujiwara,
H. Ando, P.
Vandendriessc
he

Bounds on
separating
redundancy of
linear codes
and rates of
X-codes

IEEE
Transactions
on
Information
Theory

64 7577-7593 2018

(2)
Y. Tsunoda,
Y. Fujiwara

On the
maxomum
number of
codewords of
X-codes of
constant
weight three

Proceedings
of IEEE
Internationa
l Symposium
on
Information
Theory

2019

(3)
Y. Tsunoda,
Y. Fujiwara

Bounds and
Polynomial-
Time
Construction
Algorithm for
X-Codes of
Constant
Weight Three

Proceedings
of IEEE
Internationa
l Symposium
on
Information
Theory

2018

10.1109/TIT.2018.2871477

10.1109/ISIT.2019.8849238

10.1109/ISIT.2018.8437884

31 60010
情報学基
礎論関連

情報圧縮と誤り訂正を中心とした情報
科学基礎理論への極値集合論の応用

　高度に情報技術が発達し膨大なデー
タを取り扱う今日の社会において、情
報圧縮と誤り訂正の理論は、大量デー
タの長期保存や高速通信を容易かつ信
頼性を損なわずに実現する理論基盤と
なる。本研究はこの情報科学の基礎部
分を、近年急速な進展を遂げた比較的
若い数学の一分野である極値集合論を
用いて、これまでにない角度からの発
展を促すことを目指す。

S S

【学術的意義】
　本研究では、ごく近年まで情報圧縮や誤り訂正の理論におい
てはあまり活用されてこなかった極値集合論の手法を、非常に
古典的な有限幾何学などと組合わせることで、独創的な成果を
得た。特に、高度集積回路VLSIの動作検査の信頼性向上と高速
化のためにインテル社の研究グループが開発した情報圧縮回路
X-codeと、それとは独立に発展を遂げて来た情報消失反転訂正
用の特殊行列separating matrixとの間の密接な関係を指摘
し、両方の分野においてこれまでに知られていた性能限界式を
大幅に改良することに成功した。
　本研究の成果は、情報理論において最も権威があると評され
る IEEE Transactions on Information Theoryおよび同分野で
最大規模の国際会議 IEEE International Symposium on
Information Theoryにて発表されている。ごく最近の成果なが
ら、後続の研究が海外の複数の研究グループから始められてお
り、学術的価値と影響が認められる。なお、前述の国際学術誌
は客観的にも情報理論において最もインパクトファクターが高
く、厳格な査読で名高い。

【社会、経済、文化的意義】
　当該研究を活用することにより、大量データの長期保存や、
容易かつ信頼性を損なわない高速通信を実現することなどにつ
なげることができるため、情報技術が急速に発達した今日にお
いて、極めて社会的意義の大きい研究である。
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Takashige
Sugie,Takanor
i
Akamatsu,Taka
shi
Nishitsuji,Ry
uji
Hirayama,Nobu
yuki
Masuda,Hirota
ka
Nakayama,Yasu
yuki
Ichihashi,Ats
ushi
Shiraki,Minor
u
Oikawa,Naoki
Takada,Yutaka
Endo,Takashi
Kakue,
Takashi
Kakue,

High-
performance
parallel
computing for
next-
generation
holographic
imaging

Nature
Electronics

1 254-259 2018

(2)

Takashi
Nishitsuji,Yo
ta
Yamamoto,Taka
shige
Sugie,Takanor
i
Akamatsu,Ryuj
i
Hirayama,Hiro
taka
Nakayama,Taka
shi
Kakue,Tomoyos
hi
Shimobaba,Tom
oyoshi Ito

Special-
purpose
computer
HORN-8 for
phase-type
electro-
holography

Optics
Express

26 26722 2018

(3)

Yota
Yamamoto,Hiro
taka
Nakayama,Naok
i
Takada,Takash
i
Nishitsuji,Ta
kashige
Sugie,Takashi
Kakue,Tomoyos
hi
Shimobaba,Tom
oyoshi Ito

Large-scale
electrohologr
aphy by HORN-
8 from a
point-cloud
model with
400,000
points

Optics
Express

26 34259 2018

32 60090
高性能計
算関連

ホログラフィ専用計算機による次世代
３次元映像技術の研究開発

　次世代３次元映像・計測システムと
して期待されているホログラフィ技術
において課題となっている計算高速化
について、ホログラフィ専用大規模
FPGA（Field Programmable Gate
Array）ボードの開発、種々のアルゴ
リズムへのGPU（Graphics Processing
Unit）適用による高速化、および手法
そのものの高速化・高画質化を達成す
る。

SS SS

【学術的意義】
　ホログラフィは究極の３次元映像技術といわれているが、発
明されてから70年を経過した現在においても、電子化が困難な
グランドチャレンジとして残されている。もっとも大きな課題
がホログラフィ計算の高速化である。本研究は、ホログラフィ
を専用に計算するコンピュータを独自に開発し、実用化への道
筋を付けることに成功した。Nature Electronicsに掲載され、
研究成果が表紙に採用されたのをはじめ、1年間で3編の論文と
して掲載された。

【社会、経済、文化的意義】
　ホログラフィ専用コンピュータを開発し、現在の計算パワー
でも、動画ホログラフィが可能になることを示した。また、当
該研究に関連し、より高画質なホログラフィの投影に成功した
ことで、既存の３次元映像の投影方式で懸念されている子ども
の健康被害を避けるためのビデオホログラフィの可能性を示し
た。
　これらの研究について、ニュースリリースは30件を超えるな
ど、大きな注目を集めた。

10.1038/s41928-018-0057-5

10.1364/OE.26.026722

10.1364/OE.26.034259
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Midori
Tanaka,Takahi
ko Horiuchi

Physical
indices for
judging
appearance
harmony of
materials

Color
Research and
Application
(日本色彩学
会論文賞受
賞)

42 788-798 2017

(2)
堀内隆彦，清
友拓馬

画像処理装置,
特願2018-
128739

千葉大学
出願日：
2018.7.6

(3) 堀内隆彦
Challenges in
Shitsukan
Imaging

Keynote(基調
講演) ４th
conference
of the Asia
Color
Association,
ACA(アジア色
彩学会),
Chiang Mai

2018

10.1002/col.22132

33 61010
知覚情報
処理関連

実社会の多様な質感情報を分析・制
御・管理する技術に関する研究

　質感の科学的な理解に基づき、もの
づくりの現場で使える質感マネジメン
トの学問的な体系である「質感工学」
の構築を目的としている。具体的に
は、物理的な感覚入力情報が質感判断
に変換されるまでのプロセスを理解す
ることを出発点とし、人の感性判断の
データを基に、最終的には刺激の物理
的なパラメータから直接、質感をコン
トロールすることを目指している。

S S

【学術的意義】
　本研究は、2011年度より継続して科学研究費補助金の新学術
研究課題として9年に渡って取り組んでおり、現在は同領域課
題の総括班の計画研究課題として研究を推進している。研究成
果（1）は、質感の調和を工学および人間科学の両面から考察
した世界で初めての研究であり、外国誌に掲載された論文が日
本色彩学会の論文賞を受賞している。研究成果（2）は、質感
を印刷で表現するための誤差拡散アルゴリズムを特許化したも
のであり、現在印刷会社と共同研究を行っており、本学が有す
る本特許を利用した産業実装の評価段階にある。研究成果
（3）は、一連の研究成果に対して、タイで開催された国際会
議において、基調講演を行った内容である。

【社会、経済、文化的意義】
　以上のように、研究成果は客観的に高い評価を受け、産業実
装も進んでいる。将来の具体的な活用例としては、EC
（Electronic Commerce：電子商取引）業界において、「物を
買う」物流時代から、データを買って各家庭のフルマテリアル
３Ｄプリンタで「物を生成」することが可能となる事例などが
想定される。大きな社会変革により、さらに暮らしやすい生活
の実現につながる技術として、本研究は社会的に大変意義深い
ものとして評価できる。
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l
Makowski,Pete
r
Schelkens,Yot
a
Yamamoto,Ikuo
Hoshi,Takashi
Nishitsuji,Yu
taka
Endo,Takashi
Kakue Tomoyos

Dynamic-range
compression
scheme for
digital
hologram
using a deep
neural
network

Optics
Letters

44 3038 2019

(2)

Tomoyoshi
Shimobaba,Yut
aka
Endo,Takashi
Nishitsuji,Ta
kayuki
Takahashi,Yuk
i
Nagahama,Sato
ki
Hasegawa,Mari
e Sano,Ryuji
Hirayama,Taka
shi
Kakue,Atsushi
Shiraki,Tomoy
oshi Ito

Computational
ghost imaging
using deep
learning

Optics
Communicatio
ns

413 147-151 2018

(3)

Tomoyoshi
Shimobaba,Nao
ki
Kuwata,Mizuha
Homma,Takayuk
i
Takahashi,Yuk
i
Nagahama,Mari
e Sano,Satoki
Hasegawa,Ryuj
i
Hirayama,Taka
shi
Kakue,Atsushi
Shiraki,Naoki
Takada,Tomoyo
shi Ito

Convolutional
neural
network-based
data page
classificatio
n for
holographic
memory

Applied
Optics

56 7327 2017
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ホログラフィやシングルピクセルイ
メージングにおける深層学習の活用

　ホログラフィを利用したメモリ（ホ
ログラフィックメモリ）において、
ビット識別に深層学習を利用し、その
有効性を確認する。シングルピクセル
イメージングおいて、深層学習を利用
することで、高速かつ効率的にノイズ
の少ない画像を得られることを示す。

S

　ホログラフィを利用したメモリ（ホログラフィックメモリ）
において、ビット識別に深層学習を利用し、その有効性を確認
した。またホログラムのデータ圧縮に深層学習を利用し、先端
的なデータ圧縮手法に比べ、よい画質が得られることを示し
た。シングルピクセルイメージングおいて、深層学習を利用す
ることで、高速かつ効率的にノイズの少ない画像を得られるこ
とを示した。いずれも、当該分野において深層学習を世界初で
適用した事例となっている。

10.1364/OL.44.003038

10.1016/j.optcom.2017.12.
041

10.1364/AO.56.007327
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Munenori
Fukunishi,Kou
ki
Kurita,Shoji
Yamamoto,Nori
michi Tsumura

Non-contact
video-based
estimation of
heart rate
variability
spectrogram
from
hemoglobin
composition

Artificial
Life and
Robotics

22 457–463 2017

(2)

Munenori
Fukunishi,Dan
iel
Mcduff,Norimi
chi Tsumura

Improvements
in remote
video based
estimation of
heart rate
variability
using the
Welch FFT
method

Artificial
Life and
Robotics

23 15–22 2017

(3)

Genki
Okada,Taku
Yonezawa,Kouk
i
Kurita,Norimi
chi Tsumura

[Paper]
Monitoring
Emotion by
Remote
Measurement
of
Physiological
Signals Using
an RGB Camera

ITE
Transactions
on Media
Technology
and
Applications

6 131-137 2018

(1)

Takashi
Yamazoe,Tomoh
iro
Funaki,Yuki
Kiyasu,Yoko
Mizokami

Evaluation of
Material
Appearance
Under
Different
Spotlight
Distributions
Compared to
Natural
Illumination

Journal of
Imaging

5 31 2019

(2)
Mizokami, Y.,
Nozaki, W.
Yaguchi, H.

STABLE COLOUR
APPEARANCE
AMONG CHANGE
IN THE
DIFFUSENESS
OF
ILLUMINATION

CIE
x045:2018
(Proceedings
of CIE 2018
”Topical
Conference
on Smart
Lighting” )

2018

(3)

Takuma
Morimoto,Yoko
Mizokami,Hiro
hisa
Yaguchi,Steve
n L. Buck

Color
Constancy in
Two-
Dimensional
and Three-
Dimensional
Scenes:
Effects of
Viewing
Methods and
Surface
Texture

i-Perception 8
204166951774
352

2017

10.1007/s10015-017-0382-1

10.1007/s10015-017-0393-y

10.3169/mta.6.131

36 61060
感性情報
学関連

照明の色と配光特性が色と質感の知覚
に与える影響

　照明の色や配光特性が物の色、質感
の見えに与える影響を検討した。画像
では色の恒常性が低下することから、
空間情報と物体表面の自然さが、安定
した色知覚に寄与することを明らかに
した。さらに、照明の配光性は、物体
の光沢感に影響を与えるが、色の見え
に対する影響は小さいことを示した。
照明色だけではなく分光情報や配光も
考慮した照明評価法の実現を目指して
いる。

S S

【学術的意義】
　照明と色・質感知覚の研究により、物体の知覚特性を明らか
にした。画像では色の恒常性が低下し、空間情報および物体表
面の自然さが、安定した物体表面の色知覚に寄与することを明
らかにした。さらに、照明の配光性による色と質感の見えの変
化を調べ、光沢感に対する影響は大きいが色の見えに対する影
響が小さいことを示した。これらは（１）～（３）の論文等に
よって発表され、学術的意義を有するものであるといえる。

【社会、経済、文化的意義】
　当該研究は、照明の設計や評価応用的にも重要である。これ
らの価値が評価され、CIE（国際照明委員会） 2018 Topical
Conference on Smart Lighting in Taipei における招待講演
「Stable colour appearance among change in the
diffuseness of illumination」、Asia Lighting Conference
における講演「Surface appearance influenced by the
diffuseness of lighting」をはじめとして、国内外の学会で
８件の招待講演を行った。また、照明学会第48回全国大会照明
学会、第39回照明学会東京支部大会、日本色彩学会第49回全国
大会、日本視覚学会2019年冬季大会における学生発表におい
て、合計４件の優秀賞を受賞している。

10.3390/jimaging5020031

10.25039/x45.2018.OP09

10.1177/2041669517743522

35 61030
知能情報
学関連

顔動画像からのヘモグロビン変動成分
抽出に基づく非接触情動計測に関する
研究と開発

　安価に市販されているRGBカメラに
より顔動画像を計測し、実用的で正確
な情動・感情の計測を実現する。顔表
面のヘモグロビン濃度の変化から心拍
波形に相関の高い成分が得られること
を利用する。取得したヘモグロビン成
分画像の時間変化解析による、被写体
の交感神経や副交感神経などの情報か
ら、被写体の情動・感情をモニタリン
グする。

S SS

【学術的意義】
　当該研究は、安価なカメラであってもそれにより顔動画像を
計測することで、被写体の情動・感情モニタリングを行うこと
ができるようにするものである。感情計測により、情報技術へ
情動（感情）情報を導⼊することが実現しうる。また、⼈間⼯
学⽤の⾼品質なビッグデータの構築に寄与するものとなり、学
術的な意義は高い。（１）～（３）による代表的な論文発表の
ほか、当技術について30社以上から問い合わせを受け、多くの
企業との共同研究に結び付けている。

【社会、経済、文化的意義】
　特許第6504959（特許公開2017.２.９、千葉大学・津村ら）
の「ストレスモニタリング用画像処理方法及びそのプログラ
ム」に関係し、企業との共同研究を３年間で18件実施し、多大
な社会的貢献を行った。また、今年度もさらにより進化したも
のに対する共同研究を実施中である。共同研究の守秘義務の関
係もあり詳細に記述することは許されないが、働き方改革、
マーケティングの分野で特に実績をあげ、次年度は、オリン
ピック・パラリンピック関係においても貢献する予定である。
また、これらの研究を千葉大学発ベンチャーへ発展させ、より
広く社会に還元できるよう、学内手続き中である。
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(1)

鈴木　晴賀,高
橋　明里,今泉
博子,原　寛
道,田原　哲,
鈴木　健一

植物工場技術
を応用したレ
ストラン内育
苗装置のデザ
イン開発

デザイン学研
究作品集,
2018,

24 1_102-1_105 2019

(2)
原　寛道,又吉
和真,浦上　貴
一,今泉　博子

 都市公園で主
体的遊びを生
み出す移動式
遊具のデザイ
ン開発

デザイン学研
究作品集,
2018,

24 1_92-1_95 2019

(3)

(1)

Takuya
Sugiyama,
Yohsuke
Yoshioka

Openness
Feeling on
Height
Direction in
High Ceiling
Room and
Bending
Pattern of
Leading
Passage

Advances in
Ergonomics
in Design

446-451 2019

(2)

Wataru
Kobayashi,
Yohsuke
Yoshioka

Examination
on Corner
Shape for
Reducing
Mental Stress
by Pedestrian
Appearing
from Blind
Spot of
Intersection

Advances in
Human
Factors of
Transportati
on

301-306 2019

(3)
Asami Tanabe,
Yohsuke
Yoshioka

Gazing
Pattern While
Using AR
Route-
Navigation on
Smartphone

Advances in
Human
Factors in
Wearable
Technologies
and Game
Design

325-331 2019

 
10.11247/adrjssd.24.1_1_1
02

10.11247/adrjssd.24.1_1_9
2

38 90010
デザイン
学関連

日常的な空間把握において中心視と周
辺視がどのような役割を果たしている
のかを明らかにする

　人間がある環境中を目的地を探索し
ながら歩行するとき、そこではよりダ
イナミックな環境情報の流動が生じて
おり、その動的な変化に応じた積極的
な情報獲得が諸感覚を通じて展開され
ている。こうした条件下での中心視と
周辺視の機能を探ることで、歩行空間
の計画や設計に直接的に援用できるよ
うな有益な知見を導き出すことができ
る。

S S

【学術的意義】
　本研究の学術的な特色は、人間が建築空間を把握するときの
メカニズムを中心視と周辺視という生理的機能に集中して明ら
かにしようとしているところにある。そのため本研究では、独
自に開発する実験システムによって被験者の視野のいろいろな
部分を制限し、そのときに生じる行動特性の変化をもとに歩行
時の視野の役割を調査する。このシステムを用いることによっ
て、これまで不可能であった中心視と周辺視それぞれの視覚機
能の個別抽出、あるいは互いの協応関係についての定量的な分
析が可能になる。これまで医学・心理学の分野でおこなわれて
きた実験室的な研究にはなかった新しい探査領域を切り開くも
のである。

【社会、経済、文化的意義】
　研究成果として、人間の視覚特性を利用したわかりやすい歩
行空間の構成や誘導サインの仕組の開発といった、安全で快適
な建築空間を計画するための実践的な知識が獲得できると予想
する。日常の暮らしに密接に関連するものであり、社会的・文
化的意義は高い。

10.1007/978-3-030-20227-
9_41

10.1007/978-3-030-20503-
4_28

10.1007/978-3-030-20476-
1_33

37 90010
デザイン
学関連

植物工場のデザイン開発およびこども
の遊び環境のデザイン開発

　植物工場の技術開発は、環境問題・
食糧問題・資源問題のアポリアを解く
技術としてますます開発が進められる
ことが期待されている。生活のあらゆ
る側面に求められる植物の価値を植物
工場の技術を活用して適用するデザイ
ンの開発を進めている。後者は、こど
もだけで無く見守る立場の大人の関わ
りも含め、多様な関係性の中で成り立
つデザインの開発を進めている。

S

　植物工場は、産業として確立されつつあるが、いまだ、工業
デザインとしての取組はほとんどなされておらず、今後の生活
環境に与える影響は高いといえる。
　こどもの遊び環境のデザインは、世界各国で、安全基準を策
定し、そのことが逆にこどもの豊かな遊びを奪う状況となって
いることが多い。我が国も同様に自縄自縛となっており、こど
もの健全な発達に資する環境のデザインはなされてきていな
い。今後の社会の発展には欠かせない観点として期待されてい
る。
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(1)

Yuya
Kodama,Hiroyo
shi
Aoki,Yutaka
Yamagata,K.
Tsubota

In vitro
analysis of
blood flow in
a
microvascular
network with
realistic
geometry

Journal of
Biomechanics

88 88-94 2019

(2)

Satoru
OKUDA,Katsuyu
ki
UNOKI,Mototsu
gu
EIRAKU,Ken-
ichi TSUBOTA

Three-
dimensional
deformation
mode of
multicellular
epithelial
tube under
tension and
compression
tests

Journal of
Biomechanica
l Science
and
Engineering

13
17-00507-17-
00507

2018

(3)

Satoru
Okuda,Katsuyu
ki
Unoki,Mototsu
gu Eiraku,Ken
‐ichi
Tsubota

Contractile
actin belt
and mesh
structures
provide the
opposite
dependence of
epithelial
stiffness on
the
spontaneous
curvature of
constituent
cells

Development
Growth and
Differentiat
ion

59 455-464 2017

10.1016/j.jbiomech.2019.0
3.022

10.1299/jbse.17-00507

10.1111/dgd.12373

39 90110
生体医工
学関連

微小循環バイオメカニクスの研究

　本研究は、組織・臓器の正常な機能
およびその病変において重要となる、
微小循環の物理的な機構の一端を実験
および計算機シミュレーションを用い
て明らかにしたものである。力学を詳
細に考慮したモデリングが本研究の特
色であり、これによって、細胞スケー
ルの力学的な振る舞いに応じてマクロ
な微小組織スケールの流れや組織形成
が決まる様子を明らかにすることが出
来た。

SS

　（１）は、当該研究の中核をなす論文であり、バイオメカニ
クス分野における最も重要な国際雑誌の１つに掲載された。特
に、生体内の複雑な微小循環に対して、流路形状が流れに与え
る効果を明らかにした点で、当該分野の基盤的な成果であり、
今後の引用数の増加が期待される。（２）および（３）は、血
管などの管状組織の形成において、細胞スケールの力や拘束条
件がどのような役割を持つのかを明らかにした論文であり、流
れに重要な影響を与える血管網構造の形成過程を理解する点で
重要な成果である。
　（２）は日本機械学会の刊行する欧文誌のPaper of the
Year AwadとGraphics of the Year Awardを受賞し、（３）は
発生生物学分野の主要な国際雑誌に掲載された。以上のよう
に、一連の研究は、その重要性から評価を高めている。



著者・発表者等 タイトル・表題等
発表雑誌・出版

社
・会合等

巻・号 頁 発行・発表年等

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
小区分名

小区分
番号

業
績
番
号

掲載論文のDOI
（付与されている場合）

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）

【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、
文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業

績
番号

共
同
利
用
等

(1)

Kazuki Tamura
, Jonathan
Mamou, Alain
Coron, Kenji
Yoshida,
Ernest J
Feleppa,
Tadashi
Yamaguchi

Effects of
Signal
Saturation on
QUS Parameter
Estimates
Based on
High-
Frequency-
Ultrasound
Signals
Acquired From
Isolated
Cancerous
Lymph Nodes

IEEE
Transactions
on
Ultrasonics,
Ferroelectri
cs, and
Frequency
Control

64 1501-1513 2017

(2)

Kazuyo Ito,
Kenji
Yoshida,
Hitoshi
Maruyama,
Jonathan
Mamou

Acoustic
impedance
analysis with
high-
frequency
ultrasound
for
identificatio
n of fatty
acid species
in the liver

Ultrasound
in Medicine
and Biology

43 700-711 2017

(3)

Kazuyo Ito,
ZhiHao Deng,
Kenji
Yoshida,
Jonathan
Mamou,
Hitoshi
Maruyama,
Tadashi
Yamaguchi

Microscopic
Acoustic
Properties
Analysis of
Excised Rat
Livers using
Ultra-high
Frequency
Ultrasound

Medical
Imaging
Technology

35
（1）

51-62 2017

40 90130
医用シス
テム関連

超音波による非侵襲定量診断技術の開
発

　病理診断に代わる安全・高速・高精
度な組織性状診断法を確立するため
に、超音波を活用し、各種生体組織の
物性評価、エコー信号と組織組成・構
造の関係性の理解、それらを具現化す
るためのシステム開発や臨床検討など
を行っている。

SS SS

【学術的意義】
　多数の国内・海外の研究機関および企業と連携し、これまで
にない超音波診断に関する技術を多数提案しており、その研究
成果に対して期間中に国際学会および論文誌で6件の受賞、国
内学会で11件の受賞がある。また、関係学会内において診断の
標準化に関する委員会を立ち上げ、国内の主要超音波メーカも
交えて大規模な活動を展開している。加えて、期間中に研究室
の大学院学生10名を海外の共同研究機関に１～６ヶ月派遣する
など、教育活動も充実している。

【社会、経済、文化的意義】
　超音波診断装置などを用いて観察・取得される各種臓器のエ
コー信号情報を解析することで、病変組織の特徴検出、病変進
行度の判定、がん転移の推定などを可能にする。医学の発展に
大いに寄与するものであり、社会的意義は極めて大きい。

10.1109/TUFFC.2017.273736
0

10.1016/j.ultrasmedbio.20
16.11.011
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Connor
Nolan,Jonatha
n T.
Overpeck,Judy
R. M.
Allen,Patrici
a M.
Anderson,Juli
o L.
Betancourt,He
ather A.
Binney,Simon
Brewer,Mark
B. Bush,Brian
M.
Chase,Rachid
Cheddadi,Mort
eza
Djamali,John
Dodson,Mary,A
 Momohara

Past and future
global
transformation of
terrestrial
ecosystems under
climate change

Science 361 920-923 2018

(2)

Cindy Q.
Tang,Tetsuya
Matsui,Haruka
Ohashi,Yi-Fei
Dong,Arata
Momohara,Soni
a Herrando-
Moraira,Shenh
ua
Qian,Yongchua
n
Yang,Masahiko
Ohsawa,Hong
Truong
Luu,Paul J.
Grote,Pavel
V.
Krestov,null

Identifying long-
term stable refugia
for relict plant
species in East
Asia

Nature
Communicatio
ns

9 2018

(3)

Edoardo
Martinetto,Ar
ata
Momohara,Robe
rto
Bizzarri,Ange
la
Baldanza,Mass
imo
Delfino,Danie
la
Esu Raffaele

Late persistence
and deterministic
extinction of
“humid
thermophilous plant
taxa of East Asian
affinity” (HUTEA)
in southern Europe

Palaeogeogra
phy,
Palaeoclimat
ology,
Palaeoecolog
y

467 211-231 2017

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

　本学部・研究科の主たる研究対象・目的である園芸及びランドスケープの各分野に関連する諸業績から選定した。具体的な基準としては、国際的に高い評価を得ている学術誌に掲載された業績、学会賞を受賞するなど当該分野の研究者からの評価が高い業績、知
見が商品化されるなど経済的貢献を果たした業績、政府・自治体から表彰されるなど社会的貢献が認められる業績を中心に選定した。第３期中期目標期間中の主要成果の特徴としては、１）若手・中堅教員による高IF論文が掲載されたこと、２）国際共同研究が進
展し、その取組みが学会表彰にもつながるケースが生まれたこと、３）本研究科の強みといえる高度施設園芸技術の成果が継続して公表されていること、４）災害対応、環境問題など、社会的に注目されている課題に関する最新の成果が公表されたことがあげられ
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170301

（１）は将来予想される気候温暖化が地球全体の植生
に及ぼす影響を同程度の温暖化が起きた過去（最終氷
期から完新世）の植生変化との初めての地球規模の比
較を行った国際共同研究による成果で、Science
(IF=41.06）に掲載され、米国Washington Postをはじ
め13ヶ国以上の主要メディアで報道された。
（２）は第三紀の遺存樹種の現在の分布状況と将来の
気候温暖化の影響を明らかにした国際共同研究による
成果で、Nature Communications（IF=12.35）に掲載
され、日本及びスペインのメディアで報道された。
（３）はヨーロッパからの植物群の絶滅過程とその要
因を明らかにした論文で、Palaeogeography,
Palaeoclimatology, Palaeoecology （IF=2.38）に掲
載され、2019年５月現在の被引用回数は22件である。

２．選定した研究業績

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

提出できる研究業績数
の上限

園芸学部、園芸学研究科

第四紀の気候変動に伴う植生変化の研究

　本研究では、植物化石データを収集
し、その形成年代を高精度に明らかにし
た後、地質学・気候学データと比較する
ことで、第四紀（約260万年前以降）の氷
期・間氷期の気候変動に伴う植生景観や
生物多様性の変化を復元した。また、約
15,000年前の急激な気温上昇の程度と地
球各地の植生変化との関係を現在の地球
温暖化に適用することで、100年後に陸上
生態系が大規模に変化することを予測し
た。

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
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地球人間
圏科学関

連

10.1126/science.aan5360

10.1038/s41467-018-06837-
3

10.1016/j.palaeo.2015.08.
015
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(1)

Kazuyuki
Inubushi,Hiro
ki
Saito,Hironor
i Arai,Kimio
Ito,Koichi
Endoh,Miwa M.
Yashima

Effect of oxidizing
and reducing agents
in soil on methane
production in
Southeast Asian
paddies

Soil Science
and Plant
Nutrition

64 84-89 2017

(2)

Qunli
Shen,Kaile
Zhang,Jiuwei
Song,Jiaxian
Shen,Jianming
Xu,Kazuyki
Inubushi,Phil
ip C. Brookes

Contrasting
biomass, dynamics
and diversity of
microbial community
following the air-
drying and
rewetting of an
upland and a paddy
soil of the same
type

Biology and
Fertility of
Soils

54 871-875 2018

(3)

Oslan
Jumadi,Harton
o
Hartono,Andi
Masniawati,R.
Neny
Iriany,Andi
Takdir
Makkulawu,Kaz
uyuki
Inubushi

Emissions of
nitrous oxide and
methane from rice
field after
granulated urea
application with
nitrification
inhibitors and
zeolite under
different water
managements

Paddy and
Water
Environment

17 715-724 2019

(1)

Toshiyuki
Ito,Hirokuni
Miyamoto,Yosh
ifumi
Kumagai,Motoa
ki
Udagawa,Toshi
hito
Shinmyo,Kenic
hi Mori,Kazuo
Ogawa,Hisashi
Miyamoto,Hiro
aki Kodama

Thermophile-
fermented compost
extract as a
possible feed
additive to enhance
fecundity in the
laying hen and pig:
Modulation of gut
metabolism

Journal of
Bioscience
and
Bioengineeri
ng

121 659-664 2016

(2)

Yu
Kajihara,Shot
a
Yoshikawa,Yui
chiro
Cho,Toshiyuki
Ito,Hirokuni
Miyamoto,Hiro
aki Kodama

Preferential
isolation of
Megasphaera
elsdenii from pig
feces

Anaerobe 48 160-164 2017

(3)

宮本浩邦、宮
本久、田代幸
寛、酒井謙
二、児玉浩明

好熱性微生物を活用
した未利用バイオマ
ス資源からの高機能
性発酵製品の製造と
学術的解明

生物工学会誌 96 56-63 2018

2 38010

植物栄養
学および
土壌学関

連

東アジア・東南アジアの水田土壌からの
温室効果ガス放出とその制御因子

　水田から放出されるメタンは１分子当
温室効果GWPが二酸化炭素の約30倍あり、
農業由来の温室効果ガスの半分を占め
る。土壌中のメタン生成制御因子として
鉄に注目し、アジア諸国の水田土壌中の
メタン生成量が鉄含量と負の相関を示す
ことを解明した。水田土壌中の微生物群
集構造に及ぼす水分変化や粘土鉱物等の
添加物の影響等も検証した。

Ｓ

水田はアジアで重要な食糧生産の場であるが、1980年
代末から温室効果ガスであるメタンが注目され始め
た。水田から放出されるメタンの９割以上が水稲体経
由であることを明らかにして以来、これまで一貫して
水田を対象にしてメタン生成過程や制御因子を解明
し、アジア諸国の土壌も対象とした研究を国際的に続
けてきた。メタン生成を抑制するため、土壌中の鉄含
量に注目し、土壌有機物量との定量的関係を明らかに
した。また、水管理によるメタン抑制技術の開発にも
当初から取り組み、同時に放出される可能性がある一
酸化二窒素ガスへの影響や、土壌中の微生物群集構造
に及ぼす影響や粘土鉱物などの添加物の影響も検証し
た。
東南アジアからの留学生を積極的に受け入れ、また、
中国科学院などとの国際共同研究も推進してきた。こ
れらの成果に対して本年度、日本人として二人目とな
る東アジア・東南アジア土壌学会賞EASFS Awardの受
賞につながった。

10.1080/00380768.2017.140
1907

10.1007/s00374-018-1308-
3

10.1007/s10333-019-
00724-3

3 38020
応用微生
物学関連

農畜水産業の生産性向上および環境負荷
軽減効果を持つ複合微生物菌群の学術的
解明とその応用

　好熱性微生物を利用した未利用海産資
源の堆肥化と農畜水産業への利用、その
資源循環への利用法、農畜水産業の生産
性向上をもたらす学術的作用機構を産学
連携により解明した。成果物として「ノ
ンメタポーク」が大学発ベンチャーから
上市され、堆肥から単離したプロバイオ
ティクスが社会実装されている。

Ｓ

好熱性微生物を利用して製造された堆肥の機能性を活
かした農畜水産の生産性向上技術を確立した。未利用
海産物を原料とした堆肥が、飼料添加物等に利用され
ている。成果物は、千葉大学発ベンチャー企業より
「ノンメタポーク」として上市されている。水産物の
養殖等にも用いられ、養魚死亡率の低下に貢献してい
る。ノンメタポーク化の科学的メカニズムに関する研
究では、好熱性微生物の中からプロバイオティクスと
して働く新規微生物Bacillus hisashiiが単離同定さ
れた。当該菌種は内臓脂肪の蓄積軽減効果を有し、産
学連携特許を取得している。ノンメタポーク化したブ
タでは宿主動物の乳酸が低下し、腸内環境が健全化す
るが（研究成果1）、腸管内において乳酸を資化する
バクテリアの単離同定にも成功している（研究成果
2）。これらの研究は千葉大学を中心とした産学連携
によって達成され、2017年に日本生物工学会技術賞が
授与されている（研究成果3）。

10.1016/j.jbiosc.2015.10.
014

10.1016/j.anaerobe.2017.0
8.013

https://doi.org/10.1007/s00374-018-1308-3
https://doi.org/10.1007/s00374-018-1308-3
https://doi.org/10.1007/s10333-019-00724-3
https://doi.org/10.1007/s10333-019-00724-3
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(1)

C. M. Yeager,
S. Amachi, R.
Grandbois, D.
I. Kaplan, K.
A. Schwehr,
and P. H.
Santschi

Microbial
Transformation of
Iodine: From
Radioisotopes to
Iodine Deficiency

Advances in
Applied
Microbiology

83-136 2017

(2)

Taro
Taguchi,Kyota
Ebihara,Chihi
ro
Yanagisaki,Ju
n
Yoshikawa,Hir
ofumi
Horiguchi,Sei
go Amachi

Decolorization of
recalcitrant dyes
by a multicopper
oxidase produced by
Iodidimonas sp. Q-1
with iodide as a
novel inorganic
natural redox
mediator

Scientific
Reports

8 2018

(3)

Takao
Iino,Moriya
Ohkuma,Yoichi
Kamagata,Seig
o Amachi

Iodidimonas muriae
gen. nov., sp.
nov., an aerobic
iodide-oxidizing
bacterium isolated
from brine of a
natural gas and
iodine recovery
facility, and
proposals of
Iodidimonadaceae
fam. nov.,
Iodidimona…

Internationa
l Journal of
Systematic
and
Evolutionary
Microbiology

66 5016-5022 2016

4 38020
応用微生
物学関連

ヨウ素の環境挙動に影響を与える微生物
に関する総合的研究

　人類の必須元素である安定ヨウ素、お
よび原発事故などで環境に放出される放
射性ヨウ素の動態に影響を与える微生
物、具体的にはヨウ素の酸化、還元、揮
発、濃縮、還元的脱ヨード化反応等を触
媒する微生物を世界に先駆けて分離し、
その系統分類、生理、生態、ゲノミク
ス、プロテオミクス解析等により詳細を
明らかにすると共に、応用的利用の可能
性を示した。

Ｓ

（１）はヨウ素と微生物の相互作用に関する総説で、
米国の研究者との国際共著論文である。微生物学で最
も広く読まれ、権威あるレビューリソースの１つであ
るAdvances in Applied Microbiologyに発表した。
（２）千葉県房総半島の天然ガス鹹水（かんすい）よ
り分離したヨウ素酸化細菌の酵素IOXを、難分解性色
素の脱色に応用できることを明らかにし、Nature
Publishing Groupが発行するScientific Reports
(IF=4.525)に発表した。また、本発明に関して特許出
願を行い、特許査定がなされた（特願2016-
538366）。
（３）上記のヨウ素酸化細菌を、原核生物の系統分類
に関する国際委員会（ICSP）の公式ジャーナルである
IJSEM（IF=2.166）において、新属新種Iodidimonas
muriaeとして提唱した。また同時に新目、新科の提唱
も行った。

10.1016/bs.aambs.2017.07.
002

10.1038/s41598-018-25043-
1

10.1099/ijsem.0.001462
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(1)

Takashi L.
Shimada,Makot
o
Hayashi,Ikuko
Hara-
Nishimura

Membrane Dynamics
and Multiple
Functions of Oil
Bodies in Seeds and
Leaves

Plant
Physiology

176 199-207 2017

(2)

Takashi L
Shimada,Shige
yuki
Betsuyaku,Nor
iko
Inada,Kazuo
Ebine,Masaru
Fujimoto,Tomo
hiro
Uemura,Yoshit
aka
Takano,Hiroo
Fukuda,Akihik
o
Nakano,Takash
i Ueda

Enrichment of
Phosphatidylinosito
l 4,5-Bisphosphate
in the Extra-
Invasive Hyphal
Membrane Promotes
Colletotrichum
Infection of
Arabidopsis
thaliana

Plant & Cell
Physiology

60 1514-1524 2019

(3)

Takashi L.
Shimada,Tomoo
Shimada,Yozo
Okazaki,Yasuh
iro
Higashi,Kazuk
i Saito,Keiko
Kuwata,Kaori
Oyama,Misako
Kato,Haruko
Ueda,Akihiko
Nakano,Takash
i
Ueda,Yoshitak
a
Takano,Ikuko
Hara-
Nishimura

HIGH STEROL ESTER 1
is a key factor in
plant sterol
homeostasis

Nature
Plants

5 1154-1166 2019

10.1104/pp.17.01522

10.1093/pcp/pcz058

10.1038/s41477-019-0537-2

5 38060
応用分子
細胞生物
学関連

植物脂質動態から探る新奇の生命現象

　本研究では、植物脂質の細胞内動態を
探ることで、新奇の生命現象を見出す。
脂質貯蔵に特化した細胞小器官・オイル
ボディに着目することで、植物の生育に
必須の脂質恒常性維持機構を明らかに
し、脂質増産のための技術開発を目指し
ている。また、病原体感染など、外的ス
トレスによって変動する脂質動態を明ら
かにすることで、作物の環境適応能力を
高め、生産性向上を目指している。

SS

（１）では、植物の脂質貯蔵オルガネラ・オイルボ
ディに関する研究をまとめた総説論文である。学術的
に評価の高い雑誌（Plant physiology; IF = 5.949）
に掲載され、国際的に評価されている。
（２）は、病原糸状菌である炭疽病菌感染時の脂質動
態と感染生理についての研究論文である。学術的に評
価の高い雑誌（Plant & Cell Physiology; IF =
4.059）に掲載され、国際的に高い評価を受けてい
る。
（３）は、植物ステロール恒常性の維持に必要な新奇
タンパク質の発見と機能解析を行った研究論文であ
る。学術的に評価の高い雑誌（Nature Plants; IF =
13.297，植物分野において最高ランク）に掲載され、
また、同号のNews & Views（Nature Plants，volume
5, 1112–1113, 2019）でも紹介され、，国際的に高い
評価を受けている。本研究は、千葉大学（甲南大学・
京都大学との共同）からプレスリリースを発表してい
る．
さらに、ステロールに関する恒常性維持機構に関わる
研究を行い、第91回日本生化学会大会でのシンポジウ
ム発表（英語）や、2件の国際会議（7th Asian
Symposium on Plant Lipid-ASPL2017，The 23rd
International Symposium on Plant Lipids，
ASPL2019）、5件の国内会議での発表を行っている。
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Buntarika
Nuntha,Shinji
Kikuchi,Thuny
a
Taychasinpita
k,Hidenori
Sassa,Takato
Koba

High Genomic
Affinity between
Torenia baillonii
and Torenia
fournieri Revealed
by Genome Analysis
Using a Triploid
Hybrid

Cytologia 82 213-218 2017

(2)

Buntarika
Nuntha,Shinji
Kikuchi,Thuny
a
Taychasinpita
k,Hidenori
Sassa,Takato
Koba

New karyotypes of
an interspecific
hybrid of Torenia
fournieri and
Torenia baillonii
and its progenies

Chromosome
Science

19 37-40 2016

(3) Kikuchi, S.

Behaviors of
parental
chromosomes in
Torenia
interspecific
hybrid

Chromosome
Science

82 68 2016

(1)

Tomoko
Igawa,Lixy
Yamada,Hitosh
i
Sawada,Toshiy
uki Mori

Isolation of GFP-
tagged plasma
membrane protein
from Arabidopsis
egg cells

Plant
Biotechnolog
y

34 119-123 2017

(2)

Taro
Takahashi,Ken
Honda,Toshiyu
ki
Mori,Tomoko
Igawa

Loss of GCS1/HAP2
does not affect the
ovule-targeting
behavior of pollen
tubes

Plant
Reproduction

30 147-152 2017

(3)

Taro
Takahashi,Tos
hiyuki
Mori,Kenji
Ueda,Lixy
Yamada,Shiori
Nagahara,Tets
uya
Higashiyama,H
itoshi
Sawada,Tomoko
Igawa

The male gamete
membrane protein
DMP9/DAU2 is
required for double
fertilization in
flowering plants

Development 145 dev170076 2018

6 39010
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科学関連

トレニア属植物のゲノム構造と種分化に
関する研究

　本研究は、トレニア属植物で見つかっ
た異数性ゲノム構造と種分化について、
比較ゲノム解析やゲノム分析等から検証
し、２種のゲノムの高い類似性・親和性
を明らかにしたものである。本来は異常
と考えられる異数体が種分化の役割を持
つという点で画期的であり、異数体克服
メカニズムの解明による医療や農学分野
への応用が期待される。

Ｓ

　業績（１）は本研究の主要論文の一つで日本メンデ
ル協会が発行する1929年に創刊された日本初の欧文専
門科学雑誌（IF=0.913）に掲載されている。異数性を
示すトレニア属2種のゲノム分析をタイのカセサート
大学と共同で取り組んだ。業績（２）は染色体学会の
英文誌に掲載されたもので、多数の異数性トレニア植
物を作出して異数性克服の実態を明らかにするととも
に、実際に新品種育成への利用が可能であることを示
した。これらの研究成果を含む一連の染色体研究に対
して2016年に染色体学会の学会賞を受賞した（業績
（３）：受賞講演のAbstract）。

10.1508/cytologia.82.213

10.11352/scr.19.37

10.5511/plantbiotechnolog
y.17.0522a

10.1007/s00497-017-0305-2

10.1242/dev.170076

7 39010
遺伝育種
科学関連

被子植物重複受精の分子メカニズム解明

　重複受精は育種・繁殖にとって重要な
現象だが、その受精因子は僅かしか同定
されていない。受精因子の探索や機能解
析を行い、重複受精分子メカニズムの全
容解明を目指し、同定例のない雌の受精
因子を捕捉する為の技術開発や、既知受
精因子の詳細な機能決定付けを行った。
また新規の精細胞膜タンパク質を卵細胞
との受精制御因子として同定し、重複受
精制御機構解明の手がかりを発見した。

Ｓ

　（１）は雌性配偶子で機能する受精因子の捕捉法の
開発研究として、Plant Biotechnology（IF=0.547）
に発表した。本技術を適用して、雄の受精因子GCS1と
の雌側相互作用因子を同定する研究提案に関し、平成
30年度長瀬研究振興賞を受賞した。
　（２）受精における融合因子であるGCS1には、花粉
管ガイダンスにも関与する別の機能が提唱され論争上
にあったが、本研究ではこの説を統計科学的に否定
し、GCS1の機能が膜融合に限定されることを決定付け
た。本成果はPlant Reproduction（IF=2.707）に発表
した。
　（３）では新規の受精因子を探索するため、テッポ
ウユリ雄原細胞の膜タンパク質プロテオーム解析を行
い、DMP９を同定した。シロイヌナズナでDMP９の詳細
な機能解析を行い、精細胞DMP９による受精制御が卵
細胞特異的であることを明らかにし、重複受精制御の
仕組みの一端を解明した。本成果はDevelopment
（IF=5.413）に発表し、本学のウェブサイトより
ニュースリリースした。
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災害危険区域におけ
る新たな土地利用の
方向

東日本大震災
合同調査報告
書編集委員会
（日本建築学
会）

建築
編11

267-268 2019

(2) Noriko AKITA

A study on the land
use management by
residents through
the community
garden after the
Tsunami stricken
area

ランドスケー
プ研究

79 507-512 2016

(3)
軽石紗貴・秋
田典子

 石巻市雄勝町におけ
る災害危険区域内住
民の居住地移動の実
態

ランドスケー
プ研究

82(5) 611-616 2019

(1)

Yasuo
Ohe,Harumi
Ikei,Chorong
Song,Yoshifum
i Miyazaki

Evaluating the
relaxation effects
of emerging forest-
therapy tourism: A
multidisciplinary
approach

Tourism
Management

62 322-334 2017

(2) 大江靖雄編著
都市農村交流の経済
分析

農林統計出版 1-237 2017

(3)
Yasuo
Ohe,Nicolas
Peypoch

Efficiency analysis
of Japanese Ryokans

Tourism
Economics

22 1261-1273 2016

8 39070
ランドス
ケープ科
学関連

津波災被災地における住民協働のコミュ
ニティガーデン形成と低平地土地利用計
画の策定

　複数の津波被災地にて、地元住民と協
働でコミュニティの拠点となるガーデン
を形成し、コミュニティ再生に寄与し
た。活動には延べ1,200名の学生が参加
し、教育面の貢献も大きい。石巻市の
ガーデンは災害危険区域復興のモデルに
なり、そこで住民協働で策定した将来計
画が津波被災跡地で初めて公的計画とな
り、復興の新しい方向性と可能性を提示
した。

Ｓ

　東日本大震災後に、2011年夏から現在まで継続して
国立大学唯一の園芸学部として岩手県大槌町、釜石
市、陸前高田市、宮城県石巻市、千葉県旭市等で、仮
設住宅や津波被災エリアにて地元住民と協働で花と緑
による復興活動に取り組んできた。活動に参加した学
生は延べ1,200名を超え、石巻市雄勝町に創造した
ガーデンは災害危険区域の復興モデル事例として復興
庁公開資料に掲載された。さらに、ガーデンを軸とし
た津波被災跡地全体の将来計画を住民と共に「雄勝町
ガーデンパーク構想」として策定し、津波被災地の中
で初めて将来土地利用計画が公的計画に位置づけられ
た。これらの一連の復興支援活動が唯一無二のものと
して高く評価され、2018年5月に復興大臣から感謝状
が贈呈された。また日本建築学会等8学会合同による
東日本大震災合同調査報告による提言の中でも紹介さ
れた。

10.5632/jila.79.507

10.1016/j.tourman.2017.04
.010

10.1177/1354816616670505

9 41010
食料農業
経済関連

農業経営の多角化と農村資源マネジメン
トに関する研究

新たな農家の活動として世界的に関心が
高まっている地域資源を活用した農村
ツーリズム等の安定的発展のための経営
的及び政策的課題を国際的及び学際的共
同研究等から解明する。

SS

　１．世界で始めて、自然科学研究者との共同研究で
森林セラピーツーリズムの心身リラックス効果を実証
するとともに、農村ビジネスとして成立するための課
題を考察した。掲載誌は、観光研究のトップジャーナ
ルである（IP=5.921）。本論文により、本学において
トップ１％のジャーナル掲載者が対象となる「特に優
秀」研究者として評価を受けた。
　２．我が国で初めて編著者として、ミクロ経済学と
計量経済学を適用した都市農村交流および農村ツーリ
ズムの総勢18名の執筆者による論文集を取りまとめた
ものである。
　３．フランス人研究者との共同研究で、我が国独特
のホスピタリティを提供する旅館の経営効率性につい
て時系列のDEA手法を適用して世界で初めて旅禍の効
率性の推移を解析して、リーマンショック以降で規模
間格差が拡大していることを解明した。
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(1)

Yuki Yano,Eri
Kato,Yasuo
Ohe,David
Blandford

Examining the
opinions of
potential consumers
about plant‐
derived cosmetics:
An approach
combining word
association, co‐
occurrence network,
and multivariate
probit analysis

Journal of
Sensory
Studies

34 e12484 2018

(2)

Yuki
Yano,David
Blandford,Ats
ushi
Maruyama,Tets
uya Nakamura

Consumer
perceptions of
fresh leafy
vegetables in Japan

British Food
Journal

120 2554-2568 2018

(3)

Yuki
Yano,Tetsuya
Nakamura,Atsu
shi Maruyama

Factors Influencing
the Level of
Anxiety toward
Vegetables Grown in
Plant Factories
Using Artificial
Light: A Case of JA
Farmers’ Market in
Fukushima

Journal of
Rural
Problems

52 235-240 2016

(1)

Eriko
OGAWA,Shoko
HIKOSAKA,Eiji
GOTO

Effects of nutrient
solution
temperature on the
concentration of
major bioactive
compounds in red
perilla

J. Agric.
Meteorol.

74 71-78 2018

(2)

Noriko
Ohtake,
Masaharu
Ishikura,
Hiroshi
Suzuki,
Wataru Yamori
and Eiji
Goto.

Continuous
Irradiation with
Alternating Red and
Blue Light Enhances
Plant Growth While
Keeping Nutritional
Quality in Lettuce

HortScience 53 1804–1809 2018

(3)

Satoshi
Matsuo,Kenji
Nanya,Shunsuk
e
Imanishi,Ichi
ro Honda,Eiji
Goto

Effects of Blue and
Red Lights on
Gibberellin
Metabolism in
Tomato Seedlings

The
Horticulture
Journal

88 76-82 2019

10 41010
食料農業
経済関連

農産物やその加工品に対する消費者意識
やニーズに関する研究

　農産物やその加工品に対する消費者の
イメージや購買動機、ニーズ等を的確に
把握することによって、効果的な情報提
供や宣伝活動のあり方を考察する。ま
た、先駆的なテキストマイニング手法等
の適用を試みることによって、市場が確
立していない商品の学術マーケティング
調査に寄与する実用的なツールを提供す
ることを目的としている。

Ｓ

１．果樹剪定枝を活用した化粧品に対する消費者イ
メージを語の共起ネットワークによって分析し、効果
的なマーケティング戦略を考察した。語のコミュニ
ティ階層構造を明らかにすることで、従来よりも的確
にテキスト内の話題を把握する方法を提案した。論文
は国際誌（IF=2.072）に掲載された。
２．レタス等の生野菜に対する消費者の購入動機を語
の共起ネットワークを用いて分析し、コミュニティ抽
出法により６つの主要な消費動機を明らかにした。ま
た、語の中心性を測ることにより様々な文脈で使われ
るキーワードを見つけ出す方法を提案した。論文は国
際誌（IF=1.717）に掲載された。
３．福島県内JA直売所の利用者に対して調査を実施
し、植物工場野菜に関する知識の程度および不安度を
測定するとともに、不安度に影響を与える要因を分析
した。その結果、栄養や味に関して不安に思う人が多
く、工場野菜の質に関する知識が乏しい人ほど不安度
が高い傾向が見られた。

10.1111/joss.12484

10.1108/BFJ-09-2017-0500

10.7310/arfe.52.235

10.2480/agrmet.D-17-
00037

10.21273/HORTSCI13469-18

10.2503/hortj.UTD-005

11 41040

農業環境
工学およ
び農業情
報工学関

連

「植物工場を用いた高付加価値植物生
産」

 本研究では、施設園芸の応用である植物
工場は植物環境工学の視点から生育制御
を行うことで、多様な産業分野の植物生
産に適する植物生産システムとして有効
であることを実証した。この実証に基づ
き、農作物のさらなる展開で求められて
いる高付加価値化の手法の普及、国産が
求められる生薬原料用薬用植物の効率的
生産手法の提示、遺伝子組換え植物工場
による経口ワクチンや生活習慣病予防薬
となる医薬品原材料の生産を可能とし
た。

Ｓ

（１）は、植物工場において適切な環境制御を行うと
薬用植物の薬用成分の生合成・蓄積を促進できること
を示した研究である。ここでは培養液温度の制御を薬
用シソに適用している。
（２）は、植物工場においてレタスをLED光源で栽培
する場合に、青色光と赤色光を交互照射すると成長が
促進し、収穫量を高められることを示した研究であ
る。レタス工場は日本発の技術であり、本論文が米国
園芸学会誌に掲載されたことは、植物工場の研究が欧
米でも高く評価されたことを示している。
（３）は、植物工場において人工光下で高品質な野菜
苗の生産を可能にした研究である。LED光源の青色光
と赤色光の割合を調節し、任意の茎長の苗を作ること
を可能にした。一連の成果により、植物工場を用いた
高付加価値植物生産に関する研究が高く評価され、
2019年度に日本農業工学会賞を受賞した。

https://doi.org/10.2480/agrmet.D-17-00037
https://doi.org/10.2480/agrmet.D-17-00037
https://doi.org/10.21273/HORTSCI13469-18
https://doi.org/10.2503/hortj.UTD-005
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(1)

Naoki
Sudo,Akiko
Soma,Sunao
Iyoda,Taku
Oshima,Yui
Ohto,Kenta
Saito,Yasuhik
o Sekine

Small RNA Esr41
inversely regulates
expression of LEE
and flagellar genes
in
enterohaemorrhagic
Escherichia coli

Nature
Chemical
Bioplogy

164 821-831 2018

(2)

Takaaki
Taniguchi,Ken
jyo
Miyauchi,Yuri
ko
Sakaguchi,Sei
suke
Yamashita,Aki
ko Soma,Kozo
Tomita,Tsutom
u Suzuki

Acetate-dependent
tRNA acetylation
required for
decoding fidelity
in protein
synthesis

Microbiology 14 1010-1020 2018

(3)
Hiromoto S
and Soma A

Processing pathway
of disrupted tRNAs
in a primitive red
alga
Cyanidioschyzon
merolae.

Viva Origino 45 1-7 2017

12 43010
分子生物
学関連

微生物における機能性RNAのプロセシング
機構の解析

　シーケンシング技術の飛躍的な向上に
より多くの機能性RNAが同定され、そのス
プライシングや転写後修飾は新たな遺伝
子発現調節機構として注目されている。
本研究課題は比較ゲノム解析、分子生物
学的解析によりRNAのプロセシング機構の
解明を目指したものであり、研究成果
（１）は、どのように特定のコドンから
タンパク質合成が開始するかという生命
現象の基本的なメカニズムを明らかにし
た。

SS

近年、多数の機能性RNAが同定され、様々な生命現象
への関与が明らかとなっている。RNAは、スプライシ
ングやヌクレオチド修飾など多彩な転写後プロセシン
グを受けることで本来の生理学的機能を発揮すること
ができるようになる。特にRNAの転写後修飾は多種多
様であり、ヒトの疾病の原因にもなることから、新た
な遺伝子発現機構「エピトランスクリプトミクス」と
して注目されている。一方で、RNAの修飾機構は複雑
であり、関与する酵素遺伝子も不明である場合も多い
ため、世界中で解析が進められている。当該研究課題
は、特に微生物の機能性低分子RNAに着目して、これ
まで不明であったプロセシング機構を解明し、また、
そのRNA分子の機能との関連性を明らかにしている。
特に研究成果（１）（IF=12.157）は、セントラルド
グマの遺伝暗号解読における根本的な疑問を解明した
ものであり、生命現象の基本的な理解だけでなく、医
療・創薬など応用面にも重要な知見を与えるものと期
待される。

10.1099/mic.0.000652

10.1038/s41589-018-0119-z
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(1)
Yutaka
IWASAKI

The direction of
new urban greenery
approach from
health effects to
people

日本緑化工学
会誌

44 447-450 2019

(2)

YADOMARU
Kotoko,Yoshit
aka
OTUKA,Masaru
NAKAMURA,Yuta
ka IWASAKI

Study on the
psychological
effect of office
greening upon the
office worker

日本緑化工学
会誌

42 56-61 2016

(3) 宮崎良文
Shinrin-Yoku
心と体を癒すセラ
ピー

創元社 192 2018

(1)

Akira
Kato,David
Thau,Andrew
T.
Hudak,Garrett
W. Meigs,L.
Monika Moskal

Quantifying fire
trends in boreal
forests with
Landsat time series
and self-organized
criticality

Remote
Sensing of
Environment

237 111525 2020

(2)

Andrew T
Hudak,Akira
Kato,Benjamin
C Bright,E
Louise
Loudermilk,Ch
ristie
Hawley,Joseph
C
Restaino,Roge
r D
Ottmar,Gabrie
l A
Prata,Carlos
Cabo,Susan J
Prichard,Eric
M
Rowell,David
R Weise

Towards Spatially
Explicit
Quantification of
Pre- and Postfire
Fuels and Fuel
Consumption from
Traditional and
Point Cloud
Measurements

Forest
Science

2020

(3)

Akira Kato,L.
Monika
Moskal,Jonath
an L.
Batchelor,Dav
id
Thau,Andrew
T. Hudak

Relationships
between Satellite-
Based Spectral
Burned Ratios and
Terrestrial Laser
Scanning

Forests 10 444 2019

10.7211/jjsrt.44.447

10.7211/jjsrt.42.56

14 63010
環境動態
解析関連

リモートセンシング技術を応用したラン
ドスケープレベルの自然災害研究精緻化

　森林火災は予測不能な自然現象と考え
られてきたが、最新のリモートセンシン
グ技術により長期間蓄積した衛星データ
を用いて、ランドスケープレベルでの自
然火災サイクルを把握した。温暖化によ
るサイクルの変化を定量的に示す技術を
確立できた。さらに３次元データを用い
て被害を正確に把握する手法も確立し
た。

SS

研究成果の（1）は、過去30年のデータ蓄積がある衛
星データを用いて、森林火災の履歴を自動で把握する
解析技術を確立し、森林火災の自然サイクルを衛星画
像だけで把握できるようにした画期的な研究であり、
IF:8.218のリモートセンシング分野のトップジャーナ
ルに論文が掲載された。（2）では森林火災前後の３
次元データを用いて火災がどこで生じたかを正確に３
次元上で特定する解析技術を確立し、米国森林局や
Los Alamos国立研究所から招待講演を受けるなど、近
年特に注目される研究である。（3）では森林火災の
被災地で、３次元データを用いて効率良く被害度を把
握する手法を確立した。
上記３件の論文では、自然災害をテーマとして、自然
災害によりランドスケープの変化に及ぼす影響を、リ
モートセンシング技術により自動で正確に把握する研
究を行い、近年世界的に注目を集めている。

10.1016/j.rse.2019.111525

 10.1093/forsci/fxz085

10.3390/f10050444

13 45060
応用人類
学関連

植物のセラピー効果に関するエビデンス
の蓄積およびセラピー効果を活かした地
域ケアへの展開

森林や都市公園などの緑地および花卉や
観葉植物などの植物材料の保有するセラ
ピー効果に関して、数多くの実証実験か
らエビデンスを蓄積した。さらに、それ
らの効果を実際の現場に還元するため
に、高齢施設における園芸療法やオフィ
ス勤務者のストレス緩和を目的としたオ
フィス緑化など様々な現地実験を実施
し、地域ケアに展開するために有用な情
報を提供した。

Ｓ

ストレス社会の現在、森林浴や園芸療法、アロマセラ
ピーなど植物の保有する健康効果について注目が集
まっている。しかし、「植物と人の健康」という学際
分野の研究を取り扱っている大学は、千葉大学園芸学
研究科にしかなく、その研究成果は常にこの分野のパ
イオニアとして、造園、緑化工学、園芸療法、生理人
類学会など様々な分野から高い評価を得ている。特に
森林浴に関する研究は、書籍にまとめられ世界16カ国
で刊行されるなど世界的に注目されている。さらに園
芸療法やオフィス緑化に関する研究も、園芸療法学会
や緑化工学会などにおいて優秀研究賞を受賞するなど
数多くの賞を受賞している。また、このような出版や
学会発表だけでなく、企業や省庁、自治体との共同研
究も数多く進めており、植物によるセラピー効果の学
術的エビデンスを多数公表している。

https://doi.org/10.3390/f10050444
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CD103（hi）T-reg細胞は、CD103
（lo）組織常在病原性CD4 T細胞に
よって誘発される肺線維症を抑制

　本研究では、カビの暴露で線維化
をおこした肺に「組織常在性記憶CD4
T細胞」という新たな細胞集団を同定
した。この「組織常在性記憶CD4 T細
胞」集団のうち、病原性の高い細胞
集団を治療標的とすることで、難治
性の肺の組織線維化において有効な
治療法を確立することが期待され
る。

【学術的意義】
　本論文は、世界でも特に権威のある学術雑誌であるネイ
チャーグループの１つ"Nature Immunology”(2018年インパ
クトファクター23.53)に掲載された。R1.10.8にプレスリ
リースを実施した。
【社会、経済、文化的意義】
　今回我々が新たに同定した「CD4 Trm細胞」は、体内を移
動せず肺の炎症局所に数ヶ月以上の長期間に渡って住み続け
るという特徴がある。このような特殊な細胞集団はこれまで
あまり注目されていなかったが、「CD4 Trm細胞」は、組織
内に長期間住み続けていることから、従来の点滴などで投与
する薬剤は、組織の中にいる「CD4 Trm細胞」には十分に届
いていない可能性がある。
これらの細胞集団を標的とした新規の治療法を確立すること
で、肺組織の線維化が引き起こす難治性の疾患において画期
的な治療薬の開発につながることが期待される。

10.1038/s41590-019-0494-y

SREBP1は代謝リモデリングにより炎
症を収束する
　
　脂質代謝がマクロファージの炎症
収束に必須であることを初めて明ら
かにした。

Ｓ

　本論文は、代謝学分野で最も権威のある学術雑誌”Cell
Metabolism”（2017年インパクトファクター 20.565）に掲
載された。2019年５月末時点での引用回数は55回であり、短
期間に非常に多数の論文に引用されている。脂質代謝と炎症
との連結を初めて明らかにしたものであり、慢性炎症性疾患
の新たな分子機構を示した点で評価が高い。なお、本論文
は、国際共同研究の成果である。

10.1016/j.cmet.2016.11.00
9
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An Nfil3–Zeb2–Id2
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Irf8 enhancer
switching during
cDC1 development

Nature
Immunology

20 1174-1185 2019
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Tumes, D.,
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Papadopoulos, M.,
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CD8要請樹状細胞分化における転写因
子Nifl3-Zeb-Id2によるIRF8誘導機構

　CD8陽性樹状細胞の分化は、転写因

子Nfil3によるZeb2highId2lowの共通樹

状細胞前駆細胞からZeb2lowId2highの
共通樹状細胞前駆細胞への分化誘導
により達成される。

　本論文は免疫学において最も権威のある学術雑誌である
Nature Immunology （2017年インパクトファクター
21.809）誌に掲載された。掲載直後のため、2019年11月時点
での引用回数は１回である。

10.1038/s41590-019-0449-3

Ezh2hは自発性喘息様疾患を引き起こ
す病原性iNKT細胞の発達を抑制

　本研究により、病原性iNKT細胞は
Th2サイトカインを介して、気道過敏
性の上昇や高IgE血症を呈する自発性
喘息様疾患を誘発することが示され
た。また、ポリコーム抑制複合体の
一つであるEzh2は、病原性iNKT細胞
の発達を抑制し、病原性iNKT細胞に
おいて中心的なレギュレーターとし
て機能することが明らかとなった。

【学術的意義】
　本論文は、世界で最も権威のある臨床医学雑誌の一つで、
米国アレルギー喘息 免疫学会の公式機関誌である"Journal
of Allergy and Clinical Immunology "(2018年インパクト
ファクター14.11)に掲載された。
【社会、経済、文化的意義】
　第４のリンパ球として千葉大学で同定されたNKT細胞の分
化に関する研究で、核内タンパク質であるEzh2が正常なNKT
細胞の分化において重要な役割を果たすことを発見した。こ
の分子がないと、喘息を自然発症する様な病原性のNKT細胞
が生まれることが分かり、疾患発症のメカニズムの新たな考
え方を提唱した。Ezh2やNKT細胞を標的とした創薬、治療法
の開発が進むと考えられる。

10.1016/j.jaci.2019.02.02
4
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(3)

健康と病気におけるTh2細胞

　「慢性のTh1/Th2病と呼ばれる病態
は、Th1/Th2細胞のアンバランスで起
こるのではなく、免疫記憶細胞が生
体内でできる際に特別な環境下で出
現する記憶型Pathogenic Th1/2/17細
胞に因る」という新たなコンセプト
を提唱した。

【学術的意義】
　本論文は、免疫研究分野で高レベルかつ高品質のレビュー
論文を掲載する権威ある学術雑誌"Annual Review of
Immunology”（2017/18年インパクトファクター 22.714）に
掲載された。2017年の発表以降、2019年５月20日時点での被
引用回数は47回であり、Top1%論文である。
【社会、経済、文化的意義】
 本論文で、「慢性のTh1/Th2 病と呼ばれる病態は、Th1/Th2
細胞のアンバランスで起こるのではなく、免疫記憶細胞が生
体内でできる際に特別な環境下で出現する記憶型
Pathogenic Th1/2/17細胞に因る」という新たなコンセプト
を提唱した。この新たなコンセプト提唱により、難治性の慢
性炎症疾患の治療法開発における新たなストラテジーの方向
性が生まれた。今後、新たな研究を促進する可能性もある。

10.1146/annurev-immunol-
051116-052350

Ｓ
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腸恒常性と組織治癒のための上皮と
免疫細胞の粘膜生態ネットワーク

　粘膜上皮、免疫、間葉系細胞間の
クロストークによる組織恒常性の維
持機構について、最新の知見並びに
筆者らの研究成果を中心に報告し
た。

Ｓ

　本論文は、免疫学の分野で非常に権威のある学術雑誌”
Annual Review Immunology”（2017年インパクトファクター
22.714）に掲載された。本総説は我々がこれまで一貫して進
めてきた「粘膜免疫学研究」について、粘膜免疫システムの
重要な構成要素である上皮系・免疫系・間葉系細胞間の相互
作用並びに腸内細菌との関りについてまとめたものである。
平成29年度日本ビフィズス菌センター研究奨励賞の受賞にも
つながった成果であり、また、日本リンパ学会等の招待講演
は８回を数え高い評価を受けている。

10.1146/annurev-immunol-
051116-052424
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転写因子T-betは、Tヘルパー1細胞に
おけるI型IFNトランスクリプトーム
および回路の増幅を制限

　T-betはTh１細胞への分化を積極的
に誘導するだけでなく、Th１細胞に
おいてI型インターフェロンの異常な
オートクラインおよびその下流のシ
グナル伝達系を抑制することが明ら
かにされた。

　本論文は、免疫学研究において最も重要な進歩を報告する
論文を掲載する学術雑誌である"Immunity”（2017/18年イン
パクトファクター 19.734）に掲載された。また、Nature,
Science, Cell等トップジャーナルに掲載された日本人を著
者とする生命科学分野の論文を日本語で紹介する「ライフサ
イエンス　新着論文レビュー First Author's」にも掲載さ
れた。

Ｓ

10.1016/j.immuni.2017.05.
005
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Nature
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äck J, Wang X,
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(2)

(3)

(1)

Motoko Y
Kimura,Julien
Thomas,Xuguang
Tai,Terry I
Guinter,Miho
Shinzawa,Ruth
Etzensperger,Zhenh
u Li,Paul
Love,Toshinori
Nakayama,Alfred
Singer

Timing and duration
of MHC I positive
selection signals
are adjusted in the
thymus to prevent
lineage errors

Nat.
Immunol.

17 1415-1423 2016

(2)

(3)

10 49070
免疫学関

連

9 49070
免疫学関

連

高次転写複合体解析から捉える新た
な細胞機能制御機構の解明

　初期T細胞の発生分化の各ステージ
において、PU.１/RUNX転写複合体
ネットワークが多彩な転写制御機構
を通じて、制御する仕組みを明らか
にした。

　論文は、転写複合体研究と免疫発生分野の融合的共同研究
成果であり、免疫学の分野で非常に権威のある学術雑誌”
Immunity”（2017年インパクトファクター19.734、
「Immunology」の分野の148のジャーナルのうち第３位）に
掲載された。2018年発表にもかかわらず、2019年５月末時点
で既に引用回数は14回（Google Scholar）を数えるなど、非
常に注目されている研究である。また、本論文はImmunity誌
「Preview」に取り上げられ、PU.１がT細胞の発生過程にお
いて他の転写因子結合サイトを「奪う」働きを示したとし
て、国際的にも高い評価を受けている。本研究は国際会議に
て招待講演が既に２回行われるなど、その反響は非常に大き
いと言える。以上から、本論文は免疫学の分野で非常に高い
評価を受けただけでなく、転写制御の新しい知見を見出した
点で、その学術的な意義は極めて高いと判断される。

Ｓ

10.1016/j.immuni.2018.04.
024

MHC-I依存的な正の選択では、シグナ
ルの持続時間とタイミングが上手く
調節されることで、運命決定エラー
を防ぐ

　MHC-I拘束性の正の選択によるCD８
陽性T細胞への分化には２つのフェー
ズ（フェーズ１とフェーズ２）が存
在し、互いに制御しあうことによ
り、CD８陽性T細胞への運命決定およ
び分化を効率的かつエラーが生じな
いよう制御することが明らかにされ
た。

　本論文は、世界でも特に権威のある学術雑誌であるネイ
チャーグループの一つ"Nature Immunology”（2017/18年イ
ンパクトファクター21.809）に掲載された。 また、Nature,
Science, Cell等トップジャーナルに掲載された日本人を著
者とする生命科学分野の論文を日本語で紹介する「ライフサ
イエンス　新着論文レビュー First Author's」にも掲載さ
れた。

Ｓ

10.1038/ni.3560
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高次転写複合体解析から捉える新た
な細胞機能制御機構の解明

　初期T細胞の発生段階において発現
量の変化しない複合体構成分子 (co-
factor)が、ステージ特異的な転写因
子であるPU.1やBcl11bと会合し、DNA
結合サイトをダイナミックに変化さ
せることで、ステージ特異的な機能
を発揮していることを明らかにし
た。

　論文は、転写複合体研究のエキスパートと免疫発生分野の
専門家の国際共同研究成果であり、免疫学の分野で非常に権
威のある学術雑誌”Nature Immunology”（2017年インパク
トファクター21.809、「Immunology」の分野の148のジャー
ナルのうち第２位）に掲載された。発表から半年の時点で既
に他の多くのジャーナルに引用されている。本論文は転写因
子Bcl11bがDN２前駆T細胞からT細胞の特異性を獲得していく
際に必要な転写プログラムを直接的または間接的に転写因子
間ネットワークが制御していることを初めて明らかにした研
究成果である。本研究室の転写複合体技術を応用すること
で、今までわからなかったメカニズムを切り開くことに成功
した研究功績は、国際的に高く評価されている。プロジェク
トの立ち上げ段階から、計画と実行に携わり、論文業績に大
きく貢献した。

Ｓ

10.1038/s41590-018-0238-4
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Kondo,Young Hak
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Azuma,Takashi
Seto,Yuichi
Takiguchi,Makoto
Nishio,Hiroshige
Yoshioka,Fumio
Imamura,Katsuyuki
Hotta,Satoshi
Watanabe,Koichi
Goto,Miyako …

Alectinib versus
crizotinib in
patients with ALK -
positive non-small-
cell lung cancer
(J-ALEX): an open-
label, randomised
phase 3 trial

Lancet 390 29-39 2017

(2)

(3)

(1)

Hidetoshi
Hayashi,Takayasu
Kurata,Yuichi
Takiguchi,Makoto
Arai,Koji
Takeda,Kohei
Akiyoshi,Koji
Matsumoto,Takuma
Onoe,Hirofumi
Mukai,Nobuaki
Matsubara,Hironobu
Minami,Masanori
Toyoda,Yusuke
Onozawa,Aki…

Randomized Phase II
Trial Comparing
Site-Specific
Treatment Based on
Gene Expression
Profiling With
Carboplatin and
Paclitaxel for
Patients With
Cancer of Unknown
Primary Site

J Clin Oncol 37 570-579 2019

(2)

(3)

12 50020
腫瘍診断
および治
療学関連

11 50020
腫瘍診断
および治
療学関連

ALK陽性非小細胞肺癌（J-ALEX）患者
におけるアレクチニブ対クリゾチニ
ブ：非盲検無作為化第Ⅲ相試験

　ALK陽性非小細胞肺がんに対する１
次治療としてアレクチニブとクリゾ
チニブを比較し、アレクチニブの優
越性を証明した。

　本論文は、医学の分野で最も権威のある学術雑誌”
Lancet”（2018年インパクトファクター 53.254）に掲載さ
れた。2019年４月末時点での引用回数は122回であり、多数
の論文に引用されている。本試験結果をもって、アメリカ、
ヨーロッパ、日本などにおける肺がん診療ガイドラインの改
定が行われ、ALK陽性進行非小細胞肺がんの初回治療の標準
はアレクチニブとなり、世界中の肺がん診療に変化をもたら
した。

SS

10.1016/s0140-
6736(17)30565-2

原発部位不明の癌患者に対するカル
ボプラチンとパクリタキセルを用い
た遺伝子発現プロファイリングに基
づく部位特異的治療を比較する無作
為化第Ⅱ相試験

　原発不明がんに対してマイクロア
レイによる遺伝子発現パターンによ
り原発巣を推定し、その結果に基づ
く治療法の是非を問う臨床試験を
行った。

Ｓ

　本論文は、臨床腫瘍学の分野で最も権威のある学術雑誌”
Journal of Clinical Oncology”（2018年インパクトファク
ター 26.303）に掲載された。発表直後であるため2019年４
月末時点での引用回数は１回であるが、医学において国際的
に最も信頼されているサイト「UpToDate」に引用されたもの
である（2019年３月）。

10.1200/jco.18.00771
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Katayama,Yukari
Sekiguchi,Yuta
Iwai,Hiroshi
Amino,Tomoki
Suichi,Takanori
Yokota,Yoichiro
Nishida,Tadashi
Kanouchi,N...

Safety and efficacy
of eculizumab in
Guillain-Barré
syndrome: a
multicentre,
double-blind,
randomised phase 2
trial

Lancet
Neurol

17 519-29 2018

(2)

(3)

13 52020
神経内科
学関連

Ｓ Ｓ

ギランバレー症候群におけるエクリ
ズマブの安全性と有効性：多施設二
重盲検ランダム化群間比較第Ⅱ相試
験

　ギラン・バレー症候群に対する補
体阻害薬（eculizumab）の効果を示
した他施設共同ランダム化プラセボ
対照臨床試験論文であり、国際的に
大きな注目を集めた

【学術的意義】
　本論文は、臨床神経学の分野で最も権威のある学術雑誌”
Lancet Neurology”（2018年インパクトファクター
27.138）に掲載された。同症候群に対する25年ぶりの新規治
療として国際的な注目を集め、国際会議における招待講演は
６回を数えその反響は大きい。なお、本論文は、産経新聞
（2018年４月23日）、読売新聞（2018年４月27日）、NHK
ニュース（2018年４月23日）などに取り上げられ、「25年ぶ
りの新規治療薬開発の応用が期待される」などの高い評価を
受けている。
【社会、経済、文化的意義】
 本研究の結果をもとに薬事法承認を目指す第三相臨床試験
が2020年中に開始予定である。日本初で世界に発信する新規
治療薬の実用化が実現する点で疾患の克服とともに社会的に
大きな意義を有する。

10.1016/S1474-
4422(18)30114-5
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Misawa S, Sato Y,
Katayama K,
Nagashima K,
Aoyagi R,
Sekiguchi Y, Sobue
G, Koike H, Yabe
I, Sasaki H,
Watanabe O,
Takashima H,
Nishizawa M,
Kawachi I,
Kusunoki S, Mitsui
Y, Kikuchi S,
Nakashima I, Ikeda
S, Kohara N, Kanda
T, Kira J, Hanaoka
H, Kuwabara S,
Japanese POEMS
Syndrome for
Thalidomide (J-
POST) Trial Study
Group

Safety and efficacy
of thalidomide in
patients with POEMS
syndrome: a
multicentre,
randomised, double-
blind, placebo-
controlled trial

Lancet
Neurol.

15 1129-37 2016

(2)

(3)

(1)

Ohwada C, Sakaida
E, Kawajiri-Manako
C, Nagao Y,
Oshima-Hasegawa N,
Togasaki E, Muto
T, Tsukamoto S,
Mitsukawa S,
Takeda Y, Mimura
N, Takeuchi M,
Shimizu N, Misawa
S, Iseki T,
Kuwabara S,
Nakaseko C

Long-term
evaluation of
physical
improvement and
survival of
autologous stem
cell
transplantation in
POEMS syndrome

Blood 131 2173-2176 2018

(2)

(3)

15 52020
神経内科
学関連

Ｓ

POEMS症候群における自家幹細胞移植
の身体能力改善と生存の長期評価

　POEMS症候群に対する自己末梢血幹
細胞移植療法の長期予後を示した臨
床研究論文

Ｓ

【学術的意義】
　本論文は、血液学の分野で最も権威のある学術雑誌”
Blood”（2018年インパクトファクター 15.132）に掲載され
た。同症候群に対する細胞移植療法の長期成績を明らかにし
た最大の臨床研究として国際的に注目を集め、その反響は大
きい。
【社会、経済、文化的意義】
 当該疾患に対する移植療法の効果を実証した結果が得られ
ており、これまで有効な治療法の存在しなかった希少疾患に
対する初の有効な治療としてのエビデンスを示した点で大き
な社会的意義を有する。

10.1182/blood-2017-07-
795385

14 52020
神経内科
学関連

Ｓ Ｓ

POEMS症候群患者におけるサリドマイ
ドの安全性と有効性：多施設共同重
盲検ランダム化プラセボ対照比較試
験

　POEMS症候群に対するサリドマイド
療法医師主導治験の論文。この成果
を基に同剤が2020年に承認予定。

【学術的意義】
　本論文は、臨床神経学の分野で最も権威のある学術雑誌”
Lancet Neurology”（2018年インパクトファクター
27.138）に掲載された。同症候群に対する初のランダム化群
間比較試験による初めての治療薬として国際的な注目を集
め、国際会議における招待講演は６回を数えその反響は大き
い。なお、本論文の研究結果は、NHKニュース（2016年８月
７日）などに取り上げられ、「初めてランダム化試験により
有効性が証明された新規治療薬であり臨床応用が期待され
る」などの高い評価を受けている。
【社会、経済、文化的意義】
 本研究の結果をもとに2020年3月に薬事法承認申請が行われ
る予定である。当該疾患に対する世界初の承認薬となり、患
者救済の医学的意義とともに社会的にも大きな意義を有す
る。

10.1016/S1474-
4422(16)30157-0
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Naoki
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Kubota,Kensuke
Yoshimura,Rieko
Takanashi,Yasushi
Ishida,Masaomi
Iyo,Takashi
Fukuda,Eiji
Shimizu

Long-Term
Effectiveness of
Cognitive Therapy
for Refractory
Social Anxiety
Disorder: One-Year
Follow-Up of a
Randomized
Controlled Trial

Psychotherap
y and
Psychosomati
cs

88 244-246 2019

(2)

(3)

(1)

Jordi Bruix,Shukui
Qin,Philippe
Merle,Alessandro
Granito,Yi-Hsiang
Huang,György
Bodoky,Marc
Pracht,Osamu
Yokosuka,Olivier
Rosmorduc,Valeriy
Breder,René
Gerolami,Gianluca
Masi,Paul J
Ross,Tianqiang
Son...

Regorafenib for
patients with
hepatocellular
carcinoma who
progressed on
sorafenib treatment
(RESORCE): a
randomised, double-
blind, placebo-
controlled, phase 3
trial

Lancet. 389 56-66 2017

(2)

(3)

17 53010
消化器内
科学関連

進行肝細胞癌に対する二次治療に対
してレゴラフェニブとプラセボを比
較した無作為化試験

　レゴラフェニブがプラセボに対し
て有意に全生存期間を延長すること
が示された

　本論文は、世界でも特に権威のある学術雑誌である
"Lancet”（2018/19年インパクトファクター 59.012）に掲
載された。本研究は欧州の最新のガイドラインにも引用され
ている

SS

10.1016/S0140-
6736(16)32453-9

16 52030
精神神経
科学関連

Ｓ

抗うつ薬に抵抗性の社交不安症に対
する薬物療法に併用する個人認知療
法の長期間有効性の評価：ランダム
化比較試験

　薬物療法抵抗性の社交不安症患者
に対して、認知行動療法を併用する
ことで現れる有意な有効性が、治療
終了から１年後にも保たれているこ
とをランダム化比較試験により明ら
かにした。

Ｓ

【学術的意義】
　本論文は、精神医学・心理学的の分野で最も権威のある学
術雑誌の１つである”Psychotherapy＆Psychosomatics”
（最新のインパクトファクター 13.12）に掲載された。2019
年５月現時点での引用回数は７回である。本研究を医学的根
拠として、2016年度の診療報酬改定において、不安障害の認
知行動療法が公的医療保険の適用となった。なお、本論文
は、厚生労働省で2016年６月７日にプレスリリースを行い、
60を超える国内外のWEBニュースに加え、日本経済新聞（６
月８日）、読売新聞（８月３日）の紙面にも取り上げられ、
「抗うつ薬が効かない社交不安症（対人恐怖）を認知行動療
法が改善、世界初、臨床試験で実証、47.6％の患者で症状が
ほぼ消失するなど、大きな治療効果」などの高い評価を受け
ている。
【社会、経済、文化的意義】
 不安障害に対する認知行動療法の公的医療保険収載に寄与
したことで、受療者の予後改善のみならず、医療機関の経営
や精神科医療従事者の雇用状況の変化にも影響しており、本
研究の成果は社会・経済的影響力が大きいと言える。

10.1159/000500108
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Ogasawara,Daniel
Palmer,Chris
Verslype,Vittorina
Zagonel,Laetitia
Fartoux,Arndt
Vogel,Debashis
Sarker,Gontran
Verset,Stephen L
Chan,...

Pembrolizumab in
patients with
advanced
hepatocellular
carcinoma
previously treated
with sorafenib
(KEYNOTE-224): a
non-randomised,
open-label phase 2
trial

Lancet
Oncol.

19 940-952 2018

(2)

(3)

18 53010
消化器内
科学関連

進行肝細胞癌に対するペンブロリズ
マブの安全性と有効性

　進行肝細胞癌に対するペンブロリ
ズマブの安全性と有効性を示した前
向き試験

　本論文は、世界でも特に権威のある学術雑誌である"Lanct
Oncology”（2018/19年インパクトファクター 35.386）に掲
載された。本研究は欧州の最新のガイドラインにも引用され
ている

SS

10.1016/S1470-
2045(18)30351-6
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Finn,Philippe
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Yokosuka,Olivier
Rosmorduc,René
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Caparello,Roniel
Cabrera,Charissa
Chang,Weijing
Sun,Ma...

Outcomes of
sequential
treatment with
sorafenib followed
by regorafenib for
HCC: Additional
analyses from the
phase III RESORCE
trial

J Hepatol. 69 353-358 2018

(2)

(3)

(1)

Sadahisa
Ogasawara,Tetsuhir
o Chiba,Yoshihiko
Ooka,Naoya
Kanogawa,Tenyu
Motoyama,Eiichiro
Suzuki,Akinobu
Tawada,Kazue
Nagai,Tomoo
Nakagawa,Takeshi
Sugawara,Hideki
Hanaoka,Fumihiko
Kanai,Osamu
Yokosuka

A randomized
placebo‐controlled
trial of
prophylactic
dexamethasone for
transcatheter
arterial
chemoembolization

Hepatology. 67 575-585 2017

(2)

(3)

20 53010
消化器内
科学関連

Ｓ

19 53010
消化器内
科学関連

進行肝細胞癌に対する二次治療に対
してレゴラフェニブとプラセボを比
較した無作為化試験のサブ解析

　レゴラフェニブの一次治療からの
臨床的な有用性が示された。

Ｓ

　本論文は、世界でも特に権威のある学術雑誌である
"Journal of Hepatology”（2018/19年インパクトファク
ター 18.946）に掲載された。本研究は欧州の最新のガイド
ラインにも引用されている

10.1016/j.jhep.2018.04.01
0

肝動脈化学塞栓術による塞栓後症候
群に対するデキサメタゾンの有効性

　肝動脈化学塞栓術における即戦後
症候群の予防にデキサメタゾンは有
効である。

Ｓ

【学術的意義】
　本論文は、世界でも特に権威のある学術雑誌である
"Hepatology”（2018/19年インパクトファクター 14.971）
に掲載された。本研究は欧州の最新のガイドラインにも引用
されている。
【社会、経済、文化的意義】
 肝細胞癌治療のなかで最も高頻度で行われる肝動脈化学塞
栓療法の有害事象を減らすことは社会的に意義深い。

 10.1002/hep.29403
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suppresses
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Sci .Transl.
Med.

10 eaan0333 2018
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(3)
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Ryushi
Tazawa,Takahiro
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Tatsumi,Ryosuke
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Inhaled GM-CSF for
Pulmonary Alveolar
Proteinosis

N Engl J
Med.

381 923-932 2019

(2)
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22 53030
呼吸器内
科学関連

SS

21 53010
消化器内
科学関連

腸管粘膜の線維化の新たな機序の解
明

　好酸球と筋繊維芽細胞とのクロス
トークが細胞外ATPを介して促進し、
線維化を導きことを明らかにした。
この経路を阻害することで腸管線維
化を抑制できることを報告した。

Ｓ

　本論文は、医学の分野で非常に権威のある学術雑誌
“Science Translational Medicine”（2017年インパクト
ファクター 16.71）に掲載された。腸管線維症の発症メカニ
ズムを明らかにするという非常にインパクトのある研究成果
である。さらに、時事ドットコム、時事メディカル、日本経
済新聞等でも成果が取り上げられており、本研究成果は腸管
線維症に対する新規治療法についても提言しており、社会的
貢献度も高い成果である。

10.1126/scitranslmed.aan0
333

肺胞蛋白症に対する GM-CSF 吸入の
有用性

　肺胞蛋白症は、肺胞内にサーファ
クタントが異常に蓄積することを特
徴とする疾患である。大部分は自己
免疫性であり、肺胞マクロファージ
による肺サーファクタントの除去を
妨げる顆粒球マクロファージコロ
ニー刺激因子（GM-CSF）に対する自
己抗体が原因である。軽症～中等症
の肺胞蛋白症患者に対して二重盲検
プラセボ対照試験においてGM-CSF 吸
入の有用性を確認した。

　本論文は、臨床研究論文の分野で世界でも特に権威のある
学術雑誌の一つである“New England Journal of
Medicine”（2017/18年インパクトファクター 12.353）に
2019年９月５日付けで掲載された。本論文は、厚生労働省で
2019年９月５日にプレスリリースを行い、「指定難病自己免
疫性肺胞蛋白症の病因解明、血清診断法開発、治療法開拓ま
でを一貫して達成した。自己免疫性肺胞蛋白症に対し、サイ
トカインであるGM-CSFを吸入すれば治療に効果があることを
世界で初めて科学的に証明した。現在、有効な治療法は患者
への負担が大きい全肺洗浄法であるが、本研究成果は自宅で
治療することができ、何よりも患者にとって負担の少ないこ
とを特徴とした新しい治療法である」ことが注目されてい
る。

 10.1056/NEJMoa1816216
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Staphylococcus
aureus Virulent PSM
α Peptides Induce
Keratinocyte
Alarmin Release to
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Dependent Skin
Inflammation

Cell Host
Microbe

22 667-677.e5 2017

(2)

(3)

(1)

Takada S, Kambe N,
Kawasaki Y, Niwa
A, Honda-Ozaki F,
Kobayashi K, Osawa
M, Nagahashi A,
Semi K, Hotta A,
Asaka I, Yamada Y,
Nishikomori R,
Heike T, Matsue H,
Nakahata T, Saito
MK.

Pluripotent stem
cell models of Blau
syndrome reveal an
IFN-γ–dependent
inflammatory
response in
macrophages

J Allergy
Clin Immunol

141 339-349.e11 2018

(2)

(3)

24 53050
皮膚科学

関連
Ｓ

23 53030
呼吸器内
科学関連

Ｓ

黄色ブドウ球菌に由来する外分泌毒
素PSMαはケラチノサイトからのア
ラーミンの放出を介してIL17に依存
性の皮膚炎を惹起する

　病原性黄色ブドウ球菌に発現する
PSMαが、ケラチノサイトからのIL-
１αとIL-36α放出を誘導し、ケラチ
ノサイトのMyd88シグナル伝達を介し
たIL-17産生と感染部位への好中球浸
潤を明らかにした。さらに、この反
応にγδT細胞とILC３が関与してい
ることを示した。以上から、黄色ブ
ドウ球菌のPSMαによるMyd88シグナ
ル伝達が表皮におけるIL-17媒介炎症
反応を促進することを明らかにし
た。

Ｓ

【学術的意義】
　本論文は、細胞生物学、生化学、分子生物学分野のインパ
クトファクターで上位にランクされる世界トップレベルの雑
誌である”Cell Host & Microbe”（2017年インパクトファ
クター 17.872）に掲載された。2019年４月末時点での引用
回数は25回であり、多数の論文に引用されている。また、当
該研究学会においては、2016年に行われた第41回日本研究皮
膚科学会ではPlenary presentationに選出、2017年に行われ
た第76回国際研究皮膚科学会でAlbert M. Kligman Travel
Fellowship Awardを受賞しており、皮膚常在菌による疾患と
の関連を先進的に研究したコンセプトが注目されている。
【社会、経済、文化的意義】
 皮膚における病原性黄色ブドウ球菌による炎症メカニズム
の一端を解析したことで、炎症を惹起する多彩な皮膚疾患の
根底にある発症機序の解明が期待される。炎症性皮膚疾患の
発症機序を解明することで、多くの皮膚疾患の治療を可能と
する創薬に繋がる可能性がある。常在菌のコントロールによ
る疾患の治療は幅広い分野で注目されており、従来の免疫抑
制とは異なる機序となるため、社会的な意義は高いと考え
る。

10.1016/j.chom.2017.10.00
8

患者由来iPS細胞とゲノム編集技術を
用いてBlau症候群の疾患モデル構築
と病態メカニズムの一端を解明

　Blau症候群患者の自己炎症メカニ
ズムをCRISPR-Cas9システムを用いて
疾患特異的iPSC株にNOD2変異を導入
し解析した。NOD2変異を持つiPSC由
来マクロファージがIFN-γ処理によ
りリガンド非依存性NF-κB活性化お
よび炎症性サイトカイン産生を誘導
することを明らかにし、患者由来マ
クロファージにおいても同様のIFN-
γ依存性炎症反応を示した。

　本論文は、アレルギー性疾患、臨床免疫学分野のインパク
トファクターで上位にランクされる雑誌である”Journal of
Allergy and Clinical Immunology”（2017年インパクト
ファクター 13.258）に掲載された。本研究は、世界から注
目を浴びているiPS細胞を用いて、最先端の遺伝子改変技術
CRISPER-Cas9システムにより疾患責任遺伝子に変異を起こ
し、細胞レベルで再現する手法を確立、解析した。当該研究
学会においては、2017年に第18回欧州免疫不全症学会にて
Travel Fellowship Awardを受賞している。指定難病である
Blau症候群は患者数が非常に少ない（日本で約50名程度）た
め、希少疾患である自己炎症性疾患の病態解析の手段として
注目されている。

10.1016/j.jaci.2017.04.01
3
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Sugiyama,Satoru
Takahashi,Yumi
Matsuzaki,Jesper
Christen…

The chromatin-
binding protein
Phf6 restricts the
self-renewal of
hematopoietic stem
cells

Blood. 133 2495-2506 2019

(2)

(3)

(1)

Hamada H, Suzuki
H, Onouchi Y,
Ebata R, Terai M,
Fuse S, Okajima Y,
Kurotobi S, Hirai
K, Soga T,
Ishiguchi Y, Okuma
Y, Takada N, Yanai
M, Sato J,
Nakayashiro M,
Ayusawa M,
Yamamoto E, Nomura
Y, Hashimura Y,
Ouchi K, Masuda H,
Takatsuki S,
Hirono K, Ariga T,
Higaki T, Otsuki
A, Terauchi M,
Aoyagi R, Sato T,
Fujii Y, Fujiwara
T, Hanaoka H, Hata
A; KAICA trial
Investigators.

Efficacy of primary
treatment with
immunoglobulin plus
ciclosporin for
prevention of
coronary artery
abnormalities in
patients with
Kawasaki disease
predicted to be at
increased risk of
non-response t…

Lancet 393 1128-1137 2019

(2)

(3)

26 54020

膠原病お
よびアレ
ルギー内
科学関連

Ｓ

25 54010
血液およ
び腫瘍内
科学関連

Ｓ

クロマチン結合蛋白質Phf６は造血幹
細胞の自己複製を制限する

　クロマチン結合因子Phf6欠損マウ
スモデルを用いて、Phf6がTNFalfa
signalの活性化を介して造血幹細胞
の自己複製を負の制御をすることを
明らかにした。

　本論文は、血液学の分野で最も権威のある学術雑誌”
Blood”（2017年インパクトファクター 15.132）に掲載され
た。さらに、本研究は「造血幹細胞の自己複製を制御すると
いう、クロマチン結合因子Phf6の機能の発見に貢献した」と
の理由から、国内の血液学者の集まる研究会である麒麟塾に
招待され、講演予定である。また、Phf６遺伝子は、長らく
その機能は不明のままであったが、白血病で高頻度の機能欠
損型変異が認められることから着目され、その機能解析が待
ち望まれていた。実際に、Phf６遺伝子のノックアウトマウ
スを用いた機能解析に関する論文が、我々を含めた３グルー
プからほぼ同時期に発表されたことからも、その着目度の高
さは明らかである。

10.1182/blood.2019000468

重症川崎病患児を対象とした免疫グ
ロブリンと免疫グロブリン＋シクロ
スポリンA併用療法の多施設共同非盲
検ランダム化比較試験

　急性期川崎病に対する標準治療
（免疫グロブリンの大量静注と経口
アスピリン内服）に比べ、標準治療
にシクロスポリンA内服を併用する新
しい治療法が、冠動脈病変の発生を
より効果的に抑制できることを、第
Ⅲ相の医師主導型治験により示し
た。

SS

【学術的意義】
　本論文は、医学の分野で最も権威のある学術雑誌”
Lancet”（2018年インパクトファクター 59.102）に掲載さ
れた。本試験結果をもって、重症川崎病に対するシクロスポ
リンA投与の保険適用が承認される見込みである。また国際
的な反響も大きく、予定も含め海外からの招待講演の依頼が
既に５回を数え、ロイターズヘルスインフォーメーション
（３月23日）、ヤフーニュース（３月20日）でも取り上げら
れるなど注目される研究成果である。
【社会、経済、文化的意義】
 本研究は疾患の遺伝要因の情報に基づき、予想した既存薬
剤の有効性を、GCPグレードの医師主導治験により確認した
ものであり、多因子疾患の遺伝学的研究の成果を社会に還元
した意義の高い業績である。保険適用となりシクロスポリン
Aが川崎病治療に広く用いられるようになることで、冠状動
脈の合併症がより効果的に予防されることに加え、治療の効
率化、入院期間の短縮による医療経済的効果も期待される。

10.1016/S0140-
6736(18)32003-8
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Ann Rheum
Dis

77 1720-1729 2018

(2)

(3)

(1)

Eishika
Dissanayake,Yuzabu
ro Inoue,Shingo
Ochiai,Akifumi
Eguchi,Taiji
Nakano,Fumiya
Yamaide,Satomi
Hasegawa,Hiroyuki
Kojima,Hiroko
Suzuki,Chisato
Mori,Yoichi
Kohno,Masaru
Taniguchi,Naoki
Shimojo

Hsa-mir-144-3p
expression is
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serum of infants
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J Allergy
Clin Immunol

143 447-450.e11 2019
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よびアレ
ルギー内
科学関連

27 54020

膠原病お
よびアレ
ルギー内
科学関連

ステロイド抵抗性成人発症スティル
病に対するトシリズマブ治療：第Ⅲ
相無作為化プラセボ対照二重盲検試
験

　主要評価項目は満たされなかった
ものの、トシリズマブはステロイド
抵抗性成人発症スティル病に有効で
あることが示唆された。

Ｓ

本研究は、成人発症スティル病における世界で初めての無作
為化プラセボ対照二重盲検試験であり、膠原病領域で最も権
威のある学術雑誌"Annals of Rheumatic Diseases"に掲載さ
れた。本研究によりトシリズマブは本邦での承認を受けてお
り、診療に対するインパクトが大きい。

10.1136/annrheumdis-2018-
213920

児のアトピー性皮膚炎に関連するマ
イクロRNAの探索

　出生時に得られたさい帯血中のマ
イクロRNAのデータを解析し、アト
ピー性皮膚炎に関連するマーカーの
探索を試みた。多変量解析の結果、
Hsa-mir-144-3pがアトピー性皮膚炎
を発症した児で増加していることが
明らかとなった。

Ｓ
本論文は、臨床免疫学研究において最も重要な進歩を報告す
る論文を掲載する学術雑誌である"J Allergy Clin
Immunol”（インパクトファクター 14.11）に掲載された。

10.1016/j.jaci.2018.09.02
4
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T-bet inhibits
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膠原病お
よびアレ
ルギー内
科学関連

フコシルトランスフェラーゼ2は肺上
皮フコシル化を誘発し、HDM誘発気道
炎症を悪化させる

　チリダニ誘導性アレルギー性炎症
を誘起したマウスでは気道上皮細胞
がFut２によりフコシル化され、アレ
ルギー性炎症を増悪させていること
を明らかにした。

Ｓ

本論文はアレルギー学において最も権威のある学術雑誌であ
るJournal of Allergy and Clinical Immunology（2017年イ
ンパクトファクター　13.258）誌に掲載された。また学会発
表も日本免疫学会、日本アレルギー学会、インターフェロ
ン・サイトカイン学会と多数あり、その反響も大きい。本研
究は気管支喘息の病態における気道上皮細胞糖鎖修飾の役割
を明らかにしたものであり、国内外に類似の研究は見られず
高い評価を得ている。

30 54020

膠原病お
よびアレ
ルギー内
科学関連

I-kappaBNSは濾胞ヘルパーT細胞分化
を増強しASCL２の下流で機能する

　ASCL２の下流でI-kappaBNSが濾胞
ヘルパーT細胞の分化に関与している
ことを示した。

Ｓ

本論文は、免疫学、アレルギー学の分野で権威のある学術雑
誌"Journal of Allergy and Clinical Immunology”（2017
年インパクトファクター 13.258）に掲載された。2019年５
月末時点での引用回数は１回である。さらに、本研究は
"Journal of Allergy and Clinical Immunology”の
"Advances and highlights in primary immunodeficiencies
in 2017"の中で2017年同誌に掲載された中で特に卓越した業
績として認定され、高い評価を受けている。

10.1016/j.jaci.2016.10.04
7

29 54020

膠原病お
よびアレ
ルギー内
科学関連

Ｓ

T-betはIL-９産生を抑制することに
より自然リンパ球媒介性好酸球性気
道炎症を抑制する

　自然リンパ球に発現するT-betが
IL-９の産生を抑制することでIL-33
やパパインによるアレルギー性気道
炎症を抑制していることを示した。

Ｓ

【学術的意義】
　本論文は、アレルギー学、臨床免疫学の分野で最も権威の
ある学術雑誌”The Journal of Allergy and Clinical
Immunology”（2017年インパクトファクター13.258）に掲載
された。2019年５月末時点での引用回数は17回であり、多数
の論文に引用されている。また、学会発表も国際免疫学会、
日本アレルギー学会と多数あり、その反響も大きい。本研究
は自然リンパ球におけるIL-９の新たな産生機構を明らかに
したものでありアレルギー性炎症の新規治療戦略基盤が構築
されることが期待されるため高い評価を得ている。
【社会、経済、文化的意義】
 アレルギー疾患にはIgE産生を伴う獲得免疫が中心の病態と
IgE産生を伴わない自然免疫が中心の病態が存在する。本研
究は自然免疫型のアレルギー病態に置いてIL-9-自然リンパ
球経路が重要な役割を果たしていることを示している。本研
究によりIL-9を標的にした新たな治療戦略に結びつく可能性
があり、患者の予後の改善や医療費の削減に貢献する可能性
がある。

10.1016/j.jaci.2016.08.02
2
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33 55020
消化器外
科学関連

胃癌のゲノム網羅的解析による新た
なエンハンサー活性化機構の解明

　臨床胃癌標本を用いたゲノム網羅
的解析によりゲノムのStructural
variations（SVs） を同定し、ゲノ
ムのドメイン構造の境界破綻を伴っ
たCCNE１遺伝子のエンハンサーハイ
ジャックを明らかにするとともに、
大腸癌で報告されていたIGF２遺伝子
のエンハンサーハイジャックも同定
した。

Ｓ

　これまでの胃癌におけるゲノム構造異常の研究は、融合遺
伝子や、遺伝子3'非翻訳領域の破綻などがほとんどで、遺伝
子領域外の異常であるエンハンサー領域についてはほとんど
解明されてこなかった。本研究での網羅的ゲノム・エピゲノ
ム解析によって、これまでコピー数増幅が原因とされていた
CCNE1発現亢進が、８％の胃癌ではCCNE1遺伝子周囲のゲノム
構造異常により、ドメイン構造が破綻しエンハンサーハイ
ジャックによって起きていることを明らかにした。またエン
ハンサーハイジャックによる異常活性化は、４％の胃癌では
IGF2遺伝子に起きていた。本論文は、タンパクをコードした
遺伝子領域ではない領域でのゲノム構造異常が、エンハン
サーハイジャックによってがん関連遺伝子の発現制御異常の
原因となり発癌に寄与することを解明し、消化器分野で最も
権威のある学術雑誌”Gut”（17.016）電子版に掲載され
た。

32 54040
代謝およ
び内分泌
学関連

乳汁分泌欠損と高プロラクチン血症
における変異型プロラクチン受容体

　プロラクチン受容体遺伝子
（PRLR）の機能喪失変異（loss-of-
function mutation）を解析し、プロ
ラクチンープロラクチン受容体シグ
ナルが母乳分泌量とプロラクチン血
中濃度の調節に関わることを明らか
にした。

SS Ｓ

【学術的意義】
　プロラクチンは乳汁分泌ホルモンであるが、乳汁分泌に必
須であるかは分かっておらず、その血中濃度の制御機構も不
明であった。本研究では、プロラクチン受容体変異例の解析
を行い、プロラクチンは乳汁分泌に必須で他のシグナルで代
償できないこと、プロラクチン自身がプロラクチンの血中濃
度を制御していることを明らかにした。また、本研究から母
乳分泌量は遺伝的に決定されていることが示された。この論
文は権威ある臨床研究雑誌であるNew England Journal of
Medicine（NEJM）に掲載された。
【社会､経済､文化的意義】
 少子化が進行するわが国では、産後ケアなどの細やかな母
親支援がますます大切となっている。母乳分泌不全とそれに
伴う涕泣は、女性のメンタルヘルスを損なう原因のひとつと
なっているが、本研究から「母乳分泌は個性のひとつ」とと
らえることができるようになった。自らの努力不足によるも
のではないと理解することは、母親とその支援者の心理的ス
トレスを減らし、罪悪感などを持たずに人工乳などの代替法
を選択することにつながるとして、メディアでも取り上げら
れた。

10.1056/NEJMoa1805171
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34 56050
耳鼻咽喉
科学関連

アンフィレグリンを産生するメモ
リーTh2細胞は好酸球から産生される
オステオポンチンを介し気道の線維
化を促進

　慢性的な気道のアレルギー疾患で
ある気管支喘息は、気道の線維化を
引き起こすがその病態は解明されて
いない。ST2陽性のT細胞がIL-33によ
り刺激を受けるとアンフィレグリン
という物質を産生し、好酸球にオス
テオポンチンの産生を促す。この特
徴的なメモリーT細胞を介した反応
が、気道上皮の線維化を促すことを
見出した。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　本論文は、免疫学分野で最も権威のある学術雑誌”
Immunity”（2017年インパクトファクター19.734）に掲載さ
れた。2019年４月末時点での引用回数は９回で、多数の論文
に引用されている。世界の全論文のうち優れた論文として僅
か２%のみが推薦されるF1000Primeに、３段階評価で最も高
いExceptionalとして選出された。本研究内容については
2018年６月25日千葉県庁にて記者会見が行われ、NHK（2018
年６月27日）、朝日新聞（2018年７月5日）、読売新聞
（2018年７月10日）などに取り上げられ、「重症アレルギー
疾患を引き起こす組織線維化のメカニズムを解明した」とし
て高い評価を受けている。現在、本研究内容を基に、「好酸
球に由来する組織線維化に対する新規治療法」として国内特
許出願中であり、米国・欧州での特許についても国立研究開
発法人科学技術振興機構（JST）の支援承認後速やかに出願
移行を行う予定である。
【社会、経済、文化的意義】
　当該研究は、喘息やアレルギー性鼻炎という気道アレル
ギー領域において、新たな治療薬の創出に大きく貢献するも
のと考える。特に、難治化・複雑化が進む重症アレルギー疾
患において、気道上皮の線維化のメカニズムを解明し、それ
を解除することができれば、慢性化する患者を激減させるこ
とが可能となるため、社会的意義は極めて大きいものと言え
る。

10.1016/j.immuni.2018.04.
023
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生体医工
学関連

生体内乱流再構築による臨床規模の
大量人工血小板生産

　従来からの固定概念であった血小
板産生の力学作用機構に関し、ずり
応力だけでなく、乱流エネルギーが
大きく関与することを発見し、この
２つの物理パラメーターの最適値を
巨核球細胞株に負荷させることで正
常機能の指標である低フォスファジ
ルセリン値を示す血小板を高い効率
で製造可能なことを証明し、医学生
物学領域のトップ雑誌の１つである
Cell誌に掲載され表紙に選ばれた。

SS Ｓ

【学術的意義】
　本論文は、細胞生物学の分野で最も権威のある学術雑誌”
Cell”（2018年インパクトファクター 31.398）に掲載され
た。また、国際会議における招待講演は５回を数えその反響
は大きい。さらに、本研究は「血小板産生にずり応力だけが
関与するという従来からの固定概念を覆し、乱流刺激の中
で、乱流エネルギーによって巨核球が教育され、血小板を放
出するための準備を行うという画期的なメカニズムが存在す
ることを明らかにし、人工血小板作製の効率および質を大幅
に向上させた」ことから、世界初のiPS細胞血小板を用いた
ヒトへの投与による安全性確認のための臨床研究が開始され
る予定である。なお、本論文は、日本経済新聞、朝日新聞な
どに取り上げられた。
【社会、経済、文化的意義】
　現在先進諸国では、高度の少子高齢化社会の進展は避けら
れない状況であり、輸血需要の増加が予想される。一方で、
供給源である若年者の献血ドナーは減少の一途をたどってお
り、本邦では2030年には血小板輸血量の実に20%が不足する
と予想されている。血小板輸血システムの破綻が危惧される
状況であり、献血に頼らない安定した献血製剤供給は、今後
の医療を支える不可欠な技術である。当該研究の成果から
は、骨髄内の乱流が、血小板の前駆細胞である巨核球の成熟
および血小板の放出を促進するという新たな学術的側面を見
出したのみならず、その知見を応用し、試験官内での人工血
小板産生の大幅な質と効率の向上をもたらした。現在、臨床
試験も始まりつつあり、マスコミ報道も多数されていること
からも、社会的な意義は極めて高いものであると言える。
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　生体内高分子のうちタンパク質のアミノ酸配列、核酸の塩基
配列決定法の開発は、生命科学におけるこれら分子の役割の解
明を理解する上で飛躍的な発展の礎となった。しかしながら糖
鎖の配列決定法は未だに確立されておらず、糖鎖のもつ生物学
的意義解明への道のりは遠い。ここに挙げた２報は、いずれも
インパクトファクターの高いジャーナル（（１）14.357,
（２）3.857）であり、質量分析法を用いた糖鎖配列決定法の
開発と、生体内における糖鎖配列決定因子としてのポリアミン
の重要性を示しており、学術的な意義は大きい。著者の１人は
The Gordon Research Conference　”Proteoglycans　2016"で
招待講演を行い高い評価を得た。

２．選定した研究業績

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

提出できる研究業績数
の上限

薬学部、薬学研究院

糖鎖の生合成および配列制御メカニズ
ムの解明

　タンパク質、核酸に次ぐ「第３の生
命鎖」として知られる糖鎖の生合成お
よび配列決定法の開発に成功した。
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機能生物
化学関連
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Takamasa
Mizoguchi,Sho
ko
Ikeda,Saori
Watanabe,Mich
iko
Sugawara,Moto
yuki Itoh

Mib1
contributes
to persistent
directional
cell
migration by
regulating
the Ctnnd1-
Rac1 pathway

Proceedings
of the
National
Academy of
Sciences of
the United
States of
America

114 E9280-E9289 2017

(2)

Takamasa
Mizoguchi,Koi
chi
Kawakami,Moto
yuki Itoh

Zebrafish
lines
expressing
UAS-driven
red probes
for
monitoring
cytoskeletal
dynamics

genesis 54 483-489 2016

(3)

2 44010
細胞生物
学関連

細胞移動におけるユビキチンライゲー
スMib１の機能解析

　本研究ではがん細胞を用いた生化学
的解析により、Mib１の新規基質とし
てCtnnd１を同定し、細胞移動を制御
する新たなシグナル経路としてMib１-
Ctnnd１経路を見出した。
加えてゼブラフィッシュを用いたライ
ブイメージングにより、このMib１-
Ctnnd１経路が個体発生における器官
形成においても重要な働きをしている
ことを明らかにした。

Ｓ

　（１）の論文は本研究の中核をなす論文である。細胞移動は
がん細胞の転移に深く関与することから、本研究成果はがんの
転移をターゲットにした治療・創薬研究へと発展が期待され
る。発表時には千葉大学プレスリリースで公表し、ウェブ
ニュース(マイナビニュース)にも取り上げられた。本業績に関
して国際会議での発表(11th ICZDG、演題：Mib１ regulates
cell migration through negative control of Ctnnd1
function by its ubiqutination.)を含めて計６回の学会発表
を行った。
解析過程で作製したゼブラフィッシュ系統は（２）の論文で報
告した。これらの系統は細胞移動の駆動力となるアクチン、微
小管動態を個体内で観察する優れた系として評価され、ナショ
ナルバイオリソースとして代表機関に寄託するとともに、国内
外の研究者に分与を行った。

10.1073/pnas.1712560114

10.1002/dvg.22955
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(1)

Kento
Tanabe,Motoyu
ki Itoh,Ayako
Tonoki

Age-Related
Changes in
Insulin-like
Signaling
Lead to
Intermediate-
Term Memory
Impairment in
Drosophila

Cell
Reports.

18 1598-2605 2017

(2)

(3)

(1)

Hiroki
Nakayama,Shin
go
Harada,Masato
Kono,Tetsuhir
o Nemoto

Chemoselectiv
e Asymmetric
Intramolecula
r
Dearomatizati
on of Phenols
with α-
Diazoacetamid
es Catalyzed
by Silver
Phosphate

Journal of
the American
Chemical
Society

139 10188−10191 2017

(2)

(3)

(1)

Tomoya
Uehara,Miki
Yokoyama,Hiro
yuki
Suzuki,Hirofu
mi
Hanaoka,Yasus
hi Arano

A Gallium-
67/68–Labeled
Antibody
Fragment for
Immuno-
SPECT/PET
Shows Low
Renal
Radioactivity
Without Loss
of Tumor
Uptake

Clinical
Cancer
Research

24 3309-3316 2018

(2)

(3)

10.1158/1078-0432.CCR-18-
0123

5 47020

薬系分析
および物
理化学関

連

放射性核種標識抗体フラグメントの非
特異的腎集積の低減に関する研究

　IgG抗体に比べ低分子化抗体フラグ
メントは血液から速やかに腫瘍組織に
移行するなど放射性核種運搬体として
有用な性質を有している。しかしなが
ら、これらの放射性核種標識抗体フラ
グメントは腎臓への非特異的集積も示
し、その解消が望まれている。本研究
では、PET及びSPECT の検査の両方に
対応可能な金属放射性核種であるガリ
ウムを用いて、非特異的集積を低減さ
せる放射性ガリウム標識薬剤の開発を
行った。

Ｓ

　本研究は放射性ガリウム標識薬剤の開発であるにも関わらず
インパクトファクター：10.199と高い臨床系の雑誌である
Clinical Cancer Researchに掲載され、臨床における関心が高
さを示していると考えられる。また、本成果は日経産業新聞
(2016年７月13日）にも掲載された。

10.1016/j.celrep.2017.01.
053

4 47010

薬系化学
および創
薬科学関

連

銀カルベン種を用いたエナンチオ選択
的かつ化学選択的な脱芳香族化反応の
開発

　金属カルベンは中性で二配位のカル
ベンが金属原子と錯形成した高反応性
の炭素化学種である。我々は金属カル
ベンがその金属種によって大きく異な
る反応性を示すことを見出した。分子
内にジアゾ基を有するフェノール誘導
体に対し、汎用されるロジウムカルベ
ンを用いた場合、Büchner環拡大反応
が進行するのに対し、銀カルベンを作
用させると化学選択的に脱芳香化反応
が進行し、スピロ環化体が得られるこ
とを見出した。

SS

　我々の研究グループは金属カルベンというユニークな反応性
を有する高活性炭素化学種の反応性解明と有機合成化学への応
用研究に取り組んでいる。本研究において我々は、銀カルベン
が他の金属種とは大きく異なる特徴的な反応性を示すことを見
出した。すなわち、フェノール誘導体に対して銀カルベンを反
応させると化学選択的に脱芳香化反応が進行し、アザスピロ環
化合物が得られた。さらに不斉配位子を持つ銀触媒を使用する
ことで、フェノール類の不斉脱芳香化反応へと展開することに
成功した。本手法を用いることで、三次元的に複雑な構造を有
するアザスピロ環分子を迅速に合成でき、創薬研究への貢献が
期待できる。本結果は、アメリカ化学会誌(インパクトファク
ター 14.357)の速報論文として発表されており、インパクトの
高い研究成果として化学分野において高い評価を得ている。千
葉大学からプレスリリースもされている。

10.1021/jacs.7b04813

3 46010
神経科学
一般関連

加齢性記憶低下メカニズムの研究

　本研究は老化に伴い記憶が低下する
メカニズムについて、ショウジョウバ
エの嗅覚記憶をモデルとして一端を明
らかにした。血糖値の調節や代謝の制
御を行うインスリンとインスリン依存
的な脂肪細胞内のシグナルが記憶の維
持に必要であることを明らかにした。
また、インスリンの量が加齢に伴って
変化することが記憶低下の一因である
ことが示唆され、学習・記憶のメカニ
ズム解明や加齢性記憶低下の原因解明
に貢献した。

Ｓ

　（１）の論文は、特に老化に伴う記憶障害のメカニズムの一
端を明らかにしたという点で評価が高く、いくつかのウェブ
ニュース（時事ニュース、ヘルスデージャパン、認知症ねっ
と）に取り上げられている論文である。モデル動物を用いて、
老化に伴うインスリンシグナルの変化が記憶低下を引き起こす
ことを明らかにした点が評価されている。また、本業績に関連
して、国際学会EMBO meeting2015では"A critical role for
insulin-like signaling in memory maintenance and age-
related memory impairment in Drosophila"の演題で、国内学
会BMB2015では「記憶の維持と加齢性記憶障害におけるインス
リン様シグナルの重要な役割」の演題で講演を行った。本業績
は当該分野のみならず、関連する老化神経科学の研究にも大き
く貢献し、将来性も十分にある。
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Ryoko
Tokuda,Yoshik
i
Okamoto,Tetsu
ya
Koyama,Noriyu
ki
Kogure,Mariko
Kitajima,Hiro
mitsu
Takayama

Asymmetric
Total
Synthesis of
Kopsiyunnanin
e K, a
Monoterpenoid
Indole
Alkaloid with
a Rearranged
Skeleton

Organic
Letters

18 3490-3493 2016

(2)

Shino
Tooriyama,Yuj
i
Mimori,Yuqiu
Wu,Noriyuki
Kogure,Mariko
Kitajima,Hiro
mitsu
Takayama

Asymmetric
Total
Synthesis of
Pentacyclic
Indole
Alkaloid
Andranginine
and Absolute
Configuration
of Natural
Product
Isolated from
Kopsia
arborea

Organic
Letters

19 2722-2725 2017

(3)

Keigo
Sato,Noriyuki
Kogure,Mariko
Kitajima,Hiro
mitsu
Takayama

Total
Syntheses of
Pleiocarpamin
e,
Normavacurine
, and C-
Mavacurine

Organic
Letters

21 3342-3345 2019

10.1021/acs.orglett.6b017
04

10.1021/acs.orglett.7b010
76

10.1021/acs.orglett.9b010
84

6 47050

環境およ
び天然医
薬資源学

関連

創薬に向けた生物活性アルカロイドの
探索と合成

　本研究は、薬用資源植物由来の生物
活性アルカロイドを基盤として、創薬
のための先導化合物の探索と、それを
用いたリード化合物の創製を目的とし
た、天然物化学、合成化学、医薬化学
研究を包括的に行ったものである。本
研究により、多種多様な生物活性アル
カロイドの取得、複雑な化学構造を有
する天然物の全合成、植物由来の創薬
リード分子の創製を達成することがで
きた。

Ｓ

　（１）～（３）の研究成果はいずれも有機化学の分野で権威
ある米国化学会誌 Organic Letters誌（2017年インパクトファ
クター 6.492）に掲載された。その他、同学会誌に４編、
Nature Commun.誌などにも研究成果を公表した。本研究によ
り、研究代表者は「生物活性アルカロイドの探索・全合成と医
薬化学研究」で平成30年度日本薬学会賞を受賞、同研究室の研
究者も「コプシア属およびゲルセミウム属植物に含有される生
物活性インドールアルカロイドの探索と化学的研究」で平成29
年度日本生薬学会学術奨励賞を受賞した。
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Midori A.
Arai,Fumie
Ochi,Yoshinor
i
Makita,Tetsuh
iro
Chiba,Kyohei
Higashi,Akiko
Suganami,Yuta
ka
Tamura,Toshih
iko
Toida,Atsushi
Iwama,Samir
K.
Sadhu,Firoj
Ahmed,Masami
Ishibashi

GLI1
Inhibitors
Identified by
Target
Protein
Oriented
Natural
Products
Isolation
(TPO-NAPI)
with Hedgehog
Inhibition

ACS Chemical
Biology

13 2551-2559 2018

(2)

Midori A.
Arai,Ryuta
Akamine,Anna
Tsuchiya,Tats
uro
Yoneyama,Taka
shi
Koyano,Thawor
n
Kowithayakorn
,Masami
Ishibashi

The Notch
inhibitor
cowanin
accelerates
nicastrin
degradation

Scientific
Reports

8 2018

(3)

Yasumasa
Hara,Midori
A.
Arai,Kazufumi
Toume,Hyuma
Masu,Tomoyuki
Sato,Katsuko
Komatsu,Takas
hi
Yaguchi,Masam
i Ishibashi

Coculture of
a Pathogenic
Actinomycete
and Animal
Cells To
Produce
Nocarjamide,
a Cyclic
Nonapeptide
with Wnt
Signal-
Activating
Effect

Organic
Letters

20 5831-5834 2018

10.1021/acschembio.8b0049
2

10.1038/s41598-018-23698-
4

10.1021/acs.orglett.8b025
22

7 47050

環境およ
び天然医
薬資源学

関連

生物活性スクリーニングに基づく新規
有用天然物の探索

　タイ・バングラデシュとの国際共同
研究に基づく薬用植物および真菌医学
研究センターとの共同研究による病原
性微生物を天然資源として活用し、が
んや神経疾患に関与するシグナル伝達
機構を標的として、細胞アッセイまた
は独自のタンパク質アッセイを用いた
スクリーニング試験を行うことによ
り、有用な生物活性天然物を見出し、
その化学構造の決定ならびに作用機構
の解析に関する興味深い知見を得た。

Ｓ

　これらの研究成果により、活性構造化学研究室・石橋正己教
授が2018年度日本生薬学会賞、荒井緑准教授が2019年度日本薬
学会学術振興賞を受賞した。
（１）はアメリカ化学会ケミカルバイオロジー誌のcover art
galleryに選出された。
（３）に関する研究成果を日本薬学会137および138年会で発表
したところ、137年会では学生優秀発表賞を受賞し、138年会で
は、同年会の講演ハイライトに選出された他、2018年３月28日
に日経産業新聞に記事として紹介された。
また、これらに関する荒井緑准教授の研究成果が日本学術振興
会ウェブサイトに科研費NEWS（2018，Vol.３）で紹介された。
　さらに、これらの研究成果について2016年４月以降、石橋正
己教授は11回、荒井緑准教授は21回国内外で招待講演・セミ
ナーを行った。
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Keiichi
Mochida,Tetsu
ya
Sakurai,Hikar
u
Seki,Takuhiro
Yoshida,Kotar
o
Takahagi,Sato
ru
Sawai,Hiroshi
Uchiyama,Tosh
iya
Muranaka,Kazu
ki Saito

Draft genome
assembly and
annotation of
Glycyrrhiza
uralensis , a
medicinal
legume

The Plant
Journal

89 181–194 2016

(2)

Rai
Amit,Kamochi
Hidetaka,Suzu
ki
Hideyuki,Naka
mura
Michimi,Takah
ashi
Hiroki,Hatada
Tomoki,Saito
Kazuki,Yamaza
ki Mami

De novo
transcriptome
assembly and
characterizat
ion of nine
tissues of
Lonicera
japonica to
identify
potential
candidate
genes
involved in
chlorogenic
acid,
luteolosides,
and
secoiridoid
biosynthesis
pathways

JOURNAL OF
NATURAL
MEDICINES
71(1)  2017
年1月

71 1–15 2017

(3)

Hiroshi
Tsugawa,Ryo
Nakabayashi,T
etsuya
Mori,Yutaka
Yamada,Mikiko
Takahashi,Ami
t Rai,Ryosuke
Sugiyama,Hiro
yuki
Yamamoto,Taik
i Nakaya,Mami
Yamazaki,Rik
Kooke,Johanna
A. Bac-
Molenaar,Niha
l Oztolan-
Erol,Kazuki
Saito...

A
cheminformati
cs approach
to
characterize
metabolomes
in stable-
isotope-
labeled
organisms

Nature
Methods

16 295–298 2019

10.1111/tpj.13385

10.1007/s11418-016-1041-x
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8 47050

環境およ
び天然医
薬資源学

関連

薬用植物のゲノム機能科学研究

　本研究は、医薬学分野において重要
な役割を果たしている、生薬や天然医
薬品の原材料である薬用資源植物のゲ
ノム機能科学研究を先駆的に成し遂げ
た研究である。特に、最も重要な漢方
生薬である甘草のドラフトゲノム配列
の決定、先端的なメタボローム解析と
の統合による複数種の重要薬用植物か
らの薬用成分生合成遺伝子の同定など
は、論文被引用件数や各種顕彰などの
客観的指標によって極めて高く評価さ
れている。

SS

　（１）の業績は重要生薬である甘草のドラフトゲノム配列を
決定した論文であり、The Plant Journal誌の表紙に選ばれ
た。さらに植物学・動物学分野においてトップ１%以内の高被
引用件数を誇る影響力の大きい論文である。
　（２）の漢方の情報科学的解析の論文は、2016年度日本生薬
学会論文賞を受賞し、さらに2017年にSpringer Natureが選ぶ
「世界を変える論文の１つ」に選定された。
　（３）は薬用植物等の複雑なメタボロームの解析手法を提示
した論文でありNature Methods誌の表紙に選ばれた。
　これらの業績から、担当教員らは当該期間中に、紫綬褒章、
日本薬学会賞、国際メタボロミクス学会終身名誉フェロー、
Highly Cited Researcher（植物学・動物学分野において４年
間連続受賞）、日本生薬学会学術奨励賞、日本生薬学会論文賞
などを受章（賞）した。
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Susukida,Shig
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Aoki,Kotaro
Kogo,Sota
Fujimori,Binb
in Song,Cong
Liu,Shuichi
Sekine,Kousei
Ito

Evaluation of
immune-
mediated
idiosyncratic
drug toxicity
using
chimeric HLA
transgenic
mice

Archives of
Toxicology

92 1177-1188 2017

(2)

Binbin
Song,Shigeki
Aoki,Cong
Liu,Takeshi
Susukida,Kous
ei Ito

An Animal
Model of
Abacavir-
Induced HLA-
Mediated
Liver Injury

Toxicologica
l Science

162 713-723 2018

(3)

Binbin
Song,Shigeki
Aoki,Cong
Liu,Kousei
Ito

A toll-like
receptor 9
agonist
sensitizes
mice to
mitochondrial
dysfunction-
induced
hepatic
apoptosis via
the Fas/FasL
pathway

Archives of
Toxicology

93 1573-1584 2019

10.1007/s00204-017-2112-9

10.1093/toxsci/kfy001

10.1007/s00204-019-02454-
1

9 47060
医療薬学

関連

HLAの関わる特異体質薬物副作用のマ
ウスでの再現とこれを利用したメカニ
ズム解明研究

　HLA遺伝多型が副作用の発症個人差
に影響することが最近注目されている
が、詳細な分子メカニズムの解明は遅
れている。解明が進まない理由は適切
な動物モデルが無かったからである。
今回我々は、特異体質薬物毒性を再現
可能なマウスを世界で初めて作出し、
ここに薬物を投与することでヒトで見
られるような免疫細胞の特異的な活性
化と臓器障害の再現に成功した。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　本研究成果は2017年11月に「安全な医薬品を患者様に提供す
るための革新的アイデア！〜副作用の個人差を評価可能な動物
モデルの作製に成功〜」として、本学からニュースリリースさ
れたほか、同年12月には「医薬品の個人差評価可能な動物モデ
ル」として科学新聞にも取り上げられた。また、関連する内容
の発表で大学院学生が学会等で優秀発表賞を６件受賞した。
2016年４月以降現在までに関連する内容で学会やセミナー等で
の依頼講演を６件引き受けた。内訳は国内の学術学会議でのシ
ンポジウム３件、製薬企業での講演２件、海外大学での講演１
件で、国内外、基礎から応用の幅広い研究者から注目を集めて
いる。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究内容は本学部のミッションの再定義にある「毒性学」
と密接に関連し、成果の一部は既に特許出願済（「HLA導入細
胞を用いた特異体質薬物毒性の予測方法」（特願2016-
169161））である。社会要請に沿ったテーマ設定であり、得ら
れた成果の社会への還元も着実に進んでいる。
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(1)
Tokoyoda K.
Takaya A

SALMONELLA
SIIE-DERIVED
PEPTIDES FOR
MANIPULATION
OF LONG-LIVED
PLASMA CELLS.
（届け出時名
称：サルモネ
ラ属菌を用い
たワクチンの
応用の改善及
び抗体産生抑
制法への応
用））
(出願番号：
PCT/EP2018/07
3992
(国際公開番
号：
WO2019/048540
)

出願日：
2018/9/6
国際公開日:
2019/3/14

(2)

Christian Mä
nne,Akiko
Takaya,Yuzuru
Yamasaki,Math
ias
Mursell,Shint
aro
Hojyo,Tsung-
Yen Wu,Jana
Sarkander,Mai
ri A.
McGrath,Rebec
ca
Cornelis,Stef
anie
Hahne,Qingyu
Cheng,Tadafum
i
Kawamoto,Falk
Hiepe,Stefa..
.

Salmonella
SiiE prevents
an efficient
humoral
immune memory
by
interfering
with IgG+
plasma cell
persistence
in the bone
marrow

Proceedings
of the
National
Academy of
Sciences of
the United
States of
America

116 7425-7430 2019

(3)

10.1073/pnas.1818242116

10 49050
細菌学関

連

細菌分泌タンパク質による特異的抗体
産生細胞制御に関する研究

　本研究は、持続感染するサルモネラ
を宿主に感染させると、宿主記憶免疫
細胞の中枢である骨髄内細胞動態に影
響を及ぼす可能性について実証した研
究である。本研究では、サルモネラが
分泌するタンパク質が、長期記憶抗体
分泌細胞であるIgG分泌形質細胞を抑
制する分子機構から、IgG分泌形質細
胞の維持機構について解明したもので
ある。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　本研究は、病原細菌のサルモネラが宿主免疫記憶を抑制する
機構を明らかにした点で評価される。臓器に感染した細菌から
放出されたタンパク質が骨髄に到達することで、長命の記憶免
疫細胞でIgG分泌形質細胞を特異的に障害することから、骨髄
IgG分泌形質細胞維持機構が新たに提唱された。本成果をまと
めた（２）の論文はインパクトファクターの高い雑誌に掲載さ
れた。

【社会、経済、文化的意義】
　本成果で同定したタンパク質は、特異的IgGによる自己免疫
疾患の抑制に効果があることが示され、新たな自己免疫疾患治
療法としてのアプローチ法への応用が期待できる。更に、本タ
ンパク質を欠損させた弱毒株はワクチン株としての有用な効果
が増強されることから、本学とドイツリウマチ研究サンタ―で
共同して国際特許が出願され、（１）が公開されている。現
在、ドイツの一企業から、サルモネラワクチン株としての有用
性について使用検討の申し出があり、今後の実用化が期待され
る。

○

https://doi.org/10.1073/pnas.1818242116
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Kazuaki
Takahashi,Nor
iyuki
Suzuki,Yasumi
tsu Ogra

Bioavailabili
ty Comparison
of Nine
Bioselenocomp
ounds In
Vitro and In
Vivo

Internationa
l Journal of
Molecular
Sciences

18 506 2017

(2)

(3)

11 59040
栄養学お
よび健康
科学関連

食事由来のセレン化合物間の栄養学的
利用価値の評価

　セレンというミネラルは、健康の維
持に欠かせない栄養成分であるが、非
常に毒性も高いことが知られている。
天然には複数種類のセレン化合物が存
在するが、その栄養学的価値を評価し
た報告はない。本研究では、独自の評
価モデルを構築し、栄養素としてのセ
レンの価値を、内閣府食品安全委員会
の研究費を得て、評価した。

SS

内閣府の食品安全委員会からは以下のように高い評価を受けて
おり、さらに同委員会からは評価課題７課題中２位の評点を得
ていることから、社会、経済、文化的意義が極めて高いと判断
した。
内閣府・食品安全委員会による評価
　＜総合コメント＞
　本研究によりセレン代謝における腸内細菌叢の関与が明らか
になるなど、セレンの栄養学上の有用な情報が得られた。今
後、インビトロや実験動物における実験データのヒトへの適用
の検討が期待される。
　＜その他コメント＞
　・腸内細菌叢のどれが関与しているかの解明も今後の研究に
期待したい。
　・明解な研究であり、有用性も高いと思われる。
　・経管栄養食品等に含まれるセレン化合物の安全性を評価す
る本研究の目標は概ね達成されており、成果は食品の安全性を
評価することに有用である。
　（同年度の評価課題７課題中２位の評点）

10.3390/ijms18030506



研究業績説明書
21 法人名 千葉大学 10 学部・研究科等名 専任教員数 41 　〔人〕 8 　〔件〕　

8.2 0

著者・発表者等 タイトル・表題等
発表雑誌・出版

社
・会合等

巻・号 頁 発行・発表年等

(1)

Ikuko
Sakai,Takeshi
Yamamoto,Yosh
inori
Takahashi,Tak
ashi
Maeda,Yuuko
Kunii,Kana
Kurokochi

Development
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interprofessi
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collaborative
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Interprofessi
onal
Competency
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(CICS29)

Journal of
Interprofess
ional Care
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Effect of IPE
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of
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From the
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of Nurses

Yakugaku
Zasshi:
Journal Of
The
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al Society
Of Japan
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Tomoko
Majima,Takesh
i
Yamamoto,Ikuk
o Sakai,Sumie
Ikezaki,Ikuyo
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Journal of
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Managemment

27 1409-1415 2019
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【学術的意義】
　IPEに関連した一連の研究は、亥鼻高機能化構想による補助
金、科学研究費補助金などの助成を受け実施された。日本の文
化に適した、専門職連携実践能力の概念化及び自己評価尺度の
開発（１）は世界８か国でその国の言語に翻訳され使用されて
いる。また（２）においてIPE評価の理論化を行い、（３）で
はIPE基礎教育が現場の医療ケアの質にどのように影響するか
を検証した。
　これらの論文のほかに、国際学会発表（10件）、国際学会招
聘講演（７件）を行い、シミュレーションによるIP演習の学習
効果の検証を行った発表は優秀賞を獲得した。
【社会・経済・文化的意義】
　今後少子高齢化が進展し、医療者の働き方改革がさらに推し
進めらることが予想される。基礎教育及び継続教育における
IPEの理論化（１）、（２）および効果の検証（３）は専門職
連携教育及び実践能力の育成の必要性に根拠を与える業績であ
る。これらの研究知見を受け、日本における医療系の基礎教育
において、IPEはコアカリキュラムに位置付けられ、看護師養
成所の指定規則についてもIPEが明記されるよう検討が進んで
いる。また、IPE実装のための手順書の公開、看護師等養成所
におけるIPE実装ガイドラインの公開が行われ、アジアのIPE推
進にも大きな影響を与えた。

２．選定した研究業績

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

提出できる研究業績数
の上限

看護学部、看護学研究科

専門職連携教育の理論化
　
　専門職連携教育
（Interprofessional Education 以下
IPE）は医療人教育の基盤としてその
知見が確立してきた。一方基礎教育に
おける効果的な教育方略のための評価
方法の確立や、評価と根拠に基づいた
教育の改善の方法論については理論化
の必要がある。そのため専門職連携実
践能力評価尺度の開発、IPEの阻害要
因と促進要因の解明、授業評価、学習
成果評価などの多様なデータに基づ
き、専門職連携教育理論について考察
を行った。
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医療管理
学および
医療系社
会学関連

10.1080/13561820.2016.123
3943

10.1248/yakushi.17-00003-
4

doi.org/10.1111/jonm.1282
2

SS
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(1)

和住淑子，野
地有子，黒田
久美子，錢淑
君，鈴木友
子，北池正，
吉本照子

看護学教育に
おけるFDマ
ザーマップの
開発

千葉大学大学
院看護学研究
科紀要

39 21-26 2017

(2)

吉本照子，野
地有子，和住
淑子，黒田久
美子，錢淑
君，吉田澄恵

看護学教育に
おけるFDマ
ザーマップ活
用ガイドVer.3

看護学教育研
究共同利用拠
点　千葉大学
大学院看護学
研究科附属看
護実践研究指
導センター

2018

(3)

吉本照子，野
地有子，和住
淑子，黒田久
美子，錢淑
君，吉田澄恵

FDマザーマッ
プ支援データ
ベース

看護学教育研
究共同利用拠
点　千葉大学
大学院看護学
研究科附属看
護実践研究指
導センター

2018

2 58050
基礎看護
学関連

看護学教育におけるFDマザーマップの
開発

　看護学教育の特質を踏まえた体系的
なFDのプログラム表である「FDマザー
マップ」及び「FDマザーマップ支援
データベース」を開発し、これまで大
学ごとにおこなわれてきたFDの企画・
実施・評価に関する大学間の交流の促
進と、看護系大学の人的・物的資源を
相互に活用し合うことのできる体制を
構築した。

SS SS

【学術的意義】
　運営費交付金特別経費を得て、看護学教育の特質を踏まえ、
保健師助産師看護師法をはじめとする法令の理解、臨地実習施
設との連携能力、看護職としてのキャリア形成支援など、看護
系大学教員に求められる能力を行動レベルで示した体系的な見
取り図（FDマザーマップ®）を開発した。FDマザーマップ®は、
「基盤」「教育」「研究」「社会貢献」「運営」の５つのマッ
プから構成され、組織としてのFD課題を見出す、単発的なFD企
画を体系的に整理する、教員個人の能力を各自が評価する、等
の活用が可能である。この成果は、国際学会にて発表し、Best
Poster Award を受賞した。この他にも、他の看護系大学教員
との共同研究によって、「看護系大学におけるFDマザーマップ
®」に準拠したFDコンテンツ開発を行った。
【社会、経済、文化的意義】
　開発したFDマザーマップ®は、冊子（「看護学教育における
FDマザーマップ®活用ガイド）として印刷、公表するととも
に、「FDマザーマップ®・支援データベース」として看護実践
教育指導センターの運営するwebサイトにて公表し
（https://fd.np-portal.com/）、全国の看護系大学が活用で
きるようにした。現在、42大学が、「FDマザーマップ®・支援
データベース」に登録し、活用している。



著者・発表者等 タイトル・表題等
発表雑誌・出版

社
・会合等

巻・号 頁 発行・発表年等

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
小区分名

小区分
番号

業
績
番
号

掲載論文のDOI
（付与されている場合）

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）

【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、
文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業

績
番号

共
同
利
用
等

増島麻里子

終末期の生き
方を支えるア
ドバンスケア
プランニング
に基づく看護
実践の開発

日本生理人類
学会誌

22 203-208 2017

Mariko
Masujima,
Zaiya
Takahashi

［NATIONAL &
INTERNATIONAL
REPORTS］What
are the main
challenges
facing
palliative/en
d-of-life
care today in
relation to
Japan’s
ageing
society

European
Association
for
Palliative
Careの
website

2018

Mariko
Masujima,
Miwa
Watanabe,
Miyuki
Ishibashi,
Naho Sato,
Takeshi
Umezawa

Assessing the
usability of
a web-based
advance care
planning
education
tool for
adults: a
pilot study

The 7th
advance care
planning
internationa
l(ACP-i)
conference

12 2019
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最終段階を生きる慢性疾患高齢者当事
者と家族や医療者との間で行う終生期
対話支援ICTツールの開発と検証

　患者と家族や医療者との間で行う終
生期を意識した対話は、英語圏では有
用性が検証されてきたが、我が国では
対話方法を模索して行う現状にあり、
学術的検証には至っていない。本研究
では、日本の慢性疾患高齢者と他者と
の終生期対話について、①ICT対話支
援ツールによる看護プログラム介入の
効果、②看護プログラム展開の促進/
阻害要因を明示し、慢性疾患高齢者の
終生期の充実に向けた終生期対話支援
プログラムを検証する。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
（１）は、日本生理人類学会第75回大会にて招聘講演を行い、
学術的知見を加えたレビュー論文であり、学際的な視点から近
年の終末期医療における研究動向を概説した。また、本学会の
他、招聘講演計5件（国内３件、海外２件）にて成果を発信し
た。（２）は、終末期医療において世界的権威のある学会
European Association for Palliative Careから寄稿依頼を受
け、National & international Reportsとして日本の終末期医
療およびAdvance Care Planningの動向と本研究について投稿
した。National & international Reportsには約120編/年の投
稿があるが、本記事は2018年１～６月に掲載された上半期投稿
記事のうち、最もよく読まれたTop Ten Most-viewed Posts
for the first half of 2018における第８位に選定された
（３）は、終末期医療について、高齢者と家族、医療者が活用
できるICT版教育対話ツールを、工学研究者、医学研究者との
協働により開発した多学問横断型研究であり、当該ツールを成
人10名に１ヵ月間試行した成果を示し、終生期対話の重要性を
明示した。また、示説Award候補となった。
【社会、経済、文化的意義】
日本は超高齢多死社会にあり、高齢者が終末期を意識した時か
ら死に至る迄の限られた期間を支える看護の役割は大きい。
2018年に、厚生労働省が11年ぶりに改訂した「人生の最終段階
における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」で
は、将来の意思決定能力の低下に備えて、患者や家族とケア全
体の目標や具体的な治療や療養について話し合うプロセス
“Advance Care Planning”の重要性が強調されている。
（１）～（３）は、この社会的要請を具現化する取り組みであ
り、社会的意義は極めて高い。

10.20718/jjpa.22.4_203
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(1)

Emi
Mori,Hiroko
Iwata,Akiko
Sakajo,Kunie
Maehara,Koji
Tamakoshi

Association
between
physical and
depressive
symptoms
during the
first 6
months
postpartum

Internationa
l Journal of
Nursing
Practic

23 e12545 2017

(2)

Emi
Mori,Miyako
Tsuchiya,Kuni
e
Maehara,Hirok
o Iwata,Akiko
Sakajo,Koji
Tamakoshi

Fatigue,
depression,
maternal
confidence,
and maternal
satisfaction
during the
first month
postpartum: A
comparison of
Japanese
mothers by
age and
parity

Internationa
l Journal of
Nursing
Practic

23 e12508 2017

(3)

Emi
Mori,Hiroko
Iwata,Kunie
Maehara,Akiko
Sakajo,Koji
Tamakoshi

Relationship
between the
mode of
conception
and
depressive
symptoms
during the
first 6
months post-
partum in
Japan

Reproductive
Medicine and
Biology

17 275-282 2018
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産後６か月間における褥婦の身体的心
理社会的健康状態に関する前向きコ
ホート研究

　産後入院中から産後６か月までの褥
婦の身体的心理社会的健康状態の経時
的変化の把握と予測因子の特定を行
い、看護ガイドライン開発のための基
礎資料を得ることを目的とした。
2,709名の褥婦の産後入院中、産後
１、２、４、６か月における疲労、身
体的症状、うつ状態、母親役割の自信
と満足、母乳栄養率の推移とそれらの
予測・関連因子を明らかにすることが
でき、16原著論文（英語９件、日本語
７件）として公表した。

SS SS

【学術的意義】
国内外において産後6か月間のこのように大規模な前向きコ
ホート調査は認められず、本研究成果の独自性や学術的意義は
高く、査読のある国際学術誌に採択された原著論文は９件
（（１）～（３）を含む）、査読のある国内学術誌においては
７論文であった。この研究プロジェクト成果の一部であり、
2016年３月に母性衛生（査読有り）に掲載された「分娩施設退
院前の高年初産婦の身体的心理社会的健康状態：年齢・初経産
別の４群比較から」が、平成28年度日本母性衛生学会学術論文
賞に表彰された。また、国際学会（査読有）では3件、国内学
会（査読有り）では５件の発表を行った。加えて、本研究は学
術的課題の発展が評価され、次の研究「高年初産婦とその夫に
対する出産前教育プログラムの開発と検証」も文部科学省科研
費（基盤研究(A)）に採択された。以上のことから、学術的意
義が特に優れていると考える。
【社会・経済・文化的意義】
日本では少子化、晩産化が進行し、産後うつからの自殺、乳児
虐待の増加が社会的問題となっている。本研究成果(１)(２）
等の一部は高年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開
発のためのシステマティックレビューに採用された。これは
2016年４月に、EBM普及推進事業Mindsの審査において高評価を
受けHP上で公表された。Mindsから本ガイドラインはアジア諸
国の産後ケアにとって有用と評価され、2017年に推奨文等を英
語でも掲載した。また、本研究成果は母性看護学の教科書に引
用され、助産ガイドライン（産褥期、作成中）にも活用されて
いるという。本研究成果は産後半年間における褥婦のうつ症状
等心身の健康問題の関連因子を解明していたため、産後うつか
らの自殺等の社会的問題解決に向けて、この結果は現場で広く
活用できると４つの学術集会主催者から評価された。その評価
をふまえて、研究代表者はこれらの学術集会に招聘され、助産
師・医師等を対象とした教育講演を実施した。

 10.1111/ijn.12545

10.1111/ijn.12508

10.1002/rmb2.12101．
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(1)

Nobue
Nakamura,Yuko
Yakushijin,To
mo
Kanamaru,Hiro
e Tani,Keiko
Ideno,Aya
Nakai

Development
and validity
testing of
the revised
diabetes
self-care
inventory for
children and
adolescents

Diabetology
Internationa
l

10 117-125 2018

(2)

中村　伸枝,仲
井　あや,出野
慶子,金丸
友,谷　洋江,
薬師神　裕子,
髙橋　弥生

1型糖尿病をも
つ年少児の糖
尿病セルフケ
アに向けた親
のかかわり尺
度の開発

日本糖尿病教
育・看護学会
誌

23 100-107 2019

(3)

中村　伸枝,金
丸　友,仲井
あや,谷　洋
江,井出　薫,
出野　慶子,髙
橋　弥生,内海
加奈子

インスリンポ
ンプ療法を経
験した小児・
青年の療養生
活と課題：イ
ンスリンポン
プ療法群とイ
ンスリンポン
プ療法中止群
の比較から

日本糖尿病教
育・看護学会
誌

21 11-18 2017

10.1007/s13340-018-0377-8

10.24616/jaden.23.1_100

10.24616/jaden.21.1_11
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生涯発達
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１型糖尿病をもつ小児のセルフケアに
関する研究

　成長発達と体験の積み重根の視点か
ら、1型糖尿病をもつ小児のセルフケ
アの枠組み及び臨床での活用や支援等
の効果検証に活用可能なセルフケア質
問紙を作成した。

Ｓ

【学術的意義】
糖尿病対策は健康日本21の主要項目の１つとなっているが、小
児・思春期の１型糖尿病はまれであり、糖尿病セルフケアの目
標や評価指標は明確ではない。本研究は、20年以上に渡る糖尿
病をもつ小児と家族への看護実践、成長発達に沿った糖尿病セ
ルフケアに関する科学研究費補助金を得た研究成果に基づく。
小児の糖尿病セルフケアについて、小学校低学年までの基本的
な療養行動を習得する段階と、小学校高学年以降の生活の中で
療養行動ができる段階を明らかにし、2種類の糖尿病セルフケ
ア質問紙を作成した。国際誌に原著論文として１編、和文誌に
４編が掲載され、国際学会への発表１件であった。これらは、
小児思春期の糖尿病看護への学的貢献と臨床活用が期待され
る。

https://doi.org/10.24616/jaden.23.1_100
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(1)

Sayuri
Suwa,Saori
Otani,Mayuko
Tsujimura,Kot
oko
Nogawa,Yoko
Shiya

The diary of
a
nonagenarian-
centenarian
woman with
dementia:
Memory loss,
life changes,
and community
care in Japan

Internationa
l Journal of
Nursing
Practice

24 e12655 2018

(2)

Sayuri
Suwa,Akiyo
Yumoto,Mari
Ueno,Tomoko
Yamabe,Yumiko
Hoshishiba,Mi
hoko Sato

Characteristi
cs of care
methods for
daily life
disabilities
in
Alzheimer's
type dementia
that respect
autonomy and
independence

Nursing Open 2019

(3)
Akiyo
Yumoto,Sayuri
Suwa

Difficulties
and
associated
coping
methods
regarding
visual
hallucination
s caused by
dementia with
Lewy bodies

Dementia 147130121987954 2019
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高齢者看
護学およ
び地域看
護学関連

認知症の人の生活障害とケアに関する
研究

　認知機能障害による日常生活行為の
遂行障害を「生活障害」と定義し、そ
のありようを重症度ごとに明らかにし
た。また、生活障害から自律と自立を
可能にするケアの特徴を解明し、認知
症の人の状態像を自立、一部介助、全
介助で区分する危険性を考察した。さ
らに生活障害へのケアを実施すること
で、認知症の人の病みの軌跡が従来の
ものから改善する可能性が見いだし、
生活障害のケアが認知症進行予防に貢
献しうることを考察した。

Ｓ SS

【学術的意義】
　科研費の挑戦的萌芽研究等の助成を得て、認知症の人に出現
する基本的な障害として、生活障害の存在を明らかにし、生活
障害を有していても認知症の人の自律と自立を支援するケアの
体系化に取り組んだ。生活障害のケアが適切に実施されること
によって、認知症の人の精神機能と身体機能が維持されやす
く、認知症を有しても最期まで自律と自立を維持できる可能性
を示唆した。生活は文化から影響を受けることから、日本独自
の生活障害と効果的なケアにも言及し、国際ジャーナルに原著
論文として３編が掲載された。この他にも、国際学会での発表
４件、国内学会での発表６件、その他の論文３件、書籍４件が
公表されている。
【社会、経済、文化的意義】
　上述した研究知見は、高齢者看護学だけでなく、介護福祉学
に影響を及ぼし、介護福祉士養成テキストの改訂時に生活障害
とケアに関する記載が含まれるようになった。また、認知症の
生活障害とケアについては、介護福祉士国家試験でも出題され
るようになった。

10.1111/ijn.12655

10.1002/nop2.283

10.1177/1471301219879541

http://dx.doi.org/10.1177/1471301219879541
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Harue
Masaki,Nobuko
Kawai,Keiko
Matsumoto,Miy
oko
Kuwata,Sachik
o
Yoshioka,Mido
ri
Nishiyama,Ryo
ko
Uchino,Hiroko
Nagae,Megumi
Teshima,Sayur
i
Sakai,Kazuko
Endo

Consensus
development
of quality
indicators
for end-of-
life care for
elders in
Japan

Internationa
l Journal of
Nursing
Practice

23 e12562 2017

(2) Harue Masaki

招聘講演
日本の高齢者
医療における
End of Life
Careの理念

China
Innovation
And
Development
Conference
of Medical
Treatment &
Elderly Care

2018.6.2
 (Shenyang、
China)

(3)

林弥江，正木
治恵，桑田美
代子，吉岡佐
知子，西山み
どり，石井優
香，坂井さゆ
り

高齢者の臨死
期における看
取りケア－熟
練看護師のナ
ラティブから
－

千葉大学大学
院看護学研究
科紀要

41 25-34 2019

10.1111/ijn.12562

7 58080

高齢者看
護学およ
び地域看
護学関連

高齢者の豊かな最晩年を創出する終生
期ケア質指標の開発

　高齢者の豊かな最晩年を創出する終
生期ケアを確立していくために、「真
に高齢者やその家族が望む晩年とはど
のようなものか」、またそれにかかわ
る「ケアの質とは何か」について、国
内外の文献レビュー、高齢者と家族へ
のインタビュー調査、ならびに看護師
のベストプラクティスを元に33項目の
質指標（Quality Indicator)を導い
た。開発した質指標は、ケアを可視化
し、高齢者が安心して生を全うできる
成熟社会を導くことに貢献しうると考
えられた。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　科研費基盤（B)の助成を得て開発した質指標は、日本文化を
反映した臨床で活用可能なベストプラクティスを示すもので、
国際ジャーナルに原著論文として掲載された。この他にも、国
際学会での発表３件（内１件は招聘講演）、国内学会での発表
６件が行われている。
【社会、経済、文化的意義】
　上述した研究知見は、高齢者本人と家族の終生期の意向に関
する調査結果と、老人看護専門看護師の実践知ならびに国内外
の知見やガイドラインを統合して体系的に作成したもので、エ
ビデンスに基づく知見が臨床の場に応じてわかりやすく提示さ
れている点に特徴を持つ。（１）の論文の一部(図)が米国UCLA
のMary Cadogan講師の "Care Near the End of Life for
Older Adults"と題する講演資料に引用された。
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山下（雨宮）
歩,酒井郁子，
磯野史郎

在床状態見守
りシステム
（特開2019-
51097）

ミネベアミツ
ミ株式会社、
千葉大学

2019年4月4日

(2)

Amemiya A,
Sugawara H,
Matsushima E,
Kase R,
Nishimura T,
Noto M, Iida
N, Isono S,
Sakai I

Development
of the Bed-
Departure
Hope
Detection
System Using
a High-
Performance
Load Cell
Sensor

 21st East
Asian Forum
of Nursing
Scholars &
11th
Internationa
l Nursing
Conferences

2018

(3)

雨宮 歩，菅原
久純，鈴木智
子，松島絵里
奈，加瀬竜太
郎，酒井郁子

離床希望検知
システムの臨
床における日
常動作による
誤報率の検証

第6回看護理
工学会学術集
会

2018

8 90150
医療福祉
工学関連

離床センサの開発

　病院や介護施設などでは転倒リスク
の高い高齢者の離床をとらえ、動作を
介助・見守りすることで転倒を予防す
ることを目指している。しかし、現在
離床をとらえるために使用されている
センサは誤報が多いことに加え、既に
離床していることも多く、立ち上がり
などの危険な動作を介助・見守りでき
るタイミングでアラームを鳴らすこと
ができていない。また、誤報が多いこ
とによるスタッフの警報疲労も問題に
なっている。そのため本研究では、誤
報が少なく、離床する前の離床を希望
している時点を検知するという新しい
コンセプトで、離床希望検知センサを
開発した。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　医療福祉工学分野では様々な離床センサの開発がされている
が、実際に臨床で使用されているセンサはほぼない。その理由
として、開発が現場のニーズと一致していないことが考えられ
る。我々は、実際に臨床現場にいた経験から、シンプルな構
造・アルゴリズムで確実に離床を検知し、誤報が少ないセンサ
を実現した。看護学と工学を融合した学際研究であり、学術的
意義も非常に高い。
【社会、経済、文化的意義】
　今までの離床センサが転倒率を下げることができなかった理
由として、検知のタイミングが遅く、看護師がベッドサイドに
行った時には既に患者は離床した後であったことが考えられ
る。我々のシステムは、離床を端坐位になるタイミングで検知
可能であることから、離床前にベッドサイドにたどり着くこと
が可能である。これにより、病院や施設での転倒率が低下し、
転倒による骨折等を防ぎ、入院日数の短期化に貢献できる可能
性がある。
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1
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l Journal of
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IEEE
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Qi Luo,
Steven Gao,
Mohammed
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IEEE
Transactions
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【学術的意義】
　本研究は、国内外機関との共同研究により実施し、2016～
2019年度に特許出願３件、招待講演65回、メディア報道27回、
書籍（IEEE等）５件、学会受賞10回に上った。(１)～(３)の研
究成果は、IFの高い国際論文誌かつリモートセンシング分野に
おいてTop１-10%の論文で発表され、学術的貢献度は高い。
SATREPSプログラムにも、マレー半島での地滑り観測にこの技
術を応用して、国際的にも貢献している。

【社会、経済、文化的意義】
　社会的意義： CP-SARの開発・実証によって、災害等の目標
を高精度で監視でき、新たな防災・減災対策のツールとしての
幅広い活用が期待できる。
　経済的意義：小型衛星をはじめ、有人・無人航空機に搭載で
きるCP-SARの開発と応用拡大によって、災害対応等、様々な応
用への拡大と大きな経済的効果につながる。
　文化的意義：このCP-SARの技術は、日本のSAR分野の研究・
教育レベルの向上につながり、環境リモートセンシングに新し
い局面を切り拓くものである。

２．選定した研究業績

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

提出できる研究業績数
の上限

環境リモートセンシング研究センター

先端マイクロ波リモートセンサの開発
と応用

 本研究では、小型衛星をはじめ、有
人・無人航空機などに搭載できる円偏
波合成開口レーダ（CP-SAR）の開発を
行っている。このセンサは従来にない
円偏波特性をもち、災害、都市インフ
ラ、農林、海洋など多様なターゲット
について新しいリモートセンシング手
法を提供できる。また、このCP-SAR画
像に基づく干渉SAR手法の研究を進め
ており、地域およびグローバルレベル
での精密な環境観測が可能になる。
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通信工学
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10.1080/01431161.2016.127
5057

10.1109/LGRS.2016.2592940

10.1109/TAP.2016.2551260

SS
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Oliver Caasi,
Chiharu
Hongo, Andika
Suryaningsih,
Suryo Wiyono,
Koki Homma,
and Masahiro
Shishido

Relationships
between
Bacterial
Leaf Blight
and Other
Diseases
Based on
Field
Assessment in
Indonesia

Tropical
Agriculture
and
Development

2019

(2)

Chiharu
Hongo, Eisaku
Tamura, I. G.
A. A.
Ambarawati,
I. Made Anom
Wijaya and A.
A. A. Mirah
Adi

Evaluation of
Potential for
Ethanol
Production
from Rice
Straw Using
Satellite
Data

Journal of
Agricultural
Science

9 22 2017

(3)

Koshi
Yoshida,
Kenji Tanaka,
Keigo Noda,
Koki Homma,
Masayasu
Maki, Chiharu
Hongo,
Hiroaki
Shirakawa,
Kazuo Oki

Quantitative
Evaluation of
Spatial
Distribution
of Nitrogen
Loading in
the Citarum
River Basin,
Indonesia

Journal of
Agricultural
Meteorology

73 31-44 2017

2 41040

農業環境
工学およ
び農業情
報工学関

連

食料安全保障を目指した気候変動適応
策としての農業保険における損害評価
手法の構築と社会実装

　東南アジアにおける気候変動に適応
した食料安全保障と食料生産基盤の向
上の観点から重要な衛星リモートセン
シングデータを活用した農業保険損害
評価手法の構築に関する研究プロジェ
クトをSATREPS事業（国際協力機構、
科学技術振興機構による公募事業）で
開始し、インドネシアにおける国際共
同研究拠点を構築した。同国における
農業保険実施体制構築のために人材育
成への貢献も視野に入れた研究と社会
実装活動を推進中である。

Ｓ SS

【学術的意義】
　食料安全保障の側面より地球規模での気候変動の適応策とし
て重要な農業保険制度が、インドネシアにおいて水稲を対象と
して本格施行されたことを受けて、保険制度の中核となる水稲
の干ばつ害、病虫害、水害の損害評価方法を衛星、UAV（無人
航空機）、GIS（地理情報システム）、作物モデル、実測調査
データなどの空間情報を駆使して客観的、効率的、広域的に損
害評価を実施できる手法を構築中である。地球規模の環境課題
の解決に資する研究として位置づけられていることから学術的
意義が高い研究である。

【社会、経済、文化的意義】
　インドネシアにおける保険制度運用の中核となる損害評価を
効率的に遂行可能な損害評価手法を構築し社会実装中であるこ
と、気候変動の適応策である農業保険の向上・改善を支援する
ことによりインドネシアにおいて農業保険が広く普及し、ひい
ては国際的な規模での食料安全保障に貢献することから社会・
経済的な意義も非常に高い。
　関連する研究・社会実装活動の記事が、2018年に２回、2019
年に２回インドネシア国内の新聞に記載された。また、関連分
野の国際シンポジウムにおいて招待講演を行った。さらに、西
ジャワ州政府からの協力を取り付けるなど、アウトリーチ活動
も積極的に実施している。

10.5539/jas.v9n6p22

10.2480/agrmet.D-15-00020
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PLoS
Pathogens

13 e1006096 2017

10.1093/mmy/myx149
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10.1371/journal.ppat.1006
096

Ｓ

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

　本研究センターは、超高齢化などの社会構造変化に伴って増加する真菌感染症を含む難治性感染症克服を目指した基礎・臨床研究を推進し、共同利用・共同研究拠点として当該領域の核となり、世界レベルの研究成果を発信する拠点を形成することを目的としてい
る。第３期中期目標期間中には、国内外との研究機関との連携や全国の医療機関等とのネットワークを最大限に活用し、病原真菌を含む各種病原体の基礎研究及びそれらに起因する感染症に関する新たな予防・診断・治療に関する研究を推進し、我が国の感染症研究
を先導することを目指している。従って、難治性感染症の克服につながり得る世界に通用する研究成果の中から、治療や予防についてのイノベーション創出へつながる可能性のある学術的にも社会的にもインパクトの高い研究業績を選定した。
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【学術的意義】
　耐性真菌はWHOが提唱するAMR（antimircobial resistance）
に該当するものであり、WHOの宣言でも耐性真菌の対策が急務
であることが明記されている。我々の疫学研究により欧米で主
流となっている独特の遺伝子変異を持つアスペルギルス耐性菌
が我が国で初めて環境内で確認され、さらに患者にも感染して
いることが明らかとなった。また、これまで約半数の耐性株で
耐性機構が不明とされてきたが、この中からまったく新しい遺
伝子変異（HMG co reductase）をもつ耐性菌を初めて確認し、
この変異により耐性化するという新規の耐性機構の存在を証明
した。これによりこれまで不明とされていた耐性菌の治療に向
けた大きな基礎的進歩が得られた。

【社会、経済、文化的意義】
　アスペルギルス症の患者は全世界で毎年700万人を超えると
されている。その中でも慢性肺アスペルギルス症は5年生存率
が50％程度と、悪性腫瘍に匹敵する劣悪な生命予後を示す。こ
のアスペルギルス症に対する治療薬の主流はアゾール薬である
が、20～30％に達するというアゾール耐性の出現は、この疾患
の予後を更に悪化させていることがすでに疫学的にも示されて
いる。この耐性菌の割合は地域差が大きく、高耐性化率の地域
では積極的に入院して非アゾール薬を用いるなどの疫学情報に
基づいた適切な薬剤の使用は、予後の改善のみならず医療経済
にも大きく寄与しうる。また、耐性機序の解明により、耐性を
生み出す母地（投与法、あるいは環境内の抗真菌薬の拡散な
ど）が理解できるようになれば、耐性化の予防策を講じること
が可能となり、これらは大きな社会的意義を持つものと考えら
れる。
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代表的な研究成果・成果物
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提出できる研究業績数
の上限

真菌医学研究センター

増加を続けるアスペルギルス症の耐性
化の検討

 アスペルギルス症は我が国で最も死
亡数の多い真菌症であるが、近年その
主要抗菌薬であるアゾール薬に対する
耐性化が世界中で進んでいる。本研究
は我が国における耐性化の実態を明ら
かにし、細菌よりも遥かに複雑化し多
岐に及んでいる真菌の耐性化の機序を
解明し、対策に結びつけることを目標
とした研究である。すでに疫学調査を
始め、世界に先駆けて新規耐性機構を
発見するなど大きな成果を挙げてい
る。

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業

績
番号

共
同
利
用
等

分子生物
学関連



著者・発表者等 タイトル・表題等
発表雑誌・出版

社
・会合等

巻・号 頁 発行・発表年等

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
小区分名

小区分
番号

業
績
番
号

掲載論文のDOI
（付与されている場合）

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）

【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、
文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業

績
番号

共
同
利
用
等

(1)

Naruhiko
Ishiwada,Hiro
yuki
Kitajima,Ichi
ro
Morioka,Norik
o
Takeuchi,Mami
ko Endo,Akira
Watanabe,Kats
uhiko Kamei

Nationwide
survey of
neonatal
invasive
fungal
infection in
Japan

Med Mycol. 56 679-686 2017

(2)

Shigeru
Suga,Naruhiko
Ishiwada,Yuko
Sasaki,Hideki
Akeda,Junichi
ro
Nishi,Kenji
Okada,Mikiya
Fujieda,Megum
i
Oda,Kazutoyo
Asada,Takashi
Nakano,Akihik
o
Saitoh,Mitsua
ki
Hosoya,Takehi
ro
Togashi,Mayum
i Matsu…

A nationwide
population-
based
surveillance
of invasive
Haemophilus
influenzae
diseases in
children
after the
introduction
of the
Haemophilus
influenzae
type b
vaccine in
Japan

Vaccine 36 5678-5684 2018

(3)

Sachiko
Naito,Noriko
Takeuchi,Misa
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小児重症感染症の臨床的・微生物学的
研究

　本邦における小児の侵襲性細菌感染
症・新生児の深在性真菌感染症の全国
的な疫学調査を実施し、臨床的問題点
を明らかにするとともに、病原微生物
の解析も行い、病原因子の特定と治療
および予防法の策定を行う。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　新生児深在性真菌感染症の全国調査はこれまで実施されたこ
とがなく、本研究により、早産・低出生体重児にいて、カンジ
ダ症のリスクが高いこと、死亡例などの予後不良例が少なから
ず存在すること、真菌感染症の予防法・治療法に関しては、施
設ごとで多様な対応がとられていることを明らかにした。
　小児の侵襲性細菌感染症に関しては、肺炎球菌とインフルエ
ンザ菌の罹患率が高いこと、肺炎球菌結合型ワクチン（PCV)・
インフルエンザ菌b型（Hib）ワクチンの導入により、国内の罹
患率が大きく減少したことを全国的な調査により初めて明らか
にし、ワクチン導入効果を証明した。一方、ワクチン導入後に
顕在化してきたワクチンで予防できないタイプの肺炎球菌、イ
ンフルエンザ菌の病原性解析を行い、インフルエンザ菌につい
ては無莢膜株への対策が必要であることを明らかにした。

【社会、経済、文化的意義】
 日本は少子化が進む中で、毎年出生する児に占める早産低出
生体重児の割合が他の国々に比べて高くなっている。本研究
データをもとに本邦において早産低出生児に対する真菌感染症
予防・治療対策に関するガイドラインを策定し、統一した対応
をとることにより、早産低出生体重児の予後が改善されること
が期待される。2013年４月に小児に対して定期接種化された2
つのワクチン（PCVとHibワクチン）の効果を疫学的に検証し
た。本研究データに基づき、両ワクチンの定期接種化の継続が
必要であると判断され、国内での定期接種化が継続されてい
る。

○

10.1093/mmy/myx096

10.1016/j.vaccine.2018.08
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10.1128/JCM.00141-18
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粘膜組織における感染防御基盤に関す
る研究

　本研究では腸管や肺などの粘膜組織
における感染防御基盤の形成について
解明を試みた。腸管および肺では常在
細菌や免疫細胞が上皮細胞と相互作用
することで、糖鎖やレクチンなどの抗
菌物質の産生を誘導し、病原性細菌、
真菌、その他微生物の感染を防御して
いることを明らかにした。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　（１）は、腸管における病原性微生物感染防御に寄与する上
皮細胞の糖鎖修飾について誘導・制御機構についてまとめた総
説であり、免疫学の専門雑誌であるNature Immunology誌
（IF： 21.809）に掲載された。
　（２）は肺においてIL-22を産生する免疫細胞が上皮細胞に
抗菌ペプチドであるRegIIIgの発現を誘導してイエダニを排除
し、アレルギー性喘息の抑制に寄与することを明らかにした論
文であり、医学系専門雑誌であるJournal of Experimental
Medicine誌（IF： 10.790）に掲載された。
　
【社会、経済、文化的意義】
　（３）は、病原性真菌であるカンジダに対する腸内細菌の感
染防御効果を示した論文であり、真菌感染症に対する腸内細菌
を用いた新規マイクロバイオーム創薬に繋がる成果である。
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